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概要

				本書では、OpenShift Container Platform で Prometheus モニタリングスタックを設定し、使用する方法について説明します。
			






第1章 モニタリングの概要



OpenShift Container Platform モニタリングについて




				OpenShift Container Platform には、コアプラットフォームコンポーネントのモニタリングを提供する事前に設定され、事前にインストールされた自己更新型のモニタリングスタックが含まれます。また、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効 にするオプションもあります。
			

				クラスター管理者は、サポートされている設定で モニタリングスタックを設定 できます。OpenShift Container Platform は、追加設定が不要のモニタリングのベストプラクティスを提供します。
			

				管理者にクラスターの問題について即時に通知するアラートのセットがデフォルトで含まれます。OpenShift Container Platform Web コンソールのデフォルトのダッシュボードには、クラスターの状態をすぐに理解できるようにするクラスターのメトリックの視覚的な表示が含まれます。OpenShift Container Platform Web コンソールを使用して、メトリクスの表示と管理、アラート、および モニタリングダッシュボードの確認 することができます。
			

				OpenShift Container Platform Web コンソールの Observe セクションでは、metrics、alerts、monitoring dashboards、metrics targets などのモニタリング機能にアクセスして管理できます。
			

				OpenShift Container Platform のインストール後に、クラスター管理者はオプションでユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にできます。この機能を使用することで、クラスター管理者、開発者、および他のユーザーは、サービスと Pod を独自のプロジェクトでモニターする方法を指定できます。クラスター管理者は、Troubleshooting monitoring issues で、Prometheus によるユーザーメトリックの使用不可やディスクスペースの大量消費などの一般的な問題に対する回答を見つけることができます。
			

モニタリングスタックについて




				OpenShift Container Platform モニタリングスタックは、Prometheus オープンソースプロジェクトおよびその幅広いエコシステムをベースとしています。モニタリングスタックには、以下のコンポーネントが含まれます。
			
	
						デフォルトのプラットフォームモニタリングコンポーネント。プラットフォームモニタリングコンポーネントのセットは、OpenShift Container Platform のインストール時にデフォルトで openshift-monitoring プロジェクトにインストールされます。これにより、Kubernetes サービスを含む OpenShift Container Platform のコアコンポーネントのモニタリング機能が提供されます。デフォルトのモニタリングスタックは、クラスターのリモートのヘルスモニタリングも有効にします。これらのコンポーネントは、以下の図の Installed by default (デフォルトのインストール) セクションで説明されています。
					
	
						ユーザー定義のプロジェクトをモニターするためのコンポーネント。オプションでユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にした後に、追加のモニタリングコンポーネントは openshift-user-workload-monitoring プロジェクトにインストールされます。これにより、ユーザー定義プロジェクトのモニタリング機能が提供されます。これらのコンポーネントは、以下の図の User (ユーザー) セクションで説明されています。
					



				[image: OpenShift Container Platform monitoring architecture]

			
デフォルトのモニタリングコンポーネント




					デフォルトで、OpenShift Container Platform 4.12 モニタリングスタックには、以下のコンポーネントが含まれます。
				
表1.1 デフォルトのモニタリングスタックコンポーネント
	コンポーネント	説明
	 
									クラスターモニタリング Operator
								

								 	 
									Cluster Monitoring Operator (CMO) は、モニタリングスタックの中心的なコンポーネントです。Prometheus および Alertmanager インスタンス、Thanos Querier、Telemeter Client、およびメトリクスターゲットをデプロイ、管理、および自動更新します。CMO は Cluster Version Operator (CVO) によってデプロイされます。
								

								 
	 
									Prometheus Operator
								

								 	 
									openshift-monitoring プロジェクトの Prometheus Operator(PO) は、プラットフォーム Prometheus インスタンスおよび Alertmanager インスタンスを作成、設定、および管理します。また、Kubernetes ラベルのクエリーに基づいてモニタリングターゲットの設定を自動生成します。
								

								 
	 
									Prometheus
								

								 	 
									Prometheus は、OpenShift Container Platform モニタリングスタックのベースとなるモニタリングシステムです。Prometheus は Time Series を使用するデータベースであり、メトリックのルール評価エンジンです。Prometheus は処理のためにアラートを Alertmanager に送信します。
								

								 
	 
									Prometheus アダプター
								

								 	 
									Prometheus アダプター (上記の図の PA) は、Prometheus で使用する Kubernetes ノードおよび Pod クエリーを変換します。変換されるリソースメトリックには、CPU およびメモリーの使用率メトリックが含まれます。Prometheus アダプターは、Horizontal Pod Autoscaling のクラスターリソースメトリック API を公開します。Prometheus アダプターは oc adm top nodes および oc adm top pods コマンドでも使用されます。
								

								 
	 
									Alertmanager
								

								 	 
									Alertmanager サービスは、Prometheus から送信されるアラートを処理します。また、Alertmanager は外部の通知システムにアラートを送信します。
								

								 
	 
									kube-state-metrics エージェント
								

								 	 
									kube-state-metrics エクスポーターエージェント (上記の図の KSM) は、Kubernetes オブジェクトを Prometheus が使用できるメトリックに変換します。
								

								 
	 
									openshift-state-metrics エージェント
								

								 	 
									OpenShift Container Platform 固有のリソースのメトリックを追加すると、openshift-state-metrics エクスポーター (上記の図の OSM) は kube-state-metrics に対して拡張します。
								

								 
	 
									node-exporter エージェント
								

								 	 
									node-exporter エージェント (上記の図の NE) はクラスター内のすべてのノードについてのメトリックを収集します。node-exporter エージェントはすべてのノードにデプロイされます。
								

								 
	 
									Thanos Querier
								

								 	 
									Thanos Querier は、単一のマルチテナントインターフェイスで、OpenShift Container Platform のコアメトリクスおよびユーザー定義プロジェクトのメトリクスを集約し、オプションでこれらの重複を排除します。
								

								 
	 
									Telemeter クライアント
								

								 	 
									Telemeter Client は、クラスターのリモートヘルスモニタリングを容易にするために、プラットフォーム Prometheus インスタンスから Red Hat にデータのサブセクションを送信します。
								

								 




					モニターリグスタックのすべてのコンポーネントはスタックによってモニターされ、OpenShift Container Platform の更新時に自動的に更新されます。
				
注記

						モニタリングスタックのすべてのコンポーネントは、クラスター管理者が一元的に設定する TLS セキュリティープロファイル設定を使用します。TLS セキュリティー設定を使用するモニタリングスタックコンポーネントを設定する場合、コンポーネントはグローバル OpenShift Container Platform apiservers.config.openshift.io/cluster リソースの tlsSecurityProfile フィールドにすでに存在する TLS セキュリティープロファイル設定を使用します。
					


デフォルトのモニタリングターゲット




					スタック自体のコンポーネントに加え、デフォルトのモニタリングスタックは以下をモニターします。
				
	
							CoreDNS
						
	
							Elasticsearch (ロギングがインストールされている場合)
						
	
							etcd
						
	
							Fluentd (ロギングがインストールされている場合)
						
	
							HAProxy
						
	
							イメージレジストリー
						
	
							Kubelets
						
	
							Kubernetes API サーバー
						
	
							Kubernetes コントローラーマネージャー
						
	
							Kubernetes スケジューラー
						
	
							OpenShift API サーバー
						
	
							OpenShift Controller Manager
						
	
							Operator Lifecycle Manager (OLM)
						
	
							Vector (ロギングがインストールされている場合)
						


注記

						各 OpenShift Container Platform コンポーネントはそれぞれのモニタリング設定を行います。OpenShift Container Platform コンポーネントのモニタリングに関する問題は、一般的なモニタリングコンポーネントに対してではなく、そのコンポーネントに対して Jira 問題 を開きます。
					


					他の OpenShift Container Platform フレームワークのコンポーネントもメトリクスを公開する場合があります。詳細については、それぞれのドキュメントを参照してください。
				

ユーザー定義プロジェクトをモニターするためのコンポーネント




					OpenShift Container Platform 4.12 には、ユーザー定義プロジェクトでサービスおよび Pod をモニターできるモニタリングスタックのオプションの拡張機能が含まれています。この機能には、以下のコンポーネントが含まれます。
				
表1.2 ユーザー定義プロジェクトをモニターするためのコンポーネント
	コンポーネント	説明
	 
									Prometheus Operator
								

								 	 
									openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの Prometheus Operator (PO) は、同じプロジェクトで Prometheus および Thanos Ruler インスタンスを作成し、設定し、管理します。
								

								 
	 
									Prometheus
								

								 	 
									Prometheus は、ユーザー定義のプロジェクト用にモニタリング機能が提供されるモニタリングシステムです。Prometheus は処理のためにアラートを Alertmanager に送信します。
								

								 
	 
									Thanos Ruler
								

								 	 
									Thanos Ruler は、別のプロセスとしてデプロイされる Prometheus のルール評価エンジンです。OpenShift Container Platform 4.12 では、Thanos Ruler はユーザー定義プロジェクトのモニタリングについてのルールおよびアラート評価を提供します。
								

								 
	 
									Alertmanager
								

								 	 
									Alertmanager サービスは、Prometheus および Thanos Ruler から送信されるアラートを処理します。Alertmanager はユーザー定義のアラートを外部通知システムに送信します。このサービスのデプロイは任意です。
								

								 



注記

						上記の表のコンポーネントは、モニタリングがユーザー定義のプロジェクトに対して有効にされた後にデプロイされます。
					


					モニターリグスタックのすべてのコンポーネントはスタックによってモニターされ、OpenShift Container Platform の更新時に自動的に更新されます。
				

ユーザー定義プロジェクトのターゲットのモニタリング




					モニタリングがユーザー定義プロジェクトについて有効にされている場合には、以下をモニターできます。
				
	
							ユーザー定義プロジェクトのサービスエンドポイント経由で提供されるメトリック。
						
	
							ユーザー定義プロジェクトで実行される Pod。
						




OpenShift Container Platform モニタリングの一般用語集




				この用語集では、OpenShift Container Platform アーキテクチャーで使用される一般的な用語を定義します。
			
	Alertmanager
	
							Alertmanager は、Prometheus から受信したアラートを処理します。また、Alertmanager は外部の通知システムにアラートを送信します。
						
	アラートルール
	
							アラートルールには、クラスター内の特定の状態を示す一連の条件が含まれます。アラートは、これらの条件が true の場合にトリガーされます。アラートルールには、アラートのルーティング方法を定義する重大度を割り当てることができます。
						
	クラスターモニタリング Operator
	
							Cluster Monitoring Operator (CMO) は、モニタリングスタックの中心的なコンポーネントです。Thanos Querier、Telemeter Client、メトリクスターゲットなどの Prometheus インスタンスをデプロイおよび管理して、それらが最新であることを確認します。CMO は Cluster Version Operator (CVO) によってデプロイされます。
						
	Cluster Version Operator
	
							Cluster Version Operator (CVO) はクラスター Operator のライフサイクルを管理し、その多くはデフォルトで OpenShift Container Platform にインストールされます。
						
	config map
	
							ConfigMap は、設定データを Pod に注入する方法を提供します。タイプ ConfigMap のボリューム内の ConfigMap に格納されたデータを参照できます。Pod で実行しているアプリケーションは、このデータを使用できます。
						
	Container
	
							コンテナーは、ソフトウェアとそのすべての依存関係を含む軽量で実行可能なイメージです。コンテナーは、オペレーティングシステムを仮想化します。そのため、コンテナーはデータセンターからパブリッククラウド、プライベートクラウド、開発者のラップトップなどまで、場所を問わずコンテナーを実行できます。
						
	カスタムリソース (CR)
	
							CR は Kubernetes API のエクステンションです。カスタムリソースを作成できます。
						
	etcd
	
							etcd は OpenShift Container Platform のキーと値のストアであり、すべてのリソースオブジェクトの状態を保存します。
						
	Fluentd
	
							Fluentd は、ノードからログを収集し、そのログを Elasticsearch に送ります。
						
	Kubelets
	
							ノード上で実行され、コンテナーマニフェストを読み取ります。定義されたコンテナーが開始され、実行されていることを確認します。
						
	Kubernetes API サーバー
	
							Kubernetes API サーバーは、API オブジェクトのデータを検証して設定します。
						
	Kubernetes コントローラーマネージャー
	
							Kubernetes コントローラーマネージャーは、クラスターの状態を管理します。
						
	Kubernetes スケジューラー
	
							Kubernetes スケジューラーは Pod をノードに割り当てます。
						
	labels
	
							ラベルは、Pod などのオブジェクトのサブセットを整理および選択するために使用できるキーと値のペアです。
						
	ノード
	
							OpenShift Container Platform クラスター内のワーカーマシン。ノードは、仮想マシン (VM) または物理マシンのいずれかです。
						
	Operator
	
							OpenShift Container Platform クラスターで Kubernetes アプリケーションをパッケージ化、デプロイ、および管理するための推奨される方法。Operator は、人間による操作に関する知識を取り入れて、簡単にパッケージ化してお客様と共有できるソフトウェアにエンコードします。
						
	Operator Lifecycle Manager (OLM)
	
							OLM は、Kubernetes ネイティブアプリケーションのライフサイクルをインストール、更新、および管理するのに役立ちます。OLM は、Operator を効果的かつ自動化されたスケーラブルな方法で管理するために設計されたオープンソースのツールキットです。
						
	永続ストレージ
	
							デバイスがシャットダウンされた後でもデータを保存します。Kubernetes は永続ボリュームを使用して、アプリケーションデータを保存します。
						
	永続ボリューム要求 (PVC)
	
							PVC を使用して、PersistentVolume を Pod にマウントできます。クラウド環境の詳細を知らなくてもストレージにアクセスできます。
						
	pod
	
							Pod は、Kubernetes における最小の論理単位です。Pod には、ワーカーノードで実行される 1 つ以上のコンテナーが含まれます。
						
	Prometheus
	
							Prometheus は、OpenShift Container Platform モニタリングスタックのベースとなるモニタリングシステムです。Prometheus は Time Series を使用するデータベースであり、メトリックのルール評価エンジンです。Prometheus は処理のためにアラートを Alertmanager に送信します。
						
	Prometheus アダプター
	
							Prometheus アダプターは、Prometheus で使用するために Kubernetes ノードと Pod のクエリーを変換します。変換されるリソースメトリクスには、CPU およびメモリーの使用率が含まれます。Prometheus アダプターは、Horizontal Pod Autoscaling のクラスターリソースメトリック API を公開します。
						
	Prometheus Operator
	
							openshift-monitoring プロジェクトの Prometheus Operator(PO) は、プラットフォーム Prometheus インスタンスおよび Alertmanager インスタンスを作成、設定、および管理します。また、Kubernetes ラベルのクエリーに基づいてモニタリングターゲットの設定を自動生成します。
						
	サイレンス
	
							サイレンスをアラートに適用し、アラートの条件が true の場合に通知が送信されることを防ぐことができます。初期通知後はアラートをミュートにして、根本的な問題の解決に取り組むことができます。
						
	storage
	
							OpenShift Container Platform は、オンプレミスおよびクラウドプロバイダーの両方で、多くのタイプのストレージをサポートします。OpenShift Container Platform クラスターで、永続データおよび非永続データ用のコンテナーストレージを管理できます。
						
	Thanos Ruler
	
							Thanos Ruler は、別のプロセスとしてデプロイされる Prometheus のルール評価エンジンです。OpenShift Container Platform では、Thanos Ruler はユーザー定義プロジェクトをモニタリングするためのルールおよびアラート評価を提供します。
						
	Web コンソール
	
							OpenShift Container Platform を管理するためのユーザーインターフェイス (UI)。
						



関連情報



	
						リモートヘルスモニタリングについて
					
	
						ユーザーに対するユーザー定義のプロジェクトをモニターする権限の付与
					
	
						TLS セキュリティープロファイルの設定
					



次のステップ



	
						モニタリングスタックの設定
					




第2章 モニタリングスタックの設定




			OpenShift Container Platform 4 インストールプログラムは、インストール前の少数の設定オプションのみを提供します。ほとんどの OpenShift Container Platform フレームワークコンポーネント (クラスターモニタリングスタックを含む) の設定はインストール後に行われます。
		

			このセクションでは、サポートされている設定内容を説明し、モニタリングスタックの設定方法を示し、いくつかの一般的な設定シナリオを示します。
		
前提条件



	
						モニタリングスタックには、追加のリソース要件があります。コンピューティングリソースの推奨事項については、Cluster Monitoring Operator のスケーリング を参照し、十分なリソースがあることを確認してください。
					



モニタリングのメンテナンスおよびサポート




				OpenShift Container Platform モニタリングの設定は、本書で説明されているオプションを使用して行う方法がサポートされている方法です。サポートされていない他の設定は使用しないでください。設定のパラダイムが Prometheus リリース間で変更される可能性があり、このような変更には、設定のすべての可能性が制御されている場合のみ適切に対応できます。本セクションで説明されている設定以外の設定を使用する場合、cluster-monitoring-operator が差分を調整するため、変更内容は失われます。Operator はデフォルトで定義された状態へすべてをリセットします。
			
モニタリングのサポートに関する考慮事項




					以下の変更は明示的にサポートされていません。
				
	
							追加の ServiceMonitor、PodMonitor、および PrometheusRule オブジェクトを openshift-* および kube-* プロジェクトに作成します。
						
	
							openshift-monitoring または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトにデプロイされるリソースまたはオブジェクト変更OpenShift Container Platform モニタリングスタックによって作成されるリソースは、後方互換性の保証がないために他のリソースで使用されることは意図されていません。
						
注記

								Alertmanager 設定は、openshift-monitoring namespace にシークレットリソースとしてデプロイされます。ユーザー定義のアラートルーティング用に別の Alertmanager インスタンスを有効にしている場合、Alertmanager 設定も openshift-user-workload-monitoring namespace のシークレットリソースとしてデプロイされます。Alertmanager のインスタンスの追加ルートを設定するには、そのシークレットをデコードし、変更し、エンコードする必要があります。この手順は、前述のステートメントに対してサポートされる例外です。
							


	
							スタックのリソースの変更。OpenShift Container Platform モニタリングスタックは、そのリソースが常に期待される状態にあることを確認します。これらが変更される場合、スタックはこれらをリセットします。
						
	
							ユーザー定義ワークロードの openshift-*、および kube-* プロジェクトへのデプロイ。これらのプロジェクトは Red Hat が提供するコンポーネント用に予約され、ユーザー定義のワークロードに使用することはできません。
						
	
							カスタム Prometheus インスタンスの OpenShift Container Platform へのインストール。カスタムインスタンスは、Prometheus Operator によって管理される Prometheus カスタムリソース (CR) です。
						
	
							Prometheus Operator での Probe カスタムリソース定義 (CRD) による現象ベースのモニタリングの有効化。
						


注記

						メトリクス、記録ルールまたはアラートルールの後方互換性を保証されません。
					


Operator のモニタリングについてのサポートポリシー




					モニタリング Operator により、OpenShift Container Platform モニタリングリソースの設定およびテスト通りに機能することを確認できます。Operator の Cluster Version Operator (CVO) コントロールがオーバーライドされる場合、Operator は設定の変更に対応せず、クラスターオブジェクトの意図される状態を調整したり、更新を受信したりしません。
				

					Operator の CVO コントロールのオーバーライドはデバッグ時に役立ちますが、これはサポートされず、クラスター管理者は個々のコンポーネントの設定およびアップグレードを完全に制御することを前提としています。
				
Cluster Version Operator のオーバーライド

						spec.overrides パラメーターを CVO の設定に追加すると、管理者はコンポーネントについての CVO の動作にオーバーライドのリストを追加できます。コンポーネントについて spec.overrides[].unmanaged パラメーターを true に設定すると、クラスターのアップグレードがブロックされ、CVO のオーバーライドが設定された後に管理者にアラートが送信されます。
					
Disabling ownership via cluster version overrides prevents upgrades. Please remove overrides before continuing.
警告

						CVO のオーバーライドを設定すると、クラスター全体がサポートされていない状態になり、モニタリングスタックをその意図された状態に調整されなくなります。これは Operator に組み込まれた信頼性の機能に影響を与え、更新が受信されなくなります。サポートを継続するには、オーバーライドを削除した後に、報告された問題を再現する必要があります。
					



モニタリングスタックの設定の準備




				モニタリング config map を作成し、更新してモニタリングスタックを設定できます。
			
クラスターモニタリング config map の作成




					OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定するには、cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを openshift-monitoring プロジェクトに作成する必要があります。
				
注記

						変更を cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに保存すると、openshift-monitoring プロジェクトの Pod の一部またはすべてが再デプロイされる可能性があります。これらのコンポーネントが再デプロイするまで時間がかかる場合があります。
					

前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトが存在するかどうかを確認します。
						
$ oc -n openshift-monitoring get configmap cluster-monitoring-config

	
							ConfigMap オブジェクトが存在しない場合:
						
	
									以下の YAML マニフェストを作成します。以下の例では、このファイルは cluster-monitoring-config.yaml という名前です。
								
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |

	
									設定を適用して ConfigMap を作成します。
								
$ oc apply -f cluster-monitoring-config.yaml







ユーザー定義のワークロードモニタリング config map の作成




					ユーザー定義プロジェクトをモニターするコンポーネントを設定するには、user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを openshift-user-workload-monitoring プロジェクトに作成する必要があります。
				
注記

						変更を user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに保存すると、openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの Pod の一部またはすべてが再デプロイされる可能性があります。これらのコンポーネントが再デプロイするまで時間がかかる場合があります。ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを最初に有効にする前に config map を作成し、設定することができます。これにより、Pod を頻繁に再デプロイする必要がなくなります。
					

前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトが存在するかどうかを確認します。
						
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring get configmap user-workload-monitoring-config

	
							user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトが存在しない場合:
						
	
									以下の YAML マニフェストを作成します。以下の例では、このファイルは user-workload-monitoring-config.yaml という名前です。
								
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |

	
									設定を適用して ConfigMap を作成します。
								
$ oc apply -f user-workload-monitoring-config.yaml
注記

										user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
									







関連情報
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
						




モニタリングスタックの設定




				OpenShift Container Platform 4.12 では、 cluster-monitoring-config または user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを使用してモニタリングスタックを設定できます。設定マップはクラスターモニタリング Operator (CMO) を設定し、その後にスタックのコンポーネントが設定されます。
			
前提条件
	
						OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定する場合、以下を実行します。
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
							
	
								cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する場合:
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
							
	
								user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					


手順
	
						ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
	
								OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定するには、以下を実行します。
							
	
										openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
									
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
										設定を、data/config.yaml の下に値とキーのペア <component_name>: <component_configuration> として追加します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>:
      <configuration_for_the_component>

										<component> および <configuration_for_the_component> を随時置き換えます。
									

										以下の ConfigMap オブジェクトの例は、Prometheus の永続ボリューム要求 (PVC) を設定します。これは、OpenShift Container Platform のコアコンポーネントのみをモニターする Prometheus インスタンスに関連します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s: [image: 1]
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: fast
          volumeMode: Filesystem
          resources:
            requests:
              storage: 40Gi
	[image: 1] 
	
												Prometheus コンポーネントを定義し、後続の行はその設定を定義します。
											







	
								ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定するには、以下を実行します。
							
	
										openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
									
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
										設定を、data/config.yaml の下に値とキーのペア <component_name>: <component_configuration> として追加します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>:
      <configuration_for_the_component>

										<component> および <configuration_for_the_component> を随時置き換えます。
									

										以下の ConfigMap オブジェクトの例は、Prometheus のデータ保持期間および最小コンテナーリソース要求を設定します。これは、ユーザー定義のプロジェクトのみをモニターする Prometheus インスタンスに関連します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheus: [image: 1]
      retention: 24h [image: 2]
      resources:
        requests:
          cpu: 200m [image: 3]
          memory: 2Gi [image: 4]
	[image: 1] 
	
												Prometheus コンポーネントを定義し、後続の行はその設定を定義します。
											

	[image: 2] 
	
												ユーザー定義プロジェクトをモニターする Prometheus インスタンスについて 24 時間のデータ保持期間を設定します。
											

	[image: 3] 
	
												Prometheus コンテナーの 200 ミリコアの最小リソース要求を定義します。
											

	[image: 4] 
	
												Prometheus コンテナーのメモリーの 2 GiB の最小 Pod リソース要求を定義します。
											



注記

											Prometheus config map コンポーネントは、cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトで prometheusK8s と呼ばれ、user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトで prometheus と呼ばれます。
										








	
						ファイルを保存して、変更を ConfigMap オブジェクトに適用します。新規設定の影響を受けた Pod は自動的に再起動されます。
					
注記

							user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
						

警告

							変更がモニタリング config map に保存されると、関連するプロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる可能性があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
						




関連情報
	
						モニタリング config map を作成する手順は、モニタリングスタックの設定の準備 を参照してください。
					
	
						ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
					



設定可能なモニタリングコンポーネント




				以下の表は、設定可能なモニタリングコンポーネントと、cluster-monitoring-config および user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトでコンポーネントを指定するために使用されるキーを示しています。
			
表2.1 設定可能なモニタリングコンポーネント
	コンポーネント	cluster-monitoring-config config map キー	user-workload-monitoring-config config map キー
	 
								Prometheus Operator
							

							 	 
								prometheusOperator
							

							 	 
								prometheusOperator
							

							 
	 
								Prometheus
							

							 	 
								prometheusK8s
							

							 	 
								prometheus
							

							 
	 
								Alertmanager
							

							 	 
								alertmanagerMain
							

							 	 
								Alertmanager
							

							 
	 
								kube-state-metrics
							

							 	 
								kubeStateMetrics
							

							 	 
	 
								openshift-state-metrics
							

							 	 
								openshiftStateMetrics
							

							 	 
	 
								Telemeter クライアント
							

							 	 
								telemeterClient
							

							 	 
	 
								Prometheus アダプター
							

							 	 
								k8sPrometheusAdapter
							

							 	 
	 
								Thanos Querier
							

							 	 
								thanosQuerier
							

							 	 
	 
								Thanos Ruler
							

							 	 	 
								thanosRuler
							

							 



注記

					Prometheus キーは、cluster-monitoring-config ConfigMap で prometheusK8s と呼ばれ、user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトで prometheus と呼ばれています。
				


ノードセレクターを使用したモニタリングコンポーネントの移動




				ラベル付きノードで nodeSelector 制約を使用すると、任意のモニタリングスタックコンポーネントを特定ノードに移動できます。これにより、クラスター全体のモニタリングコンポーネントの配置と分散を制御できます。
			

				モニタリングコンポーネントの配置と分散を制御することで、システムリソースの使用を最適化し、パフォーマンスを高め、特定の要件やポリシーに基づいてワークロードを分離できます。
			
ノードセレクターと他の制約の連携




					ノードセレクターの制約を使用してモニタリングコンポーネントを移動する場合、クラスターに Pod のスケジューリングを制御するための他の制約があることに注意してください。
				
	
							Pod の配置を制御するために、トポロジー分散制約が設定されている可能性があります。
						
	
							Prometheus、Thanos Querier、Alertmanager、およびその他のモニタリングコンポーネントでは、コンポーネントの複数の Pod が必ず異なるノードに分散されて高可用性が常に確保されるように、ハードな非アフィニティールールが設定されています。
						



					ノード上で Pod をスケジュールする場合、Pod スケジューラーは既存の制約をすべて満たすように Pod の配置を決定します。つまり、Pod スケジューラーがどの Pod をどのノードに配置するかを決定する際に、すべての制約が組み合わされます。
				

					そのため、ノードセレクター制約を設定しても既存の制約をすべて満たすことができない場合、Pod スケジューラーはすべての制約をマッチさせることができず、ノードへの Pod 配置をスケジュールしません。
				

					モニタリングコンポーネントの耐障害性と高可用性を維持するには、コンポーネントを移動するノードセレクター制約を設定する際に、十分な数のノードが利用可能で、すべての制約がマッチすることを確認してください。
				
関連情報
	
							ノードでラベルを更新する方法について
						
	
							ノードセレクターの使用による特定ノードへの Pod の配置
						
	
							アフィニティールールと非アフィニティールールの使用による他の Pod との相対での Pod の配置
						
	
							Pod トポロジー分散制約を使用した Pod 配置の制御
						
	
							モニタリングのための Pod トポロジー分散制約の設定
						
	
							ノードセレクターに関する Kubernetes ドキュメント
						



モニタリングコンポーネントの異なるノードへの移動




					モニタリングスタックコンポーネントが実行されるクラスター内のノードを指定するには、ノードに割り当てられたラベルと一致するようにコンポーネントの ConfigMap オブジェクトの nodeSelector 制約を設定します。
				
注記

						ノードセレクター制約を既存のスケジュール済み Pod に直接追加することはできません。
					

前提条件
	
							OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定する場合、以下を実行します。
						
	
									cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
								
	
									cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
								



	
							ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する場合:
						
	
									cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
								
	
									user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
								



	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							まだの場合は、モニタリングコンポーネントを実行するノードにラベルを追加します。
						
$ oc label nodes <node-name> <node-label>

	
							ConfigMap オブジェクトを編集します。
						
	
									OpenShift Container Platform のコアプロジェクトをモニターするコンポーネントを移行するには、以下を実行します。
								
	
											openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
										
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
											data/config.yaml でコンポーネントの nodeSelector 制約のノードラベルを指定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>: [image: 1]
      nodeSelector:
        <node-label-1> [image: 2]
        <node-label-2> [image: 3]
        <...>
	[image: 1] 
	
													<component> を適切なモニタリングスタックコンポーネント名に置き換えます。
												

	[image: 2] 
	
													<node-label-1> をノードに追加したラベルに置き換えます。
												

	[image: 3] 
	
													オプション: 追加のラベルを指定します。追加のラベルを指定すると、コンポーネントの Pod は、指定されたすべてのラベルを含むノード上でのみスケジュールされます。
												



注記

												nodeSelector の制約を設定した後もモニタリングコンポーネントが Pending 状態のままになっている場合は、Pod イベントでテイントおよび容認に関連するエラーの有無を確認します。
											





	
									ユーザー定義プロジェクトをモニターするコンポーネントを移動するには、以下を実行します。
								
	
											openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
										
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
											data/config.yaml でコンポーネントの nodeSelector 制約のノードラベルを指定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>: [image: 1]
      nodeSelector:
        <node-label-1> [image: 2]
        <node-label-2> [image: 3]
        <...>
	[image: 1] 
	
													<component> を適切なモニタリングスタックコンポーネント名に置き換えます。
												

	[image: 2] 
	
													<node-label-1> をノードに追加したラベルに置き換えます。
												

	[image: 3] 
	
													オプション: 追加のラベルを指定します。追加のラベルを指定すると、コンポーネントの Pod は、指定されたすべてのラベルを含むノード上でのみスケジュールされます。
												



注記

												nodeSelector の制約を設定した後もモニタリングコンポーネントが Pending 状態のままになっている場合は、Pod イベントでテイントおよび容認に関連するエラーの有無を確認します。
											








	
							変更を適用するためにファイルを保存します。新しい設定で指定されたコンポーネントは、新しいノードに自動的に移動されます。
						
注記

								user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
							

警告

								monitoring config map への変更を保存すると、プロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる場合があります。そのプロジェクトで実行中のモニタリングプロセスも再起動する場合があります。
							




関連情報
	
							モニタリング config map を作成する手順は、モニタリングスタックの設定の準備 を参照してください。
						
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
						




モニタリングコンポーネントへの容認 (Toleration) の割り当て




				容認をモニタリングスタックのコンポーネントに割り当て、それらをテイントされたノードに移動することができます。
			
前提条件
	
						OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定する場合、以下を実行します。
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
							
	
								cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する場合:
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
							
	
								user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					


手順
	
						ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
	
								容認をコア OpenShift Container Platform プロジェクトをモニターするコンポーネントに割り当てるには、以下を実行します。
							
	
										openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
									
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
										コンポーネントの tolerations を指定します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>:
      tolerations:
        <toleration_specification>

										<component> および <toleration_specification> を随時置き換えます。
									

										たとえば、oc adm taint nodes node1 key1=value1:NoSchedule は、キーが key1 で、値が value1 の node1 にテイントを追加します。これにより、モニタリングコンポーネントが node1 に Pod をデプロイするのを防ぎます。ただし、そのテイントに対して許容値が設定されている場合を除きます。以下の例は、サンプルのテイントを容認するように alertmanagerMain コンポーネントを設定します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    alertmanagerMain:
      tolerations:
      - key: "key1"
        operator: "Equal"
        value: "value1"
        effect: "NoSchedule"




	
								ユーザー定義プロジェクトをモニターするコンポーネントに容認を割り当てるには、以下を実行します。
							
	
										openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
									
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
										コンポーネントの tolerations を指定します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>:
      tolerations:
        <toleration_specification>

										<component> および <toleration_specification> を随時置き換えます。
									

										たとえば、oc adm taint nodes node1 key1=value1:NoSchedule は、キーが key1 で、値が value1 の node1 にテイントを追加します。これにより、モニタリングコンポーネントが node1 に Pod をデプロイするのを防ぎます。ただし、そのテイントに対して許容値が設定されている場合を除きます。以下の例では、サンプルのテイントを容認するように thanosRuler コンポーネントを設定します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    thanosRuler:
      tolerations:
      - key: "key1"
        operator: "Equal"
        value: "value1"
        effect: "NoSchedule"







	
						変更を適用するためにファイルを保存します。新しいコンポーネントの配置設定が自動的に適用されます。
					
注記

							user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
						

警告

							変更がモニタリング config map に保存されると、関連するプロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる可能性があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
						




関連情報
	
						モニタリング config map を作成する手順は、モニタリングスタックの設定の準備 を参照してください。
					
	
						ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
					
	
						テイントおよび許容値については、OpenShift Container Platform ドキュメント を参照してください。
					
	
						テイントおよび許容値については、Kubernetes ドキュメント を参照してください。
					



メトリクススクレイピング (収集) のボディーサイズ制限の設定




				デフォルトでは、スクレイピングされたメトリックターゲットから返されるデータの圧縮されていない本文のサイズに制限はありません。スクレイピングされたターゲットが大量のデータを含む応答を返したときに、Prometheus が大量のメモリーを消費する状況を回避するために、ボディサイズの制限を設定できます。さらに、本体のサイズ制限を設定することで、悪意のあるターゲットが Prometheus およびクラスター全体に与える影響を軽減できます。
			

				enforcedBodySizeLimit の値を設定した後、少なくとも 1 つの Prometheus スクレイプターゲットが、設定された値より大きい応答本文で応答すると、アラート PrometheusScrapeBodySizeLimitHit が発生します。
			
注記

					ターゲットからスクレイピングされたメトリックデータの非圧縮ボディサイズが設定されたサイズ制限を超えていると、スクレイピングは失敗します。次に、Prometheus はこのターゲットがダウンしていると見なし、その up メトリック値を 0 に設定します。これにより、TargetDown アラートをトリガーできます。
				

前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					


手順
	
						openshift-monitoring namespace で cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
						enforcedBodySizeLimit の値を data/config.yaml/prometheusK8s に追加して、ターゲットスクレイプごとに受け入れられるボディサイズを制限します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |-
    prometheusK8s:
      enforcedBodySizeLimit: 40MB [image: 1]
	[image: 1] 
	
								スクレイピングされたメトリックターゲットの最大ボディサイズを指定します。この enforcedBodySizeLimit の例では、ターゲットスクレイプごとの非圧縮サイズを 40 メガバイトに制限しています。有効な数値は、B (バイト)、KB (キロバイト)、MB (メガバイト)、GB (ギガバイト)、TB (テラバイト)、PB (ペタバイト)、および EB (エクサバイト) の Prometheus データサイズ形式を使用します。デフォルト値は 0 で、制限なしを指定します。値を automatic に設定して、クラスターの容量に基づいて制限を自動的に計算することもできます。
							




	
						ファイルを保存して、変更を自動的に適用します。
					
警告

							cluster-monitoring-config config map への変更を保存すると、openshift-monitoring プロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる場合があります。そのプロジェクトで実行中のモニタリングプロセスも再起動する場合があります。
						




関連情報
	
						Prometheus scrape configuration documentation
					



専用サービスモニターの設定




				専用のサービスモニターを使用してリソースメトリックパイプラインのメトリックを収集するように OpenShift Container Platform コアプラットフォームモニタリングを設定できます。
			

				専用サービスモニターを有効にすると、kubelet エンドポイントから 2 つの追加メトリクスが公開され、honorTimestamps フィールドの値が true に設定されます。
			

				専用のサービスモニターを有効にすることで、oc adm top pod コマンドや horizontal Pod Autoscaler などで使用される Prometheus Adapter ベースの CPU 使用率測定の一貫性を向上させることができます。
			
専用サービスモニターの有効化




					openshift-monitoring namespace の cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトで dedicatedServiceMonitors キーを設定することで、専用サービスモニターを使用するようにコアプラットフォームのモニタリングを設定できます。
				
前提条件
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
						
	
							cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
						


手順
	
							openshift-monitoring namespace で cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
						
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
							次のサンプルに示すように、enabled: true のキーと値のペアを追加します。
						
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    k8sPrometheusAdapter:
      dedicatedServiceMonitors:
        enabled: true [image: 1]
	[image: 1] 
	
									kubelet /metrics/resource エンドポイントを公開する専用サービスモニターをデプロイするには、enabled フィールドの値を true に設定します。
								




	
							ファイルを保存して、変更を自動的に適用します。
						
警告

								cluster-monitoring-config config map への変更を保存すると、openshift-monitoring プロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる場合があります。そのプロジェクトで実行中のモニタリングプロセスも再起動する場合があります。
							






Configuring persistent storage




				クラスターモニタリングを永続ストレージと共に実行すると、メトリクスは永続ボリューム (PV) に保存され、Pod の再起動または再作成後も維持されます。これは、メトリックデータまたはアラートデータをデータ損失から保護する必要がある場合に適しています。実稼働環境では、永続ストレージを設定することを強く推奨します。IO デマンドが高いため、ローカルストレージを使用することが有利になります。
			
永続ストレージの前提条件



	
							ディスクが一杯にならないように、十分なローカル永続ストレージを確保します。必要な永続ストレージは Pod 数によって異なります。
						
	
							永続ボリューム要求 (PVC) で要求される永続ボリューム (PV) が利用できる状態にあることを確認する必要があります。各レプリカに 1 つの PV が必要です。Prometheus と Alertmanager の両方に 2 つのレプリカがあるため、モニタリングスタック全体をサポートするには 4 つの PV が必要です。PV はローカルストレージ Operator から入手できますが、動的にプロビジョニングされるストレージが有効にされている場合は利用できません。
						
	
							永続ボリュームを設定する際に、volumeMode パラメーターのストレージタイプ値として Filesystem を使用します。
						
注記

								永続ストレージにローカルボリュームを使用する場合は、LocalVolume オブジェクトの volumeMode: Block で記述される raw ブロックボリュームを使用しないでください。Prometheus は raw ブロックボリュームを使用できません。
							

重要

								Prometheus は、POSIX に準拠していないファイルシステムをサポートしません。たとえば、一部の NFS ファイルシステム実装は POSIX に準拠していません。ストレージに NFS ファイルシステムを使用する場合は、NFS 実装が完全に POSIX に準拠していることをベンダーに確認してください。
							





ローカル永続ボリューム要求 (PVC) の設定




					モニタリングコンポーネントが永続ボリューム (PV) を使用できるようにするには、永続ボリューム要求 (PVC) を設定する必要があります。
				
前提条件
	
							OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定する場合、以下を実行します。
						
	
									cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
								
	
									cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
								



	
							ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する場合:
						
	
									cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
								
	
									user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
								



	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							ConfigMap オブジェクトを編集します。
						
	
									OpenShift Container Platform のコアプロジェクトをモニターするコンポーネントの PVC を設定するには、以下を実行します。
								
	
											openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
										
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
											コンポーネントの PVC 設定を data/config.yaml の下に追加します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>:
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: <storage_class>
          resources:
            requests:
              storage: <amount_of_storage>

											volumeClaimTemplate の指定方法については、PersistentVolumeClaims についての Kubernetes ドキュメント を参照してください。
										

											以下の例では、OpenShift Container Platform のコアコンポーネントをモニターする Prometheus インスタンスのローカル永続ストレージを要求する PVC を設定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: local-storage
          resources:
            requests:
              storage: 40Gi

											上記の例では、ローカルストレージ Operator によって作成されるストレージクラスは local-storage と呼ばれます。
										

											以下の例では、Alertmanager のローカル永続ストレージを要求する PVC を設定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    alertmanagerMain:
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: local-storage
          resources:
            requests:
              storage: 10Gi




	
									ユーザー定義プロジェクトをモニターするコンポーネントの PVC を設定するには、以下を実行します。
								
	
											openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
										
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
											コンポーネントの PVC 設定を data/config.yaml の下に追加します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>:
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: <storage_class>
          resources:
            requests:
              storage: <amount_of_storage>

											volumeClaimTemplate の指定方法については、PersistentVolumeClaims についての Kubernetes ドキュメント を参照してください。
										

											以下の例では、ユーザー定義プロジェクトをモニターする Prometheus インスタンスのローカル永続ストレージを要求する PVC を設定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheus:
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: local-storage
          resources:
            requests:
              storage: 40Gi

											上記の例では、ローカルストレージ Operator によって作成されるストレージクラスは local-storage と呼ばれます。
										

											以下の例では、Thanos Ruler のローカル永続ストレージを要求する PVC を設定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    thanosRuler:
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: local-storage
          resources:
            requests:
              storage: 10Gi
注記

												thanosRuler コンポーネントのストレージ要件は、評価されルールの数や、各ルールが生成するサンプル数により異なります。
											








	
							変更を適用するためにファイルを保存します。新規設定の影響を受けた Pod は自動的に再起動され、新規ストレージ設定が適用されます。
						
注記

								user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
							

警告

								変更がモニタリング config map に保存されると、関連するプロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる可能性があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
							





永続ストレージボリュームのサイズ変更




					OpenShift Container Platform は、使用される基礎となる StorageClass リソースが永続的なボリュームのサイズ変更をサポートしている場合でも、StatefulSet リソースによって使用される既存の永続的なストレージボリュームのサイズ変更をサポートしません。したがって、既存の永続ボリューム要求 (PVC) の storage フィールドをより大きなサイズで更新しても、この設定は関連する永続ボリューム (PV) に反映されません。
				

					ただし、手動プロセスを使用して PV のサイズを変更することは可能です。Prometheus、Thanos Ruler、Alertmanager などのモニタリングコンポーネントの PV のサイズを変更する場合は、コンポーネントが設定されている適切な config map を更新できます。次に、PVC にパッチを適用し、Pod を削除して孤立させます。Pod を孤立させると、StatefulSet リソースがすぐに再作成され、Pod にマウントされたボリュームのサイズが新しい PVC 設定で自動的に更新されます。このプロセス中にサービスの中断は発生しません。
				
前提条件
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						
	
							OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定する場合、以下を実行します。
						
	
									cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
								
	
									cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
								
	
									コア OpenShift Container Platform モニタリングコンポーネント用に少なくとも 1 つの PVC を設定しました。
								



	
							ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する場合:
						
	
									cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
								
	
									user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
								
	
									ユーザー定義プロジェクトを監視するコンポーネント用に少なくとも 1 つの PVC を設定しました。
								





手順
	
							ConfigMap オブジェクトを編集します。
						
	
									OpenShift Container Platform のコアプロジェクトをモニターするコンポーネントの PVC サイズを変更するには、以下を実行します。
								
	
											openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
										
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
											data/config.yaml の下に、コンポーネントの PVC 設定用の新しいストレージサイズを追加します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>: [image: 1]
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: <storage_class> [image: 2]
          resources:
            requests:
              storage: <amount_of_storage> [image: 3]
	[image: 1] 
	
													コアモニタリングコンポーネントを指定します。
												

	[image: 2] 
	
													ストレージクラスを作成します。
												

	[image: 3] 
	
													ストレージボリュームの新しいサイズを指定します。
												




											以下の例では、コア OpenShift Container Platform コンポーネントをモニターする Prometheus インスタンスのローカル永続ストレージを 100 ギガバイトに設定する PVC を設定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: local-storage
          resources:
            requests:
              storage: 100Gi

											次の例では、Alertmanager のローカル永続ストレージを 40 ギガバイトに設定する PVC を設定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    alertmanagerMain:
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: local-storage
          resources:
            requests:
              storage: 40Gi




	
									ユーザー定義プロジェクトを監視するコンポーネントの PVC のサイズを変更するには:
								
注記

										ユーザー定義のプロジェクトを監視する Thanos Ruler および Prometheus インスタンスのボリュームサイズを変更できます。
									

	
											openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
										
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
											data/config.yaml 下のモニタリングコンポーネントの PVC 設定を更新します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>: [image: 1]
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: <storage_class> [image: 2]
          resources:
            requests:
              storage: <amount_of_storage> [image: 3]
	[image: 1] 
	
													コアモニタリングコンポーネントを指定します。
												

	[image: 2] 
	
													ストレージクラスを作成します。
												

	[image: 3] 
	
													ストレージボリュームの新しいサイズを指定します。
												




											次の例では、ユーザー定義のプロジェクトを監視する Prometheus インスタンスの PVC サイズを 100 ギガバイトに設定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheus:
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: local-storage
          resources:
            requests:
              storage: 100Gi

											次の例では、Thanos Ruler の PVC サイズを 20 ギガバイトに設定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    thanosRuler:
      volumeClaimTemplate:
        spec:
          storageClassName: local-storage
          resources:
            requests:
              storage: 20Gi
注記

												thanosRuler コンポーネントのストレージ要件は、評価されルールの数や、各ルールが生成するサンプル数により異なります。
											








	
							変更を適用するためにファイルを保存します。新規設定の影響を受けた Pod は自動的に再起動します。
						
警告

								monitoring config map への変更を保存すると、関連プロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる場合があります。そのプロジェクトで実行しているモニタリングプロセスも再開される可能性があります。
							


	
							更新されたストレージ要求を使用して、すべての PVC に手動でパッチを適用します。以下の例では、openshift-monitoring namespace の Prometheus コンポーネントのストレージサイズを 100Gi に変更します。
						
$ for p in $(oc -n openshift-monitoring get pvc -l app.kubernetes.io/name=prometheus -o jsonpath='{range .items[*]}{.metadata.name} {end}'); do \
  oc -n openshift-monitoring patch pvc/${p} --patch '{"spec": {"resources": {"requests": {"storage":"100Gi"}}}}'; \
  done

	
							--cascade=orphan パラメーターを使用して、基になる StatefulSet を削除します。
						
$ oc delete statefulset -l app.kubernetes.io/name=prometheus --cascade=orphan




Prometheus メトリックデータの保持期間およびサイズの変更




					デフォルトで、Prometheus がメトリクスデータを保持する期間のデフォルトは以下のとおりです。
				
	
							コアプラットフォームのモニタリング: 15 日間
						
	
							ユーザー定義プロジェクトの監視: 24 時間
						



					retention フィールドに time 値を指定すると、保持期間を変更し、データの削除方法を変更できます。retentionSize フィールドにサイズの値を指定することで、保持されたメトリックデータが使用する最大ディスク領域を設定することもできます。データがこのサイズ制限に達すると、使用するディスク領域が上限を下回るまで、Prometheus は最も古いデータを削除します。
				

					これらのデータ保持設定は、以下の挙動に注意してください。
				
	
							サイズベースのリテンションポリシーは、/prometheus ディレクトリー内のすべてのデータブロックディレクトリーに適用され、永続ブロック、ライトアヘッドログ (WAL) データ、および m-mapped チャンクも含まれます。
						
	
							wal と /head_chunks ディレクトリーのデータは保持サイズ制限にカウントされますが、Prometheus はサイズまたは時間ベースの保持ポリシーに基づいてこれらのディレクトリーからデータをパージすることはありません。したがって、/wal ディレクトリーおよび /head_chunks ディレクトリーに設定された最大サイズよりも低い保持サイズ制限を設定すると、/prometheus データディレクトリーにデータブロックを保持しないようにシステムを設定している。
						
	
							サイズベースの保持ポリシーは、Prometheus が新規データブロックをカットする場合にのみ適用されます。これは、WAL に少なくとも 3 時間のデータが含まれてから 2 時間ごとに実行されます。
						
	
							retention または retentionSize の値を明示的に定義しない場合、保持期間のデフォルトは、コアプラットフォームの監視は 15 日間、ユーザー定義プロジェクトの監視は 24 時間です。保持サイズは設定されていません。
						
	
							retention および retentionSize の両方に値を定義すると、両方の値が適用されます。データブロックが定義された保持時間または定義されたサイズ制限を超える場合、Prometheus はこれらのデータブロックをパージします。
						
	
							retentionSize の値を定義して retention を定義しない場合、 retentionSize 値のみが適用されます。
						
	
							retentionSize の値を定義しておらず、p retention の値のみを定義する場合、retention 値のみが適用されます。
						
	
							retentionSize または retention の値を 0 に設定すると、デフォルト設定が適用されます。保持期間のデフォルト設定は、コアプラットフォームの監視の場合は 15 日間、ユーザー定義プロジェクトの監視の場合は 24 時間です。デフォルトでは、保持サイズは設定されていません。
						


注記

						データコンパクションは 2 時間ごとに実行されます。そのため、コンパクションが実行される前に永続ボリューム (PV) がいっぱいになり、retentionSize 制限を超える可能性があります。その場合、PV 上のスペースが retentionSize 制限を下回るまで、KubePersistentVolumeFillingUp アラートが発生します。
					

前提条件
	
							OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定する場合、以下を実行します。
						
	
									cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
								
	
									cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
								



	
							ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する場合:
						
	
									クラスター管理者は、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
								
	
									cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
								
	
									user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
								



	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


警告

						監視設定マップの変更を保存すると、監視プロセスが再起動し、関連プロジェクトの Pod やその他のリソースが再デプロイされる場合があります。そのプロジェクトで実行中のモニタリングプロセスも再起動する場合があります。
					

手順
	
							ConfigMap オブジェクトを編集します。
						
	
									OpenShift Container Platform のコアプロジェクトをモニターする Prometheus インスタンスの保持時間とサイズを変更するに は、以下を実行します。
								
	
											openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
										
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
											保持期間およびサイズ設定を data/config.yaml に追加します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      retention: <time_specification> [image: 1]
      retentionSize: <size_specification> [image: 2]
	[image: 1] 
	
													保持時間: ms (ミリ秒)、s (秒)、m (分)、h (時)、d (日)、w (週)、y (年) が直接続く数値。1h30m15s などの特定の時間に時間値を組み合わせることもできます。
												

	[image: 2] 
	
													保持サイズ: B (バイト)、KB (キロバイト)、MB (メガバイト)、GB (ギガバイト)、TB (テラバイト)、PB (ペタバイト)、および EB (エクサバイト) が直接続く数値。
												




											以下の例では、OpenShift Container Platform のコアコンポーネントをモニターする Prometheus インスタンスの保持期間を 24 時間に設定し、保持サイズを 10 ギガバイトに設定します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      retention: 24h
      retentionSize: 10GB




	
									ユーザー定義プロジェクトをモニターする Prometheus インスタンスの保持時間とサイズを変更するには、以下を実行します。
								
	
											openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
										
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
											保持期間およびサイズ設定を data/config.yaml に追加します。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheus:
      retention: <time_specification> [image: 1]
      retentionSize: <size_specification> [image: 2]
	[image: 1] 
	
													保持時間: ms (ミリ秒)、s (秒)、m (分)、h (時)、d (日)、w (週)、y (年) が直接続く数値。1h30m15s などの特定の時間に時間値を組み合わせることもできます。
												

	[image: 2] 
	
													保持サイズ: B (バイト)、KB (キロバイト)、MB (メガバイト)、GB (ギガバイト)、TB (テラバイト)、PB (ペタバイト)、または EB (エクサバイト) が直接続く数値。
												




											次の例では、ユーザー定義プロジェクトを監視する Prometheus インスタンスについて、保持時間を 24 時間に、保持サイズを 10 ギガバイトに設定しています。
										
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheus:
      retention: 24h
      retentionSize: 10GB







	
							変更を適用するためにファイルを保存します。新規設定の影響を受けた Pod は自動的に再起動します。
						



Thanos Ruler メトリックデータの保持期間の変更




					デフォルトでは、ユーザー定義のプロジェクトでは、Thanos Ruler は 24 時間にわたりメトリックデータを自動的に保持します。openshift-user-workload-monitoring namespace の user-workload-monitoring-config の Config Map に時間の値を指定して、このデータの保持期間を変更できます。
				
前提条件
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						
	
							クラスター管理者は、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
						
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
						
	
							user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
						


警告

						監視設定マップの変更を保存すると、監視プロセスが再起動し、関連プロジェクトの Pod やその他のリソースが再デプロイされる場合があります。そのプロジェクトで実行中のモニタリングプロセスも再起動する場合があります。
					

手順
	
							openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
						
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
							保持期間の設定を data/config.yaml に追加します。
						
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    thanosRuler:
      retention: <time_specification> [image: 1]
	[image: 1] 
	
									保持時間 は、ms (ミリ秒)、s (秒)、m (分)、h (時)、d (日)、w (週)、y (年) が直後に続く数字で指定します。1h30m15s などの特定の時間に時間値を組み合わせることもできます。デフォルトは 24h です。
								




							以下の例では、Thanos Ruler データの保持期間を 10 日間に設定します。
						
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    thanosRuler:
      retention: 10d

	
							変更を適用するためにファイルを保存します。新規設定が加えられた Pod は自動的に再起動します。
						


関連情報
	
							クラスターモニタリング config map の作成
						
	
							Prometheus データベースのストレージ要件
						
	
							設定可能な推奨のストレージ技術
						
	
							永続ストレージについて
						
	
							ストレージの最適化
						
	
							ローカル永続ストレージの設定
						
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
						




リモート書き込みストレージの設定




				リモート書き込みストレージを設定して、Prometheus が取り込んだメトリックをリモートシステムに送信して長期保存できるようにします。これを行っても、Prometheus がメトリックを保存する方法や期間には影響はありません。
			
前提条件
	
						OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定する場合、以下を実行します。
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
							
	
								cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する場合:
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
							
	
								user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					
	
						リモート書き込み互換性のあるエンドポイント (Thanos) を設定し、エンドポイント URL を把握している。リモート書き込み機能と互換性のないエンドポイントの情報ては、Prometheus リモートエンドポイントおよびストレージについてのドキュメント を参照してください。
					
重要

							Red Hat は、リモート書き込み送信側の設定に関する情報のみを提供し、受信側エンドポイントの設定に関するガイダンスは提供しません。お客様は、リモート書き込みと互換性のある独自のエンドポイントを設定する責任があります。エンドポイントレシーバー設定に関する問題は、Red Hat 製品サポートには含まれません。
						


	
						リモート書き込みエンドポイントの Secret オブジェクトに認証クレデンシャルを設定している。リモート書き込みを設定する Prometheus オブジェクトと同じ namespace にシークレットを作成する必要があります。デフォルトのプラットフォームモニタリングの場合は openshift-monitoring namespace 、ユーザーのワークロードモニタリングの場合は openshift-user-workload-monitoring namespace です。
					
警告

							セキュリティーリスクを軽減するには、HTTPS および認証を使用してメトリックをエンドポイントに送信します。
						




手順

					以下の手順に従って、openshift-monitoring namespace の cluster-monitoring-config config マップで、デフォルトのプラットフォーム監視のリモート書き込みを設定します。
				
注記

					ユーザー定義プロジェクトをモニターする Prometheus インスタンスのリモート書き込みを設定する場合は、openshift-user-workload-monitoring namespace の user-workload-monitoring-config 設定マップと同様の編集を行います。なお、Prometheus のコンフィグマップコンポーネントは、user-workload-monitoring-configConfigMap オブジェクトでは prometheus と呼ばれ、prometheusK8s ではないことに注意してください。これは、cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトにあるためです。
				

	
						openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
						data/config.yaml/prometheusK8s に remoteWrite: セクションを追加します。
					
	
						このセクションにエンドポイント URL および認証情報を追加します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://remote-write-endpoint.example.com" [image: 1]
        <endpoint_authentication_credentials> [image: 2]
	[image: 1] 
	
								リモート書き込みエンドポイントの URL。
							

	[image: 2] 
	
								エンドポイントの認証方法およびクレデンシャル。現在サポートされている認証方法は、AWS 署名バージョン 4、Authorization リクエストヘッダーでの HTTP を使用した認証、基本認証、OAuth 2.0、および TLS クライアントです。サポートされている認証方法のサンプル設定については、サポートされているリモート書き込み認証設定 を参照してください。
							




	
						認証クレデンシャルの後に、書き込みの再ラベル設定値を追加します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://remote-write-endpoint.example.com"
        <endpoint_authentication_credentials>
        <your_write_relabel_configs> [image: 1]
	[image: 1] 
	
								書き込みの再ラベル設定。
							




						<your_write_relabel_configs> は、リモートエンドポイントに送信する必要のあるメトリクスの書き込みラベル一覧に置き換えます。
					

						以下の例では、my_metric という単一のメトリックを転送する方法を紹介します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://remote-write-endpoint.example.com"
        writeRelabelConfigs:
        - sourceLabels: [__name__]
          regex: 'my_metric'
          action: keep

						書き込み再ラベル設定オプションについては、Prometheus relabel_config documentation を参照してください。
					

	
						ファイルを保存して、変更を ConfigMap オブジェクトに適用します。新規設定の影響を受けた Pod は自動的に再起動します。
					
注記

							user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
						

警告

							モニタリング ConfigMap オブジェクトへの変更を保存すると、関連するプロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる可能性があります。また、変更を保存すると、そのプロジェクトで実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
						




サポート対象のリモート書き込み認証設定




					異なる方法を使用して、リモート書き込みエンドポイントとの認証を行うことができます。現在サポートされている認証方法は、AWS 署名バージョン 4、基本認証、Authorization リクエストヘッダーでの HTTP を使用した認証、OAuth 2.0、および TLS クライアントです。以下の表は、リモート書き込みで使用するサポート対象の認証方法の詳細を示しています。
				
	認証方法	config map フィールド	説明
	 
									AWS 署名バージョン 4
								

								 	 
									sigv4
								

								 	 
									この方法では、AWS Signature Version 4 認証を使用して要求を署名します。この方法は、認可、OAuth 2.0、または Basic 認証と同時に使用することはできません。
								

								 
	 
									Basic 認証
								

								 	 
									basicAuth
								

								 	 
									Basic 認証は、設定されたユーザー名とパスワードを使用してすべてのリモート書き込み要求に承認ヘッダーを設定します。
								

								 
	 
									認可
								

								 	 
									認可
								

								 	 
									Authorization は、設定されたトークンを使用して、すべてのリモート書き込みリクエストに Authorization ヘッダーを設定します。
								

								 
	 
									OAuth 2.0
								

								 	 
									oauth2
								

								 	 
									OAuth 2.0 設定は、クライアントクレデンシャル付与タイプを使用します。Prometheus は、リモート書き込みエンドポイントにアクセスするために、指定されたクライアント ID およびクライアントシークレットを使用して tokenUrl からアクセストークンを取得します。この方法を認可、AWS 署名バージョン 4、または基本認証と同時に使用することはできません。
								

								 
	 
									TLS クライアント
								

								 	 
									tlsConfig
								

								 	 
									TLS クライアント設定は、TLS を使用してリモート書き込みエンドポイントサーバーで認証するために使用される CA 証明書、クライアント証明書、およびクライアントキーファイル情報を指定します。設定例は、CA 証明書ファイル、クライアント証明書ファイル、およびクライアントキーファイルがすでに作成されていることを前提としています。
								

								 


認証設定の設定マップの場所




						以下は、デフォルトのプラットフォームモニタリングの ConfigMap オブジェクトの認証設定の場所を示しています。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://remote-write-endpoint.example.com" [image: 1]
        <endpoint_authentication_details> [image: 2]
	[image: 1] 
	
								リモート書き込みエンドポイントの URL。
							

	[image: 2] 
	
								エンドポイントの認証方法に必要な設定の詳細。現在サポートされている認証方法は、Amazon Web Services (AWS) 署名バージョン 4、Authorization リクエストヘッダーでの HTTP を使用した認証、基本認証、OAuth 2.0、および TLS クライアントです。
							



注記

							ユーザー定義プロジェクトを監視する Prometheus インスタンスに対してリモート書き込みを設定する場合は、openshift-user-workload-monitoring namespace の user-workload-monitoring-config を編集してください。なお、Prometheus のコンフィグマップコンポーネントは、user-workload-monitoring-configConfigMap オブジェクトでは prometheus と呼ばれ、prometheusK8s ではないことに注意してください。これは、cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトにあるためです。
						


リモート書き込み認証の設定例




						次のサンプルは、リモート書き込みエンドポイントに接続するために使用できるさまざまな認証設定を示しています。各サンプルでは、認証情報やその他の関連設定を含む対応する Secret オブジェクトを設定する方法も示しています。それぞれのサンプルは、openshift-monitoring namespace でデフォルトのプラットフォームモニタリングで使用する認証を設定します。
					
AWS 署名バージョン 4 認証のサンプル YAML

							以下は、openshift-monitoring namespace の sigv4-credentials という名前の sigv 4 シークレットの設定を示しています。
						
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: sigv4-credentials
  namespace: openshift-monitoring
stringData:
  accessKey: <AWS_access_key> [image: 1]
  secretKey: <AWS_secret_key> [image: 2]
type: Opaque
	[image: 1] 
	
								AWS API アクセスキー。
							

	[image: 2] 
	
								AWS API シークレットキー。
							




						以下は、openshift-monitoring namespace の sigv4-credentials という名前の Secret オブジェクトを使用する AWS Signature Version 4 リモート書き込み認証のサンプルを示しています。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://authorization.example.com/api/write"
        sigv4:
          region: <AWS_region> [image: 1]
          accessKey:
            name: sigv4-credentials [image: 2]
            key: accessKey [image: 3]
          secretKey:
            name: sigv4-credentials [image: 4]
            key: secretKey [image: 5]
          profile: <AWS_profile_name> [image: 6]
          roleArn: <AWS_role_arn> [image: 7]
	[image: 1] 
	
								AWS リージョン。
							

	[image: 2] [image: 4] 
	
								AWS API アクセスクレデンシャルが含まれる Secret オブジェクトの名前。
							

	[image: 3] 
	
								指定された Secret オブジェクトに AWS API アクセスキーが含まれるキー。
							

	[image: 5] 
	
								指定された Secret オブジェクトに AWS API シークレットキーが含まれるキー。
							

	[image: 6] 
	
								認証に使用される AWS プロファイルの名前。
							

	[image: 7] 
	
								ロールに割り当てられた Amazon Resource Name (ARN) の一意の識別子。
							



基本認証用のサンプル YAML

							以下に、openshift-monitoring namespace 内の rw-basic-auth という名前の Secret オブジェクトの基本認証設定のサンプルを示します。
						
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: rw-basic-auth
  namespace: openshift-monitoring
stringData:
  user: <basic_username> [image: 1]
  password: <basic_password> [image: 2]
type: Opaque
	[image: 1] 
	
								ユーザー名
							

	[image: 2] 
	
								パスワード。
							




						以下の例は、openshift-monitoring namespace の rw-basic-auth という名前の Secret オブジェクトを使用する basicAuth リモート書き込み設定を示しています。これは、エンドポイントの認証認証情報がすでに設定されていることを前提としています。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://basicauth.example.com/api/write"
        basicAuth:
          username:
            name: rw-basic-auth [image: 1]
            key: user [image: 2]
          password:
            name: rw-basic-auth [image: 3]
            key: password [image: 4]
	[image: 1] [image: 3] 
	
								認証クレデンシャルが含まれる Secret オブジェクトの名前。
							

	[image: 2] 
	
								指定の Secret オブジェクトのユーザー名が含まれるキー。
							

	[image: 4] 
	
								指定された Secret オブジェクトにパスワードが含まれるキー。
							



Secret オブジェクトを使用したベアラートークンによる認証のサンプル YAML

							以下は、openshift-monitoring namespace の rw-bearer-auth という名前の Secret オブジェクトのベアラートークン設定を示しています。
						
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: rw-bearer-auth
  namespace: openshift-monitoring
stringData:
  token: <authentication_token> [image: 1]
type: Opaque
	[image: 1] 
	
								認証トークン。
							




						以下は、openshift-monitoring namespace の rw-bearer-auth という名前の Secret オブジェクトを使用するベアラートークン config map の設定例を示しています。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    enableUserWorkload: true
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://authorization.example.com/api/write"
        authorization:
          type: Bearer [image: 1]
          credentials:
            name: rw-bearer-auth [image: 2]
            key: token [image: 3]
	[image: 1] 
	
								要求の認証タイプ。デフォルト値は Bearer です。
							

	[image: 2] 
	
								認証クレデンシャルが含まれる Secret オブジェクトの名前。
							

	[image: 3] 
	
								指定された Secret オブジェクトに認証トークンが含まれるキー。
							



OAuth 2.0 認証のサンプル YAML

							以下は、openshift-monitoring namespace の oauth2-credentials という名前の Secret オブジェクトの OAuth 2.0 設定のサンプルを示しています。
						
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: oauth2-credentials
  namespace: openshift-monitoring
stringData:
  id: <oauth2_id> [image: 1]
  secret: <oauth2_secret> [image: 2]
  token: <oauth2_authentication_token> [image: 3]
type: Opaque
	[image: 1] 
	
								Oauth 2.0 ID。
							

	[image: 2] 
	
								OAuth 2.0 シークレット。
							

	[image: 3] 
	
								OAuth 2.0 トークン。
							




						以下は、openshift-monitoring namespace の oauth2-credentials という Secret オブジェクトを使用した oauth2 リモート書き込み認証のサンプル設定です。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://test.example.com/api/write"
        oauth2:
          clientId:
            secret:
              name: oauth2-credentials [image: 1]
              key: id [image: 2]
          clientSecret:
            name: oauth2-credentials [image: 3]
            key: secret [image: 4]
          tokenUrl: https://example.com/oauth2/token [image: 5]
          scopes: [image: 6]
          - <scope_1>
          - <scope_2>
          endpointParams: [image: 7]
            param1: <parameter_1>
            param2: <parameter_2>
	[image: 1] [image: 3] 
	
								対応する Secret オブジェクトの名前。ClientId は ConfigMap オブジェクトを参照することもできますが、clientSecret は Secret オブジェクトを参照する必要があることに注意してください。
							

	[image: 2] [image: 4] 
	
								指定された Secret オブジェクトの OAuth 2.0 認証情報が含まれるキー。
							

	[image: 5] 
	
								指定された clientId および clientSecret でトークンを取得するために使用される URL。
							

	[image: 6] 
	
								認可要求の OAuth 2.0 スコープ。これらのスコープは、トークンがアクセスできるデータを制限します。
							

	[image: 7] 
	
								認可サーバーに必要な OAuth 2.0 認可要求パラメーター。
							



TLS クライアント認証のサンプル YAML

							以下は、openshift-monitoring namespace 内の mtls-bundle という名前の tlsSecret オブジェクトに対する TLS クライアント設定のサンプルです。
						
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: mtls-bundle
  namespace: openshift-monitoring
data:
  ca.crt: <ca_cert> [image: 1]
  client.crt: <client_cert> [image: 2]
  client.key: <client_key> [image: 3]
type: tls
	[image: 1] 
	
								サーバー証明書を検証する Prometheus コンテナーの CA 証明書。
							

	[image: 2] 
	
								サーバーとの認証用のクライアント証明書。
							

	[image: 3] 
	
								クライアントキー。
							




						以下の例は、mtls-bundle という名前の TLS Secret オブジェクトを使用する tlsConfig リモート書き込み認証設定を示しています。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://remote-write-endpoint.example.com"
        tlsConfig:
          ca:
            secret:
              name: mtls-bundle [image: 1]
              key: ca.crt [image: 2]
          cert:
            secret:
              name: mtls-bundle [image: 3]
              key: client.crt [image: 4]
          keySecret:
            name: mtls-bundle [image: 5]
            key: client.key [image: 6]
	[image: 1] [image: 3] [image: 5] 
	
								TLS 認証クレデンシャルが含まれる対応する Secret オブジェクトの名前。ca と cert は、代わりに ConfigMap オブジェクトを参照することができますが、keySecret は Secret オブジェクトを参照する必要があることに注意してください。
							

	[image: 2] 
	
								エンドポイントの CA 証明書が含まれる指定された Secret オブジェクトのキー。
							

	[image: 4] 
	
								エンドポイントのクライアント証明書が含まれる指定された Secret オブジェクトのキー。
							

	[image: 6] 
	
								クライアントシークレットが含まれる指定の Secret オブジェクトのキー。
							



関連情報
	
								リモート書き込み互換性のあるエンドポイント (Thanos など) を作成する手順は、リモート書き込み互換性のあるエンドポイントの設定 を参照してください。
							
	
								各種のユースケースごとのリモート書き込みの最適化方法は、リモート書き込みの設定 を参照してください。
							
	
								OpenShift Container Platform で Secret オブジェクトを作成および設定する手順については、Understanding secrets を参照してください。
							
	
								追加のオプションフィールドは、Prometheus REST API reference for remote write を 参照してください。
							





クラスター ID ラベルのメトリックへの追加




				複数の OpenShift Container Platform クラスターを管理し、リモート書き込み機能を使用してメトリックデータをこれらのクラスターから外部ストレージの場所に送信する場合、クラスター ID ラベルを追加して、異なるクラスターから送られるメトリックデータを特定できます。次に、これらのラベルをクエリーし、メトリックのソースクラスターを特定し、そのデータを他のクラスターによって送信される同様のメトリックデータと区別することができます。
			

				これにより、複数の顧客に対して多数のクラスターを管理し、メトリックデータを単一の集中ストレージシステムに送信する場合、クラスター ID ラベルを使用して特定のクラスターまたはお客様のメトリックをクエリーできます。
			

				クラスター ID ラベルの作成および使用には、以下の 3 つの一般的な手順が必要です。
			
	
						リモート書き込みストレージの書き込みラベルの設定。
					
	
						クラスター ID ラベルをメトリックに追加します。
					
	
						これらのラベルをクエリーし、メトリックのソースクラスターまたはカスタマーを特定します。
					


メトリックのクラスター ID ラベルの作成




					デフォルトプラットフォームのモニタリングおよびユーザーワークロードモニタリングのメトリクスのクラスター ID ラベルを作成できます。
				

					デフォルトのプラットフォームモニタリングの場合、openshift-monitoring namespace の cluster-monitoring-config config map でリモート書き込みストレージの write_relabel 設定でメトリクスのクラスター ID ラベルを追加します。
				

					ユーザーワークロードモニタリングの場合、openshift-user-workload-monitoring namespace の user-workload-monitoring-config config map の設定を編集します。
				
注記

						Prometheus が namespace ラベルを公開するユーザーワークロードターゲットをスクレイプすると、システムはこのラベルを exported_namespace として保存します。この動作により、最終的な namespace ラベル値がターゲット Pod の namespace と等しくなります。このデフォルトは、PodMonitor または ServiceMonitor オブジェクトの honorLabels フィールドの値を true に設定してオーバーライドすることはできません。
					

前提条件
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						
	
							リモート書き込みストレージを設定している。
						
	
							デフォルトのプラットフォームモニタリングコンポーネントを設定する場合は、以下を実行します。
						
	
									cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
								
	
									cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
								



	
							ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する場合:
						
	
									cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
								
	
									user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
								





手順
	
							openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
						
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config
注記

								ユーザー定義プロジェクトをモニターする Prometheus インスタンスのメトリックのクラスター ID ラベルを設定する場合、 openshift-user-workload-monitoring namespace の user-workload-monitoring-config config map を編集します。Prometheus コンポーネントはこの config map の prometheus と呼ばれ、prometheusK8s ではなく、cluster-monitoring-config config map で使用される名前であることに注意してください。
							


	
							data/config.yaml/prometheusK8s/remoteWrite の下にある writeRelabelConfigs: セクションで、クラスター ID の再ラベル付け設定値を追加します。
						
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://remote-write-endpoint.example.com"
        <endpoint_authentication_credentials>
        writeRelabelConfigs: [image: 1]
          - <relabel_config> [image: 2]
	[image: 1] 
	
									リモートエンドポイントに送信するメトリックの書き込み再ラベル付け設定のリストを追加します。
								

	[image: 2] 
	
									リモート書き込みエンドポイントに送信されるメトリックのラベル設定を置き換えます。
								




							以下の例は、デフォルトのプラットフォームモニタリングでクラスター ID ラベル cluster_id を持つメトリクスを転送する方法を示しています。
						
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      remoteWrite:
      - url: "https://remote-write-endpoint.example.com"
        writeRelabelConfigs:
        - sourceLabels:
          - __tmp_openshift_cluster_id__ [image: 1]
          targetLabel: cluster_id [image: 2]
          action: replace [image: 3]
	[image: 1] 
	
									システムは最初に __tmp_openshift_cluster_id__ という名前の一時的なクラスター ID ソースラベルを適用します。この一時的なラベルは、指定するクラスター ID ラベル名に置き換えられます。
								

	[image: 2] 
	
									リモート書き込みストレージに送信されるメトリックのクラスター ID ラベルの名前を指定します。メトリックにすでに存在するラベル名を使用する場合、その値はこのクラスター ID ラベルの名前で上書きされます。ラベル名には __tmp_openshift_cluster_id__ は使用しないでください。最後の再ラベル手順では、この名前を使用するラベルを削除します。
								

	[image: 3] 
	
									replace 置き換えラベルの再設定アクションは、一時ラベルを送信メトリックのターゲットラベルに置き換えます。このアクションはデフォルトであり、アクションが指定されていない場合に適用されます。
								




	
							ファイルを保存して、変更を ConfigMap オブジェクトに適用します。更新された設定の影響を受ける Pod は自動的に再起動します。
						
警告

								モニタリング ConfigMap オブジェクトへの変更を保存すると、関連するプロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる可能性があります。また、変更を保存すると、そのプロジェクトで実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
							




関連情報
	
							書き込みリラベル設定の詳細は、リモート書き込みストレージの設定 を参照してください。
						
	
							クラスター ID の取得方法について、詳細は クラスター ID の取得 を参照してください。
						




ユーザー定義プロジェクトでバインドされていないメトリクス属性の影響の制御




				開発者は、キーと値のペアの形式でメトリックの属性を定義するためにラベルを作成できます。使用できる可能性のあるキーと値のペアの数は、属性について使用できる可能性のある値の数に対応します。数が無制限の値を持つ属性は、バインドされていない属性と呼ばれます。たとえば、customer_id 属性は、使用できる値が無限にあるため、バインドされていない属性になります。
			

				割り当てられるキーと値のペアにはすべて、一意の時系列があります。ラベルに多くのバインドされていない属性を使用すると、指数関数的により時系列を作成できます。これにより、Prometheus のパフォーマンスおよび利用可能なディスク領域に影響を与える可能性があります。
			

				クラスター管理者は、以下の手段を使用して、ユーザー定義プロジェクトでのバインドされていないメトリクス属性の影響を制御できます。
			
	
						ユーザー定義プロジェクトでターゲット収集ごとに受け入れ可能なサンプル数を制限します。
					
	
						収集されたラベルの数、ラベル名の長さ、およびラベル値の長さを制限します。
					
	
						収集サンプルのしきい値に達するか、ターゲットを収集できない場合に実行されるアラートを作成します。
					


注記

					多くのバインドされていない属性を追加して発生する問題を防ぐには、メトリックに定義する収集サンプル、ラベル名、およびバインドされていない属性の数を制限します。また、制限された一連の値にバインドされる属性を使用して、潜在的なキーと値のペアの組み合わせの数を減らします。
				

ユーザー定義プロジェクトの収集サンプルおよびラベル制限の設定




					ユーザー定義プロジェクトで、ターゲット収集ごとに受け入れ可能なサンプル数を制限できます。収集されたラベルの数、ラベル名の長さ、およびラベル値の長さを制限することもできます。
				
警告

						サンプルまたはラベルの制限を設定している場合、制限に達した後にそのターゲット収集についての追加のサンプルデータは取得されません。
					

前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
						
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
						
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
							enforcedSampleLimit 設定を data/config.yaml に追加し、ユーザー定義プロジェクトのターゲットの収集ごとに受け入れ可能なサンプルの数を制限できます。
						
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheus:
      enforcedSampleLimit: 50000 [image: 1]
	[image: 1] 
	
									このパラメーターが指定されている場合は、値が必要です。この enforcedSampleLimit の例では、ユーザー定義プロジェクトのターゲット収集ごとに受け入れ可能なサンプル数を 50,000 に制限します。
								




	
							enforcedLabelLimit、enforcedLabelNameLengthLimit、および enforcedLabelValueLengthLimit 設定を data/config.yaml に追加し、収集されるラベルの数、ラベル名の長さ、およびユーザー定義プロジェクトでのラベル値の長さを制限します。
						
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheus:
      enforcedLabelLimit: 500 [image: 1]
      enforcedLabelNameLengthLimit: 50 [image: 2]
      enforcedLabelValueLengthLimit: 600 [image: 3]
	[image: 1] 
	
									収集ごとのラベルの最大数を指定します。デフォルト値は 0 で、制限なしを指定します。
								

	[image: 2] 
	
									ラベル名の最大長を指定します。デフォルト値は 0 で、制限なしを指定します。
								

	[image: 3] 
	
									ラベル値の最大長を指定します。デフォルト値は 0 で、制限なしを指定します。
								




	
							変更を適用するためにファイルを保存します。制限は自動的に適用されます。
						
注記

								user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
							

警告

								変更が user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに保存されると、openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの Pod および他のリソースは再デプロイされる可能性があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
							





収集サンプルアラートの作成




					以下の場合に通知するアラートを作成できます。
				
	
							ターゲットを収集できず、指定された for の期間利用できない
						
	
							指定された for の期間、収集サンプルのしきい値に達するか、この値を上回る
						


前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
						
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
						
	
							user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
						
	
							enforcedSampleLimit を使用して、ユーザー定義プロジェクトのターゲット収集ごとに受け入れ可能なサンプル数を制限している。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							ターゲットがダウンし、実行されたサンプル制限に近づく際に通知するアラートを指定して YAML ファイルを作成します。この例のファイルは monitoring-stack-alerts.yaml という名前です。
						
apiVersion: monitoring.coreos.com/v1
kind: PrometheusRule
metadata:
  labels:
    prometheus: k8s
    role: alert-rules
  name: monitoring-stack-alerts [image: 1]
  namespace: ns1 [image: 2]
spec:
  groups:
  - name: general.rules
    rules:
    - alert: TargetDown [image: 3]
      annotations:
        message: '{{ printf "%.4g" $value }}% of the {{ $labels.job }}/{{ $labels.service
          }} targets in {{ $labels.namespace }} namespace are down.' [image: 4]
      expr: 100 * (count(up == 0) BY (job, namespace, service) / count(up) BY (job,
        namespace, service)) > 10
      for: 10m [image: 5]
      labels:
        severity: warning [image: 6]
    - alert: ApproachingEnforcedSamplesLimit [image: 7]
      annotations:
        message: '{{ $labels.container }} container of the {{ $labels.pod }} pod in the {{ $labels.namespace }} namespace consumes {{ $value | humanizePercentage }} of the samples limit budget.' [image: 8]
      expr: scrape_samples_scraped/50000 > 0.8 [image: 9]
      for: 10m [image: 10]
      labels:
        severity: warning [image: 11]
	[image: 1] 
	
									アラートルールの名前を定義します。
								

	[image: 2] 
	
									アラートルールをデプロイするユーザー定義のプロジェクトを指定します。
								

	[image: 3] 
	
									TargetDown アラートは、 for の期間にターゲットを収集できないか、利用できない場合に実行されます。
								

	[image: 4] 
	
									TargetDown アラートが実行される場合に出力されるメッセージ。
								

	[image: 5] 
	
									アラートが実行される前に、TargetDown アラートの条件がこの期間中 true である必要があります。
								

	[image: 6] 
	
									TargetDown アラートの重大度を定義します。
								

	[image: 7] 
	
									ApproachingEnforcedSamplesLimit アラートは、指定された for の期間に定義された収集サンプルのしきい値に達するか、この値を上回る場合に実行されます。
								

	[image: 8] 
	
									ApproachingEnforcedSamplesLimit アラートの実行時に出力されるメッセージ。
								

	[image: 9] 
	
									ApproachingEnforcedSamplesLimit アラートのしきい値。この例では、ターゲット収集ごとのサンプル数が実行されたサンプル制限 50000 の 80% を超えるとアラートが実行されます。アラートが実行される前に、for の期間も経過している必要があります。式 scrape_samples_scraped/<number> > <threshold> の <number> は user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトで定義される enforcedSampleLimit 値に一致する必要があります。
								

	[image: 10] 
	
									アラートが実行される前に、ApproachingEnforcedSamplesLimit アラートの条件がこの期間中 true である必要があります。
								

	[image: 11] 
	
									ApproachingEnforcedSamplesLimit アラートの重大度を定義します。
								




	
							設定をユーザー定義プロジェクトに適用します。
						
$ oc apply -f monitoring-stack-alerts.yaml



関連情報
	
							ユーザー定義のワークロードモニタリング config map の作成
						
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
						
	
							最高数の収集サンプルを持つメトリクスをクエリーする手順については、Prometheus が大量のディスク領域を消費している理由の特定 を参照してください。
						





第3章 外部 alertmanager インスタンスの設定




			OpenShift Container Platform モニタリングスタックには、Prometheus からのアラートのルートなど、ローカルの Alertmanager インスタンスが含まれます。openshift-monitoring または user-workload-monitoring-config プロジェクトのいずれかで cluster-monitoring-config 設定マップを設定して外部 Alertmanager インスタンスを追加できます。
		

			複数のクラスターに同じ外部 Alertmanager 設定を追加し、クラスターごとにローカルインスタンスを無効にする場合には、単一の外部 Alertmanager インスタンスを使用して複数のクラスターのアラートルーティングを管理できます。
		
前提条件
	
					OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
				
	
					openshift-monitoring プロジェクトで OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定する場合:
				
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
						
	
							cluster-monitoring-configConfigMap を作成している。
						



	
					ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する場合:
				
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
						
	
							user-workload-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
						





手順
	
					ConfigMap オブジェクトを編集します。
				
	
							OpenShift Container Platform のコアプロジェクトのルーティングアラート用に追加の Alertmanager を設定するには、以下を実行します。
						
	
									openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap を編集します。
								
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
									data/config.yaml/prometheusK8s に additionalAlertmanagerConfigs: セクションを追加します。
								
	
									このセクションに別の Alertmanager 設定の詳細情報を追加します。
								
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      additionalAlertmanagerConfigs:
      - <alertmanager_specification>

									<alertmanager_specification> は、追加の Alertmanager インスタンスの認証およびその他の設定の詳細を置き換えます。現時点で、サポートされている認証方法はベアラートークン (bearerToken) およびクライアント TLS(tlsConfig) です。以下の config map は、クライアント TLS 認証でベアラートークンを使用して追加の Alertmanager を設定します。
								
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      additionalAlertmanagerConfigs:
      - scheme: https
        pathPrefix: /
        timeout: "30s"
        apiVersion: v1
        bearerToken:
          name: alertmanager-bearer-token
          key: token
        tlsConfig:
          key:
            name: alertmanager-tls
            key: tls.key
          cert:
            name: alertmanager-tls
            key: tls.crt
          ca:
            name: alertmanager-tls
            key: tls.ca
        staticConfigs:
        - external-alertmanager1-remote.com
        - external-alertmanager1-remote2.com




	
							ユーザー定義プロジェクトでルーティングアラート用に追加の Alertmanager インスタンスを設定するには、以下を実行します。
						
	
									openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config config map を編集します。
								
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
									data/config.yaml/ の下に <component>/additionalAlertmanagerConfigs: セクションを追加します。
								
	
									このセクションに別の Alertmanager 設定の詳細情報を追加します。
								
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>:
      additionalAlertmanagerConfigs:
      - <alertmanager_specification>

									<component> には、サポート対象の外部 Alertmanager コンポーネント (prometheus または thanosRuler)2 つの内、いずれかに置き換えます。
								

									<alertmanager_specification> は、追加の Alertmanager インスタンスの認証およびその他の設定の詳細を置き換えます。現時点で、サポートされている認証方法はベアラートークン (bearerToken) およびクライアント TLS(tlsConfig) です。以下の設定マップは、ベアラートークンおよびクライアント TLS 認証を指定した Thanos Ruler を使用して追加の Alertmanager を設定します。
								
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
   thanosRuler:
     additionalAlertmanagerConfigs:
    - scheme: https
      pathPrefix: /
      timeout: "30s"
      apiVersion: v1
      bearerToken:
        name: alertmanager-bearer-token
        key: token
      tlsConfig:
        key:
          name: alertmanager-tls
          key: tls.key
        cert:
          name: alertmanager-tls
          key: tls.crt
        ca:
          name: alertmanager-tls
          key: tls.ca
      staticConfigs:
      - external-alertmanager1-remote.com
      - external-alertmanager1-remote2.com
注記

										user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
									








	
					ファイルを保存して、変更を ConfigMap オブジェクトに適用します。新しいコンポーネントの配置設定が自動的に適用されます。
				


追加ラベルの時系列 (time series) およびアラートへの割り当て




				Prometheus の外部ラベル機能を使用して、Prometheus から送信されるすべての時系列とアラートにカスタムラベルを付けることができます。
			
前提条件
	
						OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントを設定する場合、以下を実行します。
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
							
	
								cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する場合:
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
							
	
								user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					


手順
	
						ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
	
								カスタムラベルを、OpenShift Container Platform のコアプロジェクトをモニターする Prometheus インスタンスから出るすべての時系列およびアラートに割り当てるには、以下を実行します。
							
	
										openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
									
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
										data/config.yaml の下にすべてのメトリックについて追加する必要のあるラベルのマップを定義します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      externalLabels:
        <key>: <value> [image: 1]
	[image: 1] 
	
												<key>: <value> をキーと値のペアのマップに置き換えます。ここで、<key> は新規ラベルの一意の名前で、<value> はその値になります。
											



警告
	
													prometheus または prometheus_replica は予約され、上書きされるため、これらをキー名として使用しないでください。
												
	
													キー名に cluster または managed_cluster を使用しないでください。これらを使用すると、開発者ダッシュボードでデータが表示されなくなる問題が発生する可能性があります。
												




										たとえば、リージョンと環境に関するメタデータをすべての時系列とアラートに追加するには、次の例を使用します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      externalLabels:
        region: eu
        environment: prod




	
								カスタムラベルを、ユーザー定義のプロジェクトをモニターする Prometheus インスタンスから出るすべての時系列およびアラートに割り当てるには、以下を実行します。
							
	
										openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
									
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
										data/config.yaml の下にすべてのメトリックについて追加する必要のあるラベルのマップを定義します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheus:
      externalLabels:
        <key>: <value> [image: 1]
	[image: 1] 
	
												<key>: <value> をキーと値のペアのマップに置き換えます。ここで、<key> は新規ラベルの一意の名前で、<value> はその値になります。
											



警告
	
													prometheus または prometheus_replica は予約され、上書きされるため、これらをキー名として使用しないでください。
												
	
													キー名に cluster または managed_cluster を使用しないでください。これらを使用すると、開発者ダッシュボードでデータが表示されなくなる問題が発生する可能性があります。
												



注記

											openshift-user-workload-monitoring プロジェクトでは、Prometheus はメトリックを処理し、Thanos Ruler はアラートおよび記録ルールを処理します。user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトで prometheus の externalLabels を設定すると、すべてのルールではなく、メトリックの外部ラベルのみが設定されます。
										


										たとえば、リージョンと環境に関するメタデータを、ユーザー定義プロジェクトに関連するすべての時系列とアラートに追加するには、次の例を使用します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheus:
      externalLabels:
        region: eu
        environment: prod







	
						変更を適用するためにファイルを保存します。新しい設定は自動的に適用されます。
					
注記

							user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
						

警告

							変更がモニタリング config map に保存されると、関連するプロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる可能性があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
						




関連情報
	
						モニタリング config map を作成する手順は、モニタリングスタックの設定の準備 を参照してください。
					
	
						ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
					




第4章 モニタリングのための Pod トポロジー分散制約の設定




			Pod トポロジー分散制約を使用して、OpenShift Container Platform Pod が複数のアベイラビリティーゾーンにデプロイされている場合に、Prometheus、Thanos Ruler、および Alertmanager Pod がネットワークトポロジー全体にどのように分散されるかを制御できます。
		

			Pod トポロジーの分散制約は、ノードがリージョンやリージョン内のゾーンなど、さまざまなインフラストラクチャーレベルに分散している階層トポロジー内で Pod のスケジューリングを制御するのに適しています。さらに、さまざまなゾーンで Pod をスケジュールできるため、特定のシナリオでネットワーク遅延を改善できます。
		
関連情報
	
					Pod トポロジー分散制約を使用した Pod 配置の制御
				
	
					Kubernetes Pod Topology Spread Constraints documentation
				


Prometheus の Pod トポロジー分散制約の設定




				コア OpenShift Container Platform プラットフォームのモニタリングでは、Prometheus の Pod トポロジー分散制約を設定して、Pod レプリカがゾーン間でノードにスケジュールされる方法を微調整できます。そうすることで、Prometheus Pod の可用性が高くなり、より効率的に実行されるようになります。これは、ワークロードが異なるデータセンターまたは階層インフラストラクチャーゾーンのノードに分散されるためです。
			

				cluster-monitoring-config config map で、Prometheus の Pod トポロジー分散制約を設定します。
			
前提条件
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
					


手順
	
						openshift-monitoring namespace で cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
						data/config.yaml/prometheusK8s の下に次の設定の値を追加して、Pod トポロジー分散制約を設定します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      topologySpreadConstraints:
      - maxSkew: 1 [image: 1]
        topologyKey: monitoring [image: 2]
        whenUnsatisfiable: DoNotSchedule [image: 3]
        labelSelector:
          matchLabels: [image: 4]
            app.kubernetes.io/name: prometheus
	[image: 1] 
	
								maxSkew の数値を指定します。これは、どの程度まで Pod が不均等に分散されることを許可するか定義します。このフィールドは必須で、値はゼロより大きい必要があります。指定された値は、whenUnsatisfiable に指定した値に応じて異なる効果を持ちます。
							

	[image: 2] 
	
								topologyKey にノードラベルのキーを指定します。このフィールドは必須です。このキーと同じ値のラベルを持つノードは、同じトポロジーにあると見なされます。スケジューラーは、バランスのとれた数の Pod を各ドメインに配置しようとします。
							

	[image: 3] 
	
								whenUnsatisfiable の値を指定します。このフィールドは必須です。利用可能なオプションは DoNotSchedule と ScheduleAnyway です。maxSkew 値で、ターゲットトポロジー内の一致する Pod の数とグローバル最小値との間で許容される最大差を定義する場合は、DoNotSchedule を指定します。スケジューラーが引き続き Pod をスケジュールするが、スキューを減らす可能性のあるノードにより高い優先度を与える場合は、ScheduleAnyway を指定します。
							

	[image: 4] 
	
								matchLabels の値を指定します。この値は、制約の適用対象となる一致する Pod のセットを識別するために使用されます。
							




	
						ファイルを保存して、変更を自動的に適用します。
					
警告

							cluster-monitoring-config config map への変更を保存すると、openshift-monitoring プロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる場合があります。そのプロジェクトで実行中のモニタリングプロセスも再起動する場合があります。
						





Alertmanager の Pod トポロジー分散制約の設定




				コア OpenShift Container Platform プラットフォームのモニタリングでは、Alertmanager の Pod トポロジー分散制約を設定して、Pod レプリカがゾーン間でノードにスケジュールされる方法を微調整できます。そうすることで、Alertmanager Pod の可用性が高くなり、より効率的に実行されるようになります。これは、ワークロードが異なるデータセンターまたは階層インフラストラクチャーゾーンのノードに分散されるためです。
			

				cluster-monitoring-config config map で、Alertmanager の Pod トポロジー分散制約を設定します。
			
前提条件
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
					


手順
	
						openshift-monitoring namespace で cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
						data/config.yaml/alertmanagermain の下に次の設定の値を追加して、Pod トポロジー分散制約を設定します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    alertmanagerMain:
      topologySpreadConstraints:
      - maxSkew: 1 [image: 1]
        topologyKey: monitoring [image: 2]
        whenUnsatisfiable: DoNotSchedule [image: 3]
        labelSelector:
          matchLabels: [image: 4]
            app.kubernetes.io/name: alertmanager
	[image: 1] 
	
								maxSkew の数値を指定します。これは、どの程度まで Pod が不均等に分散されることを許可するか定義します。このフィールドは必須で、値はゼロより大きい必要があります。指定された値は、whenUnsatisfiable に指定した値に応じて異なる効果を持ちます。
							

	[image: 2] 
	
								topologyKey にノードラベルのキーを指定します。このフィールドは必須です。このキーと同じ値のラベルを持つノードは、同じトポロジーにあると見なされます。スケジューラーは、バランスのとれた数の Pod を各ドメインに配置しようとします。
							

	[image: 3] 
	
								whenUnsatisfiable の値を指定します。このフィールドは必須です。利用可能なオプションは DoNotSchedule と ScheduleAnyway です。maxSkew 値で、ターゲットトポロジー内の一致する Pod の数とグローバル最小値との間で許容される最大差を定義する場合は、DoNotSchedule を指定します。スケジューラーが引き続き Pod をスケジュールするが、スキューを減らす可能性のあるノードにより高い優先度を与える場合は、ScheduleAnyway を指定します。
							

	[image: 4] 
	
								matchLabels の値を指定します。この値は、制約の適用対象となる一致する Pod のセットを識別するために使用されます。
							




	
						ファイルを保存して、変更を自動的に適用します。
					
警告

							cluster-monitoring-config config map への変更を保存すると、openshift-monitoring プロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる場合があります。そのプロジェクトで実行中のモニタリングプロセスも再起動する場合があります。
						





Thanos Ruler の Pod トポロジー分散制約の設定




				ユーザー定義のモニタリングの場合、Thanos Ruler の Pod トポロジー分散制約を設定して、Pod レプリカがゾーン間でノードにスケジュールされる方法を微調整できます。そうすることで、Thanos Ruler Pod の可用性が高くなり、より効率的に実行されるようになります。これは、ワークロードが異なるデータセンターまたは階層インフラストラクチャーゾーンのノードに分散されるためです。
			

				user-workload-monitoring-config config map で、Thanos Ruler の Pod トポロジー分散制約を設定します。
			
前提条件
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					
	
						クラスター管理者は、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
					
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
					
	
						user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
					


手順
	
						openshift-user-workload-monitoring namespaceで user-workload-monitoring-config config map を編集します。
					
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
						data/config.yaml/thanosRuler の下に次の設定の値を追加して、Pod トポロジー分散制約を設定します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    thanosRuler:
      topologySpreadConstraints:
      - maxSkew: 1 [image: 1]
        topologyKey: monitoring [image: 2]
        whenUnsatisfiable: ScheduleAnyway [image: 3]
        labelSelector:
          matchLabels: [image: 4]
            app.kubernetes.io/name: thanos-ruler
	[image: 1] 
	
								maxSkew の数値を指定します。これは、どの程度まで Pod が不均等に分散されることを許可するか定義します。このフィールドは必須で、値はゼロより大きい必要があります。指定された値は、whenUnsatisfiable に指定した値に応じて異なる効果を持ちます。
							

	[image: 2] 
	
								topologyKey にノードラベルのキーを指定します。このフィールドは必須です。このキーと同じ値のラベルを持つノードは、同じトポロジーにあると見なされます。スケジューラーは、バランスのとれた数の Pod を各ドメインに配置しようとします。
							

	[image: 3] 
	
								whenUnsatisfiable の値を指定します。このフィールドは必須です。利用可能なオプションは DoNotSchedule と ScheduleAnyway です。maxSkew 値で、ターゲットトポロジー内の一致する Pod の数とグローバル最小値との間で許容される最大差を定義する場合は、DoNotSchedule を指定します。スケジューラーが引き続き Pod をスケジュールするが、スキューを減らす可能性のあるノードにより高い優先度を与える場合は、ScheduleAnyway を指定します。
							

	[image: 4] 
	
								matchLabels の値を指定します。この値は、制約の適用対象となる一致する Pod のセットを識別するために使用されます。
							




	
						ファイルを保存して、変更を自動的に適用します。
					
警告

							変更が user-workload-monitoring-config config map に保存されると、openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの Pod および他のリソースは再デプロイされる可能性があります。そのプロジェクトで実行中のモニタリングプロセスも再起動する場合があります。
						





モニタリングコンポーネントのログレベルの設定




				Alertmanager、Prometheus Operator、Prometheus、Alertmanager および Thanos Querier および Thanos Ruler のログレベルを設定できます。
			

				cluster-monitoring-config および user-workload-monitoring-configConfigMap オブジェクトの該当するコンポーネントには、以下のログレベルを適用することができます。
			
	
						debug:デバッグ、情報、警告、およびエラーメッセージをログに記録します。
					
	
						info:情報、警告およびエラーメッセージをログに記録します。
					
	
						warn:警告およびエラーメッセージのみをログに記録します。
					
	
						error:エラーメッセージのみをログに記録します。
					



				デフォルトのログレベルは info です。
			
前提条件
	
						openshift-monitoring プロジェクトで Alertmanager、Prometheus Operator、Prometheus、または Thanos Querier のログレベルを設定する場合には、以下を実行します。
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
							
	
								cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで Prometheus Operator、Prometheus、または Thanos Ruler のログレベルを設定する場合には、以下を実行します。
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
							
	
								user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					


手順
	
						ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
	
								 openshift-monitoring プロジェクトのコンポーネントのログレベルを設定するには、以下を実行します。
							
	
										openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
									
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
										コンポーネントの logLevel: <log_level> を data/config.yaml の下に追加します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>: [image: 1]
      logLevel: <log_level> [image: 2]
	[image: 1] 
	
												ログレベルを設定するモニタリングスタックコンポーネント。デフォルトのプラットフォームモニタリングの場合、使用可能なコンポーネント値は prometheusK8s、alertmanagerMain、prometheusOperator、および thanosQuerier です。
											

	[image: 2] 
	
												コンポーネントに設定するログレベル。使用可能な値は、error、warn、info、および debug です。デフォルト値は info です。
											







	
								 openshift-user-workload-monitoring プロジェクトのコンポーネントのログレベルを設定するには、以下を実行します。
							
	
										openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
									
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
										コンポーネントの logLevel: <log_level> を data/config.yaml の下に追加します。
									
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    <component>: [image: 1]
      logLevel: <log_level> [image: 2]
	[image: 1] 
	
												ログレベルを設定する監視スタックコンポーネント。ユーザーワークロードの監視の場合、使用可能なコンポーネントの値は、prometheus、prometheusOperator、および thanosRuler です。
											

	[image: 2] 
	
												コンポーネントに設定するログレベル。使用可能な値は、error、warn、info、および debug です。デフォルト値は info です。
											










	
						変更を適用するためにファイルを保存します。ログレベルの変更を適用する際に、コンポーネントの Pod は自動的に再起動します。
					
注記

							user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
						

警告

							変更がモニタリング config map に保存されると、関連するプロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる可能性があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
						


	
						関連するプロジェクトでデプロイメントまたは Pod 設定を確認し、ログレベルが適用されていることを確認します。以下の例では、openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの prometheus-operator デプロイメントでログレベルを確認します。
					
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring get deploy prometheus-operator -o yaml |  grep "log-level"
出力例

							

        - --log-level=debug


						

	
						コンポーネントの Pod が実行中であることを確認します。以下の例は、openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの Pod のステータスをリスト表示します。
					
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring get pods
注記

							認識されない loglevel 値が ConfigMap オブジェクトに含まれる場合は、コンポーネントの Pod が正常に再起動しない可能性があります。
						





Prometheus のクエリーログファイルの有効化




				エンジンによって実行されたすべてのクエリーをログファイルに書き込むように Prometheus を設定できます。これは、デフォルトのプラットフォームモニタリングおよびユーザー定義のワークロードモニタリングに対して行うことができます。
			
重要

					ログローテーションはサポートされていないため、問題のトラブルシューティングが必要な場合にのみ、この機能を一時的に有効にします。トラブルシューティングが終了したら、ConfigMapオブジェクトに加えた変更を元に戻してクエリーログを無効にし、機能を有効にします。
				

前提条件
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					
	
						openshift-monitoring プロジェクトで Prometheus のクエリーログファイル機能を有効にしている場合:
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
							
	
								cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
							



	
						openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで Prometheus のクエリーログファイル機能を有効にしている場合:
					
	
								cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールを持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
							
	
								user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
							





手順
	
						openshift-monitoring プロジェクトで Prometheus のクエリーログファイルを設定するには:
					
	
								openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
							
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
								data/config.yamlの下のprometheusK8sのqueryLogFile: <path> を追加します:
							
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusK8s:
      queryLogFile: <path> [image: 1]
	[image: 1] 
	
										クエリーがログに記録されるファイルへのフルパス。
									




	
								変更を適用するためにファイルを保存します。
							
警告

									monitoring config map への変更を保存すると、関連プロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる場合があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
								


	
								コンポーネントの Pod が実行中であることを確認します。次のコマンドの例は、openshift-monitoringプロジェクトの Pod のステータスを一覧表示します。
							
$ oc -n openshift-monitoring get pods

	
								クエリーログを読みます。
							
$ oc -n openshift-monitoring exec prometheus-k8s-0 -- cat <path>
重要

									ログに記録されたクエリー情報を確認した後、config map の設定を元に戻します。
								





	
						openshift-user-workload-monitoringプロジェクトで Prometheus のクエリーログファイルを設定するには:
					
	
								openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
							
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
								data/config.yaml の下の prometheus の queryLogFile: <path> を追加します:
							
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheus:
      queryLogFile: <path> [image: 1]
	[image: 1] 
	
										クエリーがログに記録されるファイルへのフルパス。
									




	
								変更を適用するためにファイルを保存します。
							
注記

									user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに適用される設定は、クラスター管理者がユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしない限りアクティブにされません。
								

警告

									monitoring config map への変更を保存すると、関連プロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる場合があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
								


	
								コンポーネントの Pod が実行中であることを確認します。以下の例は、openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの Pod のステータスを一覧表示します。
							
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring get pods

	
								クエリーログを読みます。
							
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring exec prometheus-user-workload-0 -- cat <path>
重要

									ログに記録されたクエリー情報を確認した後、config map の設定を元に戻します。
								







関連情報
	
						モニタリング config map を作成する手順は、モニタリングスタックの設定の準備 を参照してください。
					
	
						ユーザー定義のモニタリングを有効にする手順については、Enabling monitoring for user-defined projects を参照してください。
					



Thanos Querier のクエリーロギングの有効化




				openshift-monitoring プロジェクトのデフォルトのプラットフォームモニタリングの場合、Cluster Monitoring Operator を有効にして Thanos Querier によって実行されるすべてのクエリーをログに記録できます。
			
重要

					ログローテーションはサポートされていないため、問題のトラブルシューティングが必要な場合にのみ、この機能を一時的に有効にします。トラブルシューティングが終了したら、ConfigMapオブジェクトに加えた変更を元に戻してクエリーログを無効にし、機能を有効にします。
				

前提条件
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
					


手順

					openshift-monitoring プロジェクトで Thanos Querier のクエリーロギングを有効にすることができます。
				
	
						openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
						以下の例のように thanosQuerier セクションを data/config.yaml に追加し、値を追加します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    thanosQuerier:
      enableRequestLogging: <value> [image: 1]
      logLevel: <value> [image: 2]
	[image: 1] 
	
								ロギングを有効にするには、値を true に設定し、ロギングを無効にするには false を設定します。デフォルト値は false です。
							

	[image: 2] 
	
								この値は debug、info、warn、または error に設定します。logLevel に値が存在しない場合、ログレベルはデフォルトで error に設定されます。
							




	
						変更を適用するためにファイルを保存します。
					
警告

							monitoring config map への変更を保存すると、関連プロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる場合があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
						




検証
	
						Thanos Querier Pod が実行されていることを確認します。次のコマンドの例は、openshift-monitoringプロジェクトの Pod のステータスを一覧表示します。
					
$ oc -n openshift-monitoring get pods

	
						以下のサンプルコマンドをモデルとして使用して、テストクエリーを実行します。
					
$ token=`oc create token prometheus-k8s -n openshift-monitoring`
$ oc -n openshift-monitoring exec -c prometheus prometheus-k8s-0 -- curl -k -H "Authorization: Bearer $token" 'https://thanos-querier.openshift-monitoring.svc:9091/api/v1/query?query=cluster_version'

	
						以下のコマンドを実行してクエリーログを読み取ります。
					
$ oc -n openshift-monitoring logs <thanos_querier_pod_name> -c thanos-query
注記

							thanos-querier Pod は高可用性 (HA) Pod であるため、1 つの Pod でのみログを表示できる可能性があります。
						


	
						ログに記録されたクエリー情報を確認したら、config map で enableRequestLogging の値を false に変更してクエリーロギングを無効にします。
					


関連情報
	
						モニタリング config map を作成する手順は、モニタリングスタックの設定の準備 を参照してください。
					




第5章 Prometheus アダプターの監査ログレベルの設定




			デフォルトのプラットフォームモニタリングでは、Prometheus アダプターの監査ログレベルを設定できます。
		
前提条件
	
					OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
				
	
					cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
				
	
					cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
				


手順

				デフォルトの openshift-monitoring プロジェクトで Prometheus アダプターの監査ログレベルを設定できます。
			
	
					openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
				
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
					k8sPrometheusAdapter/audit セクションに profile: を data/config.yaml の下に追加します。
				
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    k8sPrometheusAdapter:
      audit:
        profile: <audit_log_level> [image: 1]
	[image: 1] 
	
							Prometheus アダプターに適用する監査ログレベル。
						




	
					profile: パラメーターに以下のいずれかの値を使用して、監査ログレベルを設定します。
				
	
							None: イベントをログに記録しません。
						
	
							Metadata: ユーザー、タイムスタンプなど、リクエストのメタデータのみをログに記録します。リクエストテキストと応答テキストはログに記録しないでください。metadata はデフォルトの監査ログレベルです。
						
	
							Request: メタデータと要求テキストのみをログに記録しますが、応答テキストはログに記録しません。このオプションは、リソース以外の要求には適用されません。
						
	
							RequestResponse: イベントのメタデータ、要求テキスト、および応答テキストをログに記録します。このオプションは、リソース以外の要求には適用されません。
						



	
					変更を適用するためにファイルを保存します。変更を適用すると、Prometheus Adapter 用の Pod が自動的に再起動します。
				
警告

						変更がモニタリング config map に保存されると、関連するプロジェクトの Pod およびその他のリソースが再デプロイされる可能性があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
					




検証
	
					config map の k8sPrometheusAdapter/audit/profile で、ログレベルを Request に設定し、ファイルを保存します。
				
	
					Prometheus アダプターの Pod が実行されていることを確認します。以下の例は、openshift-monitoring プロジェクトの Pod のステータスを一覧表示します。
				
$ oc -n openshift-monitoring get pods

	
					監査ログレベルと監査ログファイルのパスが正しく設定されていることを確認します。
				
$ oc -n openshift-monitoring get deploy prometheus-adapter -o yaml
出力例

						

...
  - --audit-policy-file=/etc/audit/request-profile.yaml
  - --audit-log-path=/var/log/adapter/audit.log


					

	
					正しいログレベルが openshift-monitoring プロジェクトの prometheus-adapter デプロイメントに適用されていることを確認します。
				
$ oc -n openshift-monitoring exec deploy/prometheus-adapter -c prometheus-adapter -- cat /etc/audit/request-profile.yaml
出力例

						

"apiVersion": "audit.k8s.io/v1"
"kind": "Policy"
"metadata":
  "name": "Request"
"omitStages":
- "RequestReceived"
"rules":
- "level": "Request"


					
注記

						ConfigMap オブジェクトで Prometheus アダプターに認識されない profile 値を入力すると、Prometheus アダプターには変更が加えられず、Cluster Monitoring Operator によってエラーがログに記録されます。
					


	
					Prometheus アダプターの監査ログを確認します。
				
$ oc -n openshift-monitoring exec -c <prometheus_adapter_pod_name> -- cat /var/log/adapter/audit.log



関連情報
	
					モニタリング config map を作成する手順は、モニタリングスタックの設定の準備 を参照してください。
				


ローカル Alertmanager の無効化




				Prometheus インスタンスからのアラートをルーティングするローカル Alertmanager は、OpenShift ContainerPlatform モニタリングスタックの openshift-monitoring プロジェクトではデフォルトで有効になっています。
			

				ローカル Alertmanager を必要としない場合、openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config config map を指定して無効にできます。
			
前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						cluster-monitoring-configConfigMap を作成している。
					
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					


手順
	
						openshift-monitoring プロジェクトで cluster-monitoring-config ConfigMap を編集します。
					
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
						data/config.yaml の下に、alertmanagerMain コンポーネントの enabled: false を追加します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    alertmanagerMain:
      enabled: false

	
						変更を適用するためにファイルを保存します。Alertmanager インスタンスは、この変更を適用すると自動的に無効にされます。
					


関連情報
	
						Prometheus Alertmanager ドキュメント
					
	
						xref:[アラートの管理]
					



次のステップ



	
						ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
					
	
						リモート正常性レポート を確認し、必要な場合はこれをオプトアウトします。
					




第6章 ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化




			OpenShift Container Platform 4.12 では、デフォルトのプラットフォームのモニタリングに加えて、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にできます。追加のモニタリングソリューションを必要とせずに、Open Shift Container Platform で独自のプロジェクトをモニタリングできます。この機能を使用することで、コアプラットフォームコンポーネントおよびユーザー定義プロジェクトのモニタリングが一元化されます。
		
注記

				Operator Lifecycle Manager (OLM) を使用してインストールされた Prometheus Operator のバージョンは、ユーザー定義のモニタリングと互換性がありません。そのため、OLM Prometheus Operator によって管理される Prometheus カスタムリソース (CR) としてインストールされるカスタム Prometheus インスタンスは OpenShift Container Platform ではサポートされていません。
			

ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化




				クラスター管理者は、クラスターモニタリング ConfigMap オブジェクト に enableUserWorkload: true フィールドを設定し、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にできます。
			
重要

					OpenShift Container Platform 4.12 では、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にする前に、カスタム Prometheus インスタンスを削除する必要があります。
				

注記

					OpenShift Container Platform のユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にするには、cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできる必要があります。これにより、クラスター管理者は任意で、ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する権限をユーザーに付与できます。
				

前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					
	
						cluster-monitoring-configConfigMap オブジェクトを作成している。
					
	
						オプションで user-workload-monitoring-config ConfigMap を openshift-user-workload-monitoring プロジェクトに作成している。ユーザー定義プロジェクトをモニターするコンポーネントの ConfigMap に設定オプションを追加できます。
					
注記

							設定の変更を user-workload-monitoring-config ConfigMap に保存するたびに、openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの Pod が再デプロイされます。これらのコンポーネントが再デプロイするまで時間がかかる場合があります。ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを最初に有効にする前に ConfigMap オブジェクトを作成し、設定することができます。これにより、Pod を頻繁に再デプロイする必要がなくなります。
						




手順
	
						cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
						enableUserWorkload: true を data/config.yaml の下に追加します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    enableUserWorkload: true [image: 1]
	[image: 1] 
	
								true に設定すると、enableUserWorkload パラメーターはクラスター内のユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にします。
							




	
						変更を適用するためにファイルを保存します。ユーザー定義プロジェクトのモニタリングは自動的に有効になります。
					
警告

							変更が cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトに保存されると、openshift-monitoring プロジェクトの Pod および他のリソースは再デプロイされる可能性があります。該当するプロジェクトの実行中のモニタリングプロセスも再起動する可能性があります。
						


	
						prometheus-operator、 prometheus-user-workload および thanos-ruler-user-workload Pod が openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで実行中であることを確認します。Pod が起動するまでに少し時間がかかる場合があります。
					
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring get pod
出力例

							

NAME                                   READY   STATUS        RESTARTS   AGE
prometheus-operator-6f7b748d5b-t7nbg   2/2     Running       0          3h
prometheus-user-workload-0             4/4     Running       1          3h
prometheus-user-workload-1             4/4     Running       1          3h
thanos-ruler-user-workload-0           3/3     Running       0          3h
thanos-ruler-user-workload-1           3/3     Running       0          3h


						



関連情報
	
						ユーザー定義のワークロードモニタリング config map の作成
					
	
						モニタリングスタックの設定
					
	
						ユーザーに対するユーザー定義プロジェクトのモニタリングを設定するための権限の付与
					



ユーザーに対するユーザー定義のプロジェクトをモニターする権限の付与




				クラスター管理者は、すべての OpenShift Container Platform のコアプロジェクトおよびユーザー定義プロジェクトをモニターできます。
			

				クラスター管理者は、開発者およびその他のユーザーに、独自のプロジェクトをモニターする権限を付与できます。特権は、以下のモニタリングロールのいずれかを割り当てることで付与されます。
			
	
						monitoring-rules-view クラスターロールは、プロジェクトの PrometheusRule カスタムリソースへの読み取りアクセスを提供します。
					
	
						monitoring-rules-edit クラスターロールは、プロジェクトの PrometheusRule カスタムリソースを作成、変更、削除する権限をユーザーに付与します。また、ユーザーにアラートをサイレントにする機能も付与します。
					
	
						monitoring-edit クラスターロールは、monitoring-rules-edit クラスターロールと同じ特権を付与します。さらに、ユーザーはサービスまたは Pod の新規の収集 ターゲットを作成できます。このロールを使用すると、ServiceMonitor および PodMonitor リソースを作成し、変更し、削除することもできます。
					



				また、ユーザー定義のプロジェクトをモニターするコンポーネントを設定する権限をユーザーに付与することもできます。
			
	
						openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config-edit ロールにより、user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集できます。このロールを使用して、ConfigMap オブジェクトを編集し、ユーザー定義のワークロードモニタリング用に Prometheus、Prometheus Operator、および Thanos Ruler を設定できます。
					



				また、ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングを設定する権限をユーザーに付与することもできます。
			
	
						alert-routing-edit クラスターロールは、プロジェクトの AlertmanagerConfig カスタムリソースを作成、更新、および削除する権限をユーザーに付与します。
					



				このセクションでは、OpenShift Container Platform Web コンソールまたは CLI を使用してこれらのロールを割り当てる方法について説明します。
			
Web コンソールを使用したユーザー権限の付与




					OpenShift Container Platform Web コンソールを使用して、独自のプロジェクトをモニターする権限をユーザーに付与できます。
				
前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
						
	
							ロールを割り当てるユーザーアカウントがすでに存在している。
						


手順
	
							OpenShift Container Platform Web コンソールの Administrator パースペクティブで、User Management → Role Bindings → Create Binding に移動します。
						
	
							Binding Typeで、Namespace Role Binding タイプを選択します。
						
	
							Name フィールドに、ロールバインディングの名前を入力します。
						
	
							Namespace フィールドで、アクセスを付与するユーザー定義プロジェクトを選択します。
						
重要

								モニタリングロールは、Namespace フィールドで適用するプロジェクトにバインドされます。この手順を使用してユーザーに付与する権限は、選択されたプロジェクトにのみ適用されます。
							


	
							Role Name リストで、monitoring-rules-view、 monitoring-rules-edit、または monitoring-edit を選択します。
						
	
							Subject セクションで、User を選択します。
						
	
							Subject Name フィールドにユーザーの名前を入力します。
						
	
							Create を選択して、ロールバインディングを適用します。
						



CLI を使用したユーザー権限の付与




					OpenShift CLI (oc) を使用して、独自のプロジェクトをモニターする権限をユーザーに付与できます。
				
前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
						
	
							ロールを割り当てるユーザーアカウントがすでに存在している。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							プロジェクトのユーザーにモニタリングロールを割り当てます。
						
$ oc policy add-role-to-user <role> <user> -n <namespace> [image: 1]
	[image: 1] 
	
									<role> を monitoring-rules-view、monitoring-rules-edit、または monitoring-edit に置き換えます。
								



重要

								選択したすべてのロールは、クラスター管理者が特定のプロジェクトにバインドする必要があります。
							


							たとえば、<role> を monitoring-edit に、<user> を johnsmith に、<namespace> を ns1 に置き換えます。これにより、ユーザー johnsmith に、メトリックコレクションをセットアップし、ns1 namespace にアラートルールを作成する権限が割り当てられます。
						





ユーザーに対するユーザー定義プロジェクトのモニタリングを設定するための権限の付与




				クラスター管理者は、user-workload-monitoring-config-edit ロールをユーザーに割り当てることができます。これにより、OpenShift Container Platform のコアモニタリングコンポーネントの設定および管理権限を付与せずに、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを設定および管理する権限が付与されます。
			
前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						ロールを割り当てるユーザーアカウントがすでに存在している。
					
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					


手順
	
						user-workload-monitoring-config-edit ロールを openshift-user-workload-monitoring プロジェクトのユーザーに割り当てます。
					
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring adm policy add-role-to-user \
  user-workload-monitoring-config-edit <user> \
  --role-namespace openshift-user-workload-monitoring

	
						関連するロールバインディングを表示して、ユーザーが user-workload-monitoring-config-edit ロールに正しく割り当てられていることを確認します。
					
$ oc describe rolebinding <role_binding_name> -n openshift-user-workload-monitoring
コマンドの例

							

$ oc describe rolebinding user-workload-monitoring-config-edit -n openshift-user-workload-monitoring


						
出力例

							

Name:         user-workload-monitoring-config-edit
Labels:       <none>
Annotations:  <none>
Role:
  Kind:  Role
  Name:  user-workload-monitoring-config-edit
Subjects:
  Kind  Name  Namespace
  ----  ----  ---------
  User  user1           [image: 1]


						
	[image: 1] 
	
								この例では、user1 が user-workload-monitoring-config-edit ロールに割り当てられています。
							







カスタムアプリケーションについてのクラスター外からのメトリックへのアクセス




				ユーザー定義プロジェクトを使用して独自のサービスを監視する場合は、クラスターの外部から Prometheus メトリクスをクエリーできます。このデータには、thanos-querier ルートを使用してクラスターの外部からアクセスします。
			

				このアクセスは、認証に Bearer Token を使用することのみをサポートします。
			
前提条件
	
						"ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化" の手順に従い、独自のサービスをデプロイしている。
					
	
						Thanos Querier API へのアクセス権限を持つ cluster-monitoring-view クラスターロールでアカウントにログインしている。
					
	
						Thanos Querier API ルートの取得権限を持つアカウントにログインしています。
					
注記

							アカウントに Thanos Querier API ルートの取得権限がない場合、クラスター管理者はルートの URL を提供できます。
						




手順
	
						次のコマンドを実行して、Prometheus に接続するための認証トークンを展開します。
					
$ TOKEN=$(oc whoami -t)

	
						次のコマンドを実行して、thanos-querier API ルート URL を展開します。
					
$ HOST=$(oc -n openshift-monitoring get route thanos-querier -ojsonpath={.spec.host})

	
						次のコマンドを使用して、サービスが実行されている namespace に namespace を設定します。
					
$ NAMESPACE=ns1

	
						次のコマンドを実行して、コマンドラインで独自のサービスのメトリクスに対してクエリーを実行します。
					
$ curl -H "Authorization: Bearer $TOKEN" -k "https://$HOST/api/v1/query?" --data-urlencode "query=up{namespace='$NAMESPACE'}"

						出力には、Prometheus がスクレイピングしている各アプリケーション Pod のステータスが表示されます。
					
出力例

							

{"status":"success","data":{"resultType":"vector","result":[{"metric":{"__name__":"up","endpoint":"web","instance":"10.129.0.46:8080","job":"prometheus-example-app","namespace":"ns1","pod":"prometheus-example-app-68d47c4fb6-jztp2","service":"prometheus-example-app"},"value":[1591881154.748,"1"]}]}}


						



関連情報
	
						ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
					



モニタリングからのユーザー定義のプロジェクトを除く




				ユーザー定義のプロジェクトは、ユーザーワークロード監視から除外できます。これを実行するには、単に openshift.io/user-monitoring ラベルに false を指定して、プロジェクトの namespace に追加します。
			
手順
	
						ラベルをプロジェクト namespace に追加します。
					
$ oc label namespace my-project 'openshift.io/user-monitoring=false'

	
						モニタリングを再度有効にするには、namespace からラベルを削除します。
					
$ oc label namespace my-project 'openshift.io/user-monitoring-'
注記

							プロジェクトにアクティブなモニタリングターゲットがあった場合、ラベルを追加した後、Prometheus がそれらのスクレイピングを停止するまでに数分かかる場合があります。
						





ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの無効化




				ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にした後に、クラスターモニタリング ConfigMap オブジェクトに enableUserWorkload: false を設定してこれを再度無効にできます。
			
注記

					または、enableUserWorkload: true を削除して、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを無効にできます。
				

手順
	
						cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config
	
								data/config.yaml で enableUserWorkload: を false に設定します。
							
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    enableUserWorkload: false




	
						変更を適用するためにファイルを保存します。ユーザー定義プロジェクトのモニタリングは自動的に無効になります。
					
	
						prometheus-operator、 prometheus-user-workload および thanos-ruler-user-workload Pod が openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで終了していることを確認します。これには少し時間がかかる場合があります。
					
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring get pod
出力例

							

No resources found in openshift-user-workload-monitoring project.


						



注記

					openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトは、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングが無効にされている場合は自動的に削除されません。これにより、ConfigMap で作成した可能性のあるカスタム設定を保持されます。
				


次のステップ



	
						メトリクスの管理
					




第7章 ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングの有効化




			OpenShift Container Platform 4.12 では、クラスター管理者はユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングを有効にできます。このプロセスは、以下の 2 つの一般的な手順で設定されています。
		
	
					ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングを有効にして、デフォルトのプラットフォーム Alertmanager インスタンスを使用するか、オプションでユーザー定義のプロジェクトに対してのみ別の Alertmanager インスタンスを使用できます。
				
	
					ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングを設定するための権限をユーザーに付与します。
				



			これらの手順を完了すると、開発者およびその他のユーザーはユーザー定義のプロジェクトのカスタムアラートおよびアラートルーティングを設定できます。
		
ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングについて




				クラスター管理者は、ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングを有効にできます。この機能により、alert-routing-edit ロールを持つユーザーがユーザー定義プロジェクトのアラート通知ルーティングおよびレシーバーを設定できます。これらの通知は、デフォルトの Alertmanager インスタンスで指定されるか、有効にされている場合にユーザー定義のモニタリング専用のオプションの Alertmanager インスタンスによってルーティングされます。
			

				次に、ユーザーはユーザー定義プロジェクトの AlertmanagerConfig オブジェクトを作成または編集して、ユーザー定義のアラートルーティングを作成し、設定できます。
			

				ユーザーがユーザー定義のプロジェクトのアラートルーティングを定義した後に、ユーザー定義のアラート通知は以下のようにルーティングされます。
			
	
						デフォルトのプラットフォーム Alertmanager インスタンスを使用する場合、openshift-monitoring namespace の alertmanager-main Pod に対してこれを実行します。
					
	
						ユーザー定義プロジェクトの Alertmanager の別のインスタンスを有効にしている場合に、openshift-user-workload-monitoring namespace で alertmanager-user-workload Pod を行うには、以下を実行します。
					


注記

					以下は、ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングの制限です。
				
	
							ユーザー定義のアラートルールの場合、ユーザー定義のルーティングはリソースが定義される namespace に対してスコープ指定されます。たとえば、namespace ns1 のルーティング設定は、同じ namespace の PrometheusRules リソースにのみ適用されます。
						
	
							namespace がユーザー定義のモニタリングから除外される場合、namespace の AlertmanagerConfig リソースは、Alertmanager 設定の一部ではなくなります。
						




ユーザー定義のアラートルーティングのプラットフォーム Alertmanager インスタンスの有効化




				ユーザーは、Alertmanager のメインプラットフォームインスタンスを使用するユーザー定義のアラートルーティング設定を作成できます。
			
前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					


手順
	
						cluster-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
$ oc -n openshift-monitoring edit configmap cluster-monitoring-config

	
						alertmanagerMain セクションに enableUserAlertmanagerConfig: true を data/config.yaml の下に追加します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
    alertmanagerMain:
      enableUserAlertmanagerConfig: true [image: 1]
	[image: 1] 
	
								enableUserAlertmanagerConfig 値を true に設定して、ユーザーが Alertmanager のメインプラットフォームインスタンスを使用するユーザー定義のアラートルーティング設定を作成できるようにします。
							




	
						変更を適用するためにファイルを保存します。
					



ユーザー定義のアラートルーティング用の個別の Alertmanager インスタンスの有効化




				クラスターによっては、ユーザー定義のプロジェクト用に専用の Alertmanager インスタンスをデプロイする必要がある場合があります。これは、デフォルトのプラットフォーム Alertmanager インスタンスの負荷を軽減するのに役立ちます。また、デフォルトのプラットフォームアラートとユーザー定義のアラートを分離することができます。このような場合、必要に応じて、Alertmanager の別のインスタンスを有効にして、ユーザー定義のプロジェクトのみにアラートを送信できます。
			
前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						openshift-monitoring namespace の cluster-monitoring-config config map でユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
					
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					


手順
	
						user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
					
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
						data/config.yaml の下にある alertmanager セクションに enabled: true および enableAlertmanagerConfig: true を追加します。
					
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    alertmanager:
      enabled: true [image: 1]
      enableAlertmanagerConfig: true [image: 2]
	[image: 1] 
	
								enabled の値を true に設定して、クラスター内のユーザー定義プロジェクトの Alertmanager の専用インスタンスを有効にします。値を false に設定するか、キーを完全に省略してユーザー定義プロジェクトの Alertmanager を無効にします。この値を false に設定した場合や、キーを省略すると、ユーザー定義のアラートはデフォルトのプラットフォーム Alertmanager インスタンスにルーティングされます。
							

	[image: 2] 
	
								enableAlertmanagerConfig 値を true に設定して、ユーザーが AlertmanagerConfig オブジェクトで独自のアラートルーティング設定を定義できるようにします。
							




	
						変更を適用するためにファイルを保存します。ユーザー定義プロジェクトの Alertmanager の専用インスタンスが自動的に起動します。
					


検証
	
						user-workload Alertmanager インスタンスが起動していることを確認します。
					
# oc -n openshift-user-workload-monitoring get alertmanager
出力例

							

NAME            VERSION   REPLICAS   AGE
user-workload   0.24.0    2          100s


						




ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングを設定するためのユーザーへの権限の付与




				ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングを設定する権限をユーザーに付与できます。
			
前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						ロールを割り当てるユーザーアカウントがすでに存在している。
					
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					
	
						ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
					


手順
	
						ユーザー定義プロジェクトのユーザーに alert-routing-edit クラスターロールを割り当てます。
					
$ oc -n <namespace> adm policy add-role-to-user alert-routing-edit <user> [image: 1]
	[image: 1] 
	
								<namespace>の場合は、ユーザー定義プロジェクトの代わりに namespace を使用します (例: ns1)。<user> の場合は、ロールを割り当てるアカウントの代わりにユーザー名を使用します。
							






関連情報
	
						Enabling monitoring for user defined projects
					
	
						ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングの作成
					



次のステップ



	
						アラートの管理
					




第8章 メトリクスの管理




			メトリックを使用すると、クラスターコンポーネントおよび独自のワークロードのパフォーマンスをモニターできます。
		
メトリクスについて




				OpenShift Container Platform 4.12 では、クラスターコンポーネントはサービスエンドポイントで公開されるメトリクスを収集することによりモニターされます。ユーザー定義プロジェクトのメトリクスのコレクションを設定することもできます。
			

				Prometheus クライアントライブラリーをアプリケーションレベルで使用することで、独自のワークロードに指定するメトリクスを定義できます。
			

				OpenShift Container Platform では、メトリックは /metrics の正規名の下に HTTP サービスエンドポイント経由で公開されます。curl クエリーを http://<endpoint>/metrics に対して実行して、サービスの利用可能なすべてのメトリクスを一覧表示できます。たとえば、prometheus-example-app サンプルサービスへのルートを公開し、以下を実行して利用可能なすべてのメトリクスを表示できます。
			
$ curl http://<example_app_endpoint>/metrics
出力例

					

# HELP http_requests_total Count of all HTTP requests
# TYPE http_requests_total counter
http_requests_total{code="200",method="get"} 4
http_requests_total{code="404",method="get"} 2
# HELP version Version information about this binary
# TYPE version gauge
version{version="v0.1.0"} 1


				
関連情報
	
						Prometheus クライアントライブラリーのドキュメント
					



ユーザー定義プロジェクトのメトリクスコレクションの設定




				ServiceMonitor リソースを作成して、ユーザー定義プロジェクトのサービスエンドポイントからメトリックを収集できます。これは、アプリケーションが Prometheus クライアントライブラリーを使用してメトリックを /metrics の正規の名前に公開していることを前提としています。
			

				このセクションでは、ユーザー定義のプロジェクトでサンプルサービスをデプロイし、次にサービスのモニター方法を定義する ServiceMonitor リソースを作成する方法を説明します。
			
サンプルサービスのデプロイ




					ユーザー定義のプロジェクトでサービスのモニタリングをテストするには、サンプルサービスをデプロイできます。
				
手順
	
							サービス設定の YAML ファイルを作成します。この例では、prometheus-example-app.yaml という名前です。
						
	
							以下のデプロイメントおよびサービス設定の詳細をファイルに追加します。
						
apiVersion: v1
kind: Namespace
metadata:
  name: ns1
---
apiVersion: apps/v1
kind: Deployment
metadata:
  labels:
    app: prometheus-example-app
  name: prometheus-example-app
  namespace: ns1
spec:
  replicas: 1
  selector:
    matchLabels:
      app: prometheus-example-app
  template:
    metadata:
      labels:
        app: prometheus-example-app
    spec:
      containers:
      - image: ghcr.io/rhobs/prometheus-example-app:0.4.2
        imagePullPolicy: IfNotPresent
        name: prometheus-example-app
---
apiVersion: v1
kind: Service
metadata:
  labels:
    app: prometheus-example-app
  name: prometheus-example-app
  namespace: ns1
spec:
  ports:
  - port: 8080
    protocol: TCP
    targetPort: 8080
    name: web
  selector:
    app: prometheus-example-app
  type: ClusterIP

							この設定は、prometheus-example-app という名前のサービスをユーザー定義の ns1 プロジェクトにデプロイします。このサービスは、カスタム version メトリックを公開します。
						

	
							設定をクラスターに適用します。
						
$ oc apply -f prometheus-example-app.yaml

							サービスをデプロイするには多少時間がかかります。
						

	
							Pod が実行中であることを確認できます。
						
$ oc -n ns1 get pod
出力例

								

NAME                                      READY     STATUS    RESTARTS   AGE
prometheus-example-app-7857545cb7-sbgwq   1/1       Running   0          81m


							




サービスのモニター方法の指定




					サービスが公開するメトリクスを使用するには、OpenShift Container モニタリングを、/metrics エンドポイントからメトリクスを収集できるように設定する必要があります。これは、サービスのモニタリング方法を指定する ServiceMonitor カスタムリソース定義、または Pod のモニタリング方法を指定する PodMonitor CRD を使用して実行できます。前者の場合は Service オブジェクトが必要ですが、後者の場合は不要です。これにより、Prometheus は Pod によって公開されるメトリクスエンドポイントからメトリクスを直接収集することができます。
				

					この手順では、ユーザー定義プロジェクトでサービスの ServiceMonitor リソースを作成する方法を説明します。
				
前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールまたは monitoring-edit クラスターロールのあるユーザーとしてクラスターにアクセスできる。
						
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
						
	
							この例では、prometheus-example-app サンプルサービスを ns1 プロジェクトにデプロイしている。
						
注記

								prometheus-example-app サンプルサービスは TLS 認証をサポートしません。
							




手順
	
							ServiceMonitor リソース設定の YAML ファイルを作成します。この例では、ファイルは example-app-service-monitor.yaml という名前です。
						
	
							以下の ServiceMonitor リソース設定の詳細を追加します。
						
apiVersion: monitoring.coreos.com/v1
kind: ServiceMonitor
metadata:
  labels:
    k8s-app: prometheus-example-monitor
  name: prometheus-example-monitor
  namespace: ns1
spec:
  endpoints:
  - interval: 30s
    port: web
    scheme: http
  selector:
    matchLabels:
      app: prometheus-example-app

							これは、prometheus-example-app サンプルサービスによって公開されるメトリクスを収集する ServiceMonitor リソースを定義します。これには version メトリクスが含まれます。
						
注記

								ユーザー定義の namespace の ServiceMonitor リソースは、同じ namespace のサービスのみを検出できます。つまり、ServiceMonitor リソースの namespaceSelector フィールドは常に無視されます。
							


	
							設定をクラスターに適用します。
						
$ oc apply -f example-app-service-monitor.yaml

							ServiceMonitor をデプロイするのに多少時間がかかります。
						

	
							ServiceMonitor リソースが実行中であることを確認できます。
						
$ oc -n ns1 get servicemonitor
出力例

								

NAME                         AGE
prometheus-example-monitor   81m


							



関連情報
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
						
	
							How to scrape metrics using TLS in a ServiceMonitor configuration in a user-defined project
						
	
							PodMonitor API
						
	
							ServiceMonitor API
						




利用可能なメトリクスのリストを表示する




				クラスター管理者またはすべてのプロジェクトの表示権限を持つユーザーとして、クラスターで使用可能なメトリクスのリストを表示し、リストを JSON 形式で出力できます。
			
前提条件
	
						クラスター管理者であるか、cluster-monitoring-view クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできる。
					
	
						OpenShift Container Platform CLI (oc) をインストールしている。
					
	
						Thanos Querier の OpenShift Container Platform API ルートを取得しました。
					
	
						oc whoami -t コマンドを使用してベアラートークンを取得できます。
					
重要

							Thanos Querier API ルートにアクセスするには、ベアラートークン認証のみを使用できます。
						




手順
	
						Thanos Querier の OpenShift Container Platform API ルートを取得していない場合は、以下のコマンドを実行します。
					
$ oc get routes -n openshift-monitoring thanos-querier -o jsonpath='{.status.ingress[0].host}'

	
						次のコマンドを実行して、Thanos Querier API ルートから JSON 形式のメトリクスのリストを取得します。このコマンドは、oc を使用してベアラートークンで認証します。
					
$ curl -k -H "Authorization: Bearer $(oc whoami -t)" https://<thanos_querier_route>/api/v1/metadata [image: 1]
	[image: 1] 
	
								<thanos_querier_route> を Thanos Querier の OpenShift Container Platform API ルートに置き換えます。
							







次のステップ



	
						メトリクスのクエリー
					




第9章 メトリクスのクエリー




			メトリックをクエリーし、クラスターコンポーネントおよび独自のワークロードの実行方法についてのデータを表示できます。
		
メトリックのクエリー




				OpenShift Container Platform モニタリングダッシュボードでは、Prometheus のクエリー言語 (PromQL) クエリーを実行し、プロットに可視化されるメトリックを検査できます。この機能により、クラスターの状態と、モニターしているユーザー定義のワークロードに関する情報が提供されます。
			

				クラスター管理者 は、すべての OpenShift Container Platform のコアプロジェクトおよびユーザー定義プロジェクトのメトリックをクエリーできます。
			

				開発者 として、メトリックのクエリー時にプロジェクト名を指定する必要があります。選択したプロジェクトのメトリックを表示するには、必要な権限が必要です。
			
クラスター管理者としてのすべてのプロジェクトのメトリックのクエリー




					クラスター管理者またはすべてのプロジェクトの表示権限を持つユーザーとして、メトリック UI ですべてのデフォルト OpenShift Container Platform およびユーザー定義プロジェクトのメトリックにアクセスできます。
				
前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールまたはすべてのプロジェクトの表示権限を持つユーザーとしてクラスターにアクセスできる。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							OpenShift Container Platform Web コンソールの Administrator パースペクティブから、Observe → Metrics に移動します。
						
	
							1 つ以上のクエリーを追加するには、次のいずれかのアクションを実行します。
						
	オプション	説明
	 
											カスタムクエリーを作成します。
										

										 	 
											Prometheus Query Language (PromQL) クエリーを Expression フィールドに追加します。
										

										 
											PromQL 式を入力すると、オートコンプリートの提案がリストに表示されます。これらの提案には、関数、メトリック、ラベル、および時間トークンが含まれます。キーボードの矢印を使用して提案された項目のいずれかを選択し、Enter を押して項目を式に追加できます。また、マウスポインターを推奨項目の上に移動して、その項目の簡単な説明を表示することもできます。
										

										 
	 
											複数のクエリーを追加します。
										

										 	 
											Add query をクリックします。
										

										 
	 
											既存のクエリーを複製します。
										

										 	 
											オプションメニューをクリックします 
											[image: kebab]
											 クエリーの横にある Duplicate query を選択します。
										

										 
	 
											クエリーを削除します。
										

										 	 
											オプションメニューをクリックします 
											[image: kebab]
											 クエリーの横にある Delete query を選択します。
										

										 
	 
											クエリーの実行を無効にします。
										

										 	 
											オプションメニューをクリックします 
											[image: kebab]
											 クエリーの横にある Disable query を選択します。
										

										 



	
							作成したクエリーを実行するには、Run queries をクリックします。クエリーからのメトリックはプロットで可視化されます。クエリーが無効な場合は、UI にエラーメッセージが表示されます。
						
注記

								大量のデータで動作するクエリーは、時系列グラフの描画時にタイムアウトするか、ブラウザーをオーバーロードする可能性があります。これを回避するには、Hide graph をクリックし、メトリクステーブルを使用してクエリーを調整します。次に、使用できるクエリーを確認した後に、グラフを描画できるようにプロットを有効にします。
							


	
							オプション: ページ URL には、実行したクエリーが含まれます。このクエリーのセットを再度使用できるようにするには、この URL を保存します。
						


関連情報
	
							PromQL クエリーの作成に関する詳細は、Prometheus クエリーについてのドキュメント を参照してください。
						



開発者が行うユーザー定義プロジェクトのメトリクスのクエリー




					ユーザー定義のプロジェクトのメトリックには、開発者またはプロジェクトの表示権限を持つユーザーとしてアクセスできます。
				

					Developer パースペクティブには、選択したプロジェクトの事前に定義された CPU、メモリー、帯域幅、およびネットワークパケットのクエリーが含まれます。また、プロジェクトの CPU、メモリー、帯域幅、ネットワークパケット、およびアプリケーションメトリックについてカスタム Prometheus Query Language (PromQL) クエリーを実行することもできます。
				
注記

						開発者は Developer パースペクティブのみを使用でき、Administrator パースペクティブは使用できません。開発者は、Web コンソールの Observe -→ Metrics ページで一度に 1 つのプロジェクトのメトリックのみをクエリーできます。
					

前提条件
	
							開発者として、またはメトリクスで表示しているプロジェクトの表示権限を持つユーザーとしてクラスターへのアクセスがある。
						
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
						
	
							ユーザー定義プロジェクトにサービスをデプロイしている。
						
	
							サービスのモニター方法を定義するために、サービスの ServiceMonitor カスタムリソース定義 (CRD) を作成している。
						


手順
	
							OpenShift Container Platform Web コンソールの Developer パースペクティブを選択します。
						
	
							Observe → Metrics の順に選択します。
						
	
							Project: 一覧でメトリックで表示するプロジェクトを選択します。
						
	
							Select query 一覧からクエリーを選択するか、Show PromQL を選択して、選択したクエリーに基づいてカスタム PromQL クエリーを作成します。
						
	
							オプション: Select query リストから Custom query を選択し、新規クエリーを入力します。入力時に、オートコンプリートの提案がドロップダウンリストに表示されます。これらの提案には、関数およびメトリックが含まれます。推奨項目をクリックして選択します。
						
注記

								Developer パースペクティブでは、1 度に 1 つのクエリーのみを実行できます。
							




関連情報
	
							PromQL クエリーの作成に関する詳細は、Prometheus クエリーについてのドキュメント を参照してください。
						



視覚化されたメトリクスの使用




					クエリーの実行後に、メトリックが対話式プロットに表示されます。プロットの X 軸は時間を表し、Y 軸はメトリックの値を表します。各メトリックは、グラフ上の色付きの線で表示されます。プロットを対話的に操作し、メトリックを参照できます。
				
手順

						Administrator パースペクティブで、以下を行います。
					
	
							最初に、有効な全クエリーの全メトリックがプロットに表示されます。表示されるメトリックを選択できます。
						
注記

								デフォルトでは、クエリーテーブルに、すべてのメトリックとその現在の値をリスト表示する拡張ビューが表示されます。˅ を選択すると、クエリーの拡張ビューを最小にすることができます。
							

	
									クエリーからすべてのメトリックを非表示にするには、クエリーの 
									[image: kebab]
									 をクリックし、Hide all series をクリックします。
								
	
									特定のメトリックを非表示にするには、クエリーテーブルに移動し、メトリック名の横にある色の付いた四角をクリックします。
								



	
							プロットをズームアップし、時間範囲を変更するには、以下のいずれかを行います。
						
	
									プロットを水平にクリックし、ドラッグして、時間範囲を視覚的に選択します。
								
	
									左上隅のメニューを使用して、時間範囲を選択します。
								



	
							時間の範囲をリセットするには、Reset Zoom を選択します。
						
	
							特定の時点のすべてのクエリーの出力を表示するには、その時点のプロットにてマウスのカーソルを保持します。クエリーの出力はポップアップに表示されます。
						
	
							プロットを非表示にするには、Hide Graph を選択します。
						



					Developer パースペクティブ:
				
	
							プロットをズームアップし、時間範囲を変更するには、以下のいずれかを行います。
						
	
									プロットを水平にクリックし、ドラッグして、時間範囲を視覚的に選択します。
								
	
									左上隅のメニューを使用して、時間範囲を選択します。
								



	
							時間の範囲をリセットするには、Reset Zoom を選択します。
						
	
							特定の時点のすべてのクエリーの出力を表示するには、その時点のプロットにてマウスのカーソルを保持します。クエリーの出力はポップアップに表示されます。
						


関連情報
	
							PromQL インターフェイスの使用についての詳細は、メトリクスのクエリー を参照してください。
						
	
							管理者としてすべてのプロジェクトのメトリクスにアクセスする方法についての詳細は、管理者としてのすべてのプロジェクトのメトリクスのクエリー を参照してください。
						
	
							開発者または特権のあるユーザーとしてクラスター以外のメトリクスにアクセスする方法は、開発者が行うユーザー定義プロジェクトのメトリクスのクエリー を参照してください。
						




次のステップ



	
						メトリックターゲットの管理
					




第10章 メトリックターゲットの管理




			OpenShift Container Platform Monitoring は、データを公開されたサービスエンドポイントからスクレイピングし、ターゲットクラスターコンポーネントからメトリックを収集します。
		

			OpenShift Container Platform Web コンソールの Administrator パースペクティブでは、Metrics Targets ページを使用して、現在スクレイピングの対象となっているエンドポイントを表示、検索、およびフィルタリングできます。これは、問題の特定とトラブルシューティングに役立ちます。たとえば、ターゲットエンドポイントの現在のステータスを表示して、OpenShift Container Platform Monitoring がターゲットコンポーネントからメトリックをスクレイピングできないのはいつなのかを確認できます。
		

			Metrics Targets ページには、デフォルトの OpenShift Container Platform プロジェクトのターゲットとユーザー定義プロジェクトのターゲットが表示されます。
		
Administrator パースペクティブの Metrics Targets ページへのアクセス




				OpenShift Container Platform Web コンソールの Administrator パースペクティブの Metrics Targets ページを表示できます。
			
前提条件
	
						メトリックターゲットを表示するプロジェクトの管理者としてクラスターにアクセスできる。
					


手順
	
						Administrator パースペクティブで、Observe → Targets を選択します。Metrics Targets ページが開き、メトリクス用にスクレイピングされているすべてのサービスエンドポイントターゲットのリストが表示されます。
					



メトリクスターゲットの検索およびフィルタリング




				メトリックターゲットのリストは長くなる可能性があります。さまざまな条件に基づいて、これらのターゲットをフィルタリングして検索できます。
			

				Administrator パースペクティブでは、Metrics Targets ページには、デフォルトの OpenShift Container Platform およびユーザー定義プロジェクトのターゲットに関する詳細が提供されます。このページには、ターゲットごとに以下の情報がリスト表示されます。
			
	
						スクレイピングされるサービスエンドポイント URL
					
	
						モニター対象の ServiceMonitor コンポーネント
					
	
						ターゲットのアップまたはダウンステータス
					
	
						namespace
					
	
						最後のスクレイプ時間
					
	
						最後のスクレイピングの継続期間
					



				ターゲットの一覧をステータスおよびソース別にフィルタリングできます。以下のフィルタリングオプションが利用できます。
			
	
						ステータス フィルター:
					
	
								Up.ターゲットは現在 up で、メトリックに対してアクティブにスクレイピングされています。
							
	
								Down.ターゲットは現在 down しており、メトリック用にスクレイピングされていません。
							



	
						Source フィルター:
					
	
								Platformプラットフォームレベルのターゲットは、デフォルトの OpenShift Container Platform プロジェクトにのみ関連します。これらのプロジェクトは OpenShift Container Platform のコア機能を提供します。
							
	
								Userユーザーターゲットは、ユーザー定義プロジェクトに関連します。これらのプロジェクトはユーザーが作成したもので、カスタマイズすることができます。
							






				検索ボックスを使用して、ターゲット名またはラベルでターゲットを見つけることもできます。検索ボックスメニューから Text または Label を選択して、検索を制限します。
			

ターゲットに関する詳細情報の取得




				Target details ページで、メトリクスターゲットに関する詳細情報を表示できます。
			
前提条件
	
						メトリックターゲットを表示するプロジェクトの管理者としてクラスターにアクセスできる。
					


手順

					Administrator パースペクティブのターゲットに関する詳細情報を表示するには、以下を実行します。
				
	
						OpenShift Container Platform Web コンソールを開き、Observe → Targets に移動します。
					
	
						オプション: Filter リストでフィルターを選択して、ステータスとソースでターゲットをフィルターします。
					
	
						オプション: 検索ボックスの横にある Text または Label フィールドを使用して、名前またはラベルでターゲットを検索します。
					
	
						オプション: 1 つ以上の Endpoint、Status、Namespace、Last Scrape、および Scrape Duration 列ヘッダーをクリックして、ターゲットを並べ替えます。
					
	
						ターゲットの Endpoint 列の URL をクリックし、Target details ページに移動します。このページには、以下を含むターゲットに関する情報が含まれます。
					
	
								メトリックのためにスクレイピングされているエンドポイント URL
							
	
								現在のターゲットのステータス (Up または Down)
							
	
								namespace へのリンク
							
	
								ServiceMonitor の詳細へのリンク
							
	
								ターゲットに割り当てられたラベル
							
	
								ターゲットがメトリック用にスクレイピングされた直近の時間
							






次のステップ



	
						アラートの管理
					




第11章 アラートの管理




			OpenShift Container Platform 4.12 では、アラート UI を使用してアラート、サイレンス、およびアラートルールを管理できます。
		
	
					アラートルールアラートルールには、クラスター内の特定の状態を示す一連の条件が含まれます。アラートは、これらの条件が true の場合にトリガーされます。アラートルールには、アラートのルーティング方法を定義する重大度を割り当てることができます。
				
	
					アラート。アラートは、アラートルールで定義された条件が true の場合に発生します。アラートは、一連の状況が OpenShift Container Platform クラスター内で明確であることを示す通知を提供します。
				
	
					サイレンス。サイレンスをアラートに適用し、アラートの条件が true の場合に通知が送信されることを防ぐことができます。初期通知後はアラートをミュートにして、根本的な問題の解決に取り組むことができます。
				


注記

				アラート UI で利用可能なアラート、サイレンス、およびアラートルールは、アクセス可能なプロジェクトに関連付けられます。たとえば、cluster-admin 権限でログインしている場合は、すべてのアラート、サイレンス、およびアラートルールにアクセスできます。
			

				管理者以外のユーザーは、次のユーザーロールが割り当てられていれば、アラートを作成して無効にできます。
			
	
						Alertmanager へのアクセスを許可する cluster-monitoring-view クラスターロール。
					
	
						monitoring-alertmanager-edit ロール。これにより、Web コンソールの Administrator パースペクティブでアラートを作成して無効にできます。
					
	
						monitoring-rules-edit クラスターロール。これにより、Web コンソールの Developer パースペクティブでアラートを作成して無効にできます。
					



Administrator および Developer パースペクティブでのアラート UI へのアクセス




				アラート UI は、OpenShift Container Platform Web コンソールの Administrator および Developer パースペクティブからアクセスできます。
			
	
						Administrator パースペクティブで、Observe → Alerting に移動します。このパースペクティブのアラート UI には主要なページが 3 つあり、それが Alerts ページ、Silences ページ、Alerting rules ページです。
					


	
						Developer パースペクティブで、Observe → <project_name> → Alerts に移動します。このパースペクティブのアラートでは、サイレンスおよびアラートルールはすべて Alerts ページで管理されます。Alerts ページに表示される結果は、選択されたプロジェクトに固有のものです。
					


注記

					Developer パースペクティブでは、コア OpenShift Container Platform と、Project: <project_name> リスト内のアクセス可能なユーザー定義プロジェクトから選択できます。ただし、cluster-admin 権限がない場合、OpenShift Container Platform のコアプロジェクトに関連するアラート、サイレンス、およびアラートルールは表示されません。
				


アラート、サイレンスおよびアラートルールの検索およびフィルター




				アラート UI に表示されるアラート、サイレンス、およびアラートルールをフィルターできます。このセクションでは、利用可能なフィルターオプションのそれぞれについて説明します。
			
アラートフィルターについて

				Administrator パースペクティブでは、アラート UI の Alerts ページに、デフォルトの OpenShift Container Platform プロジェクトおよびユーザー定義プロジェクトに関連するアラートの詳細が提供されます。このページには、各アラートの重大度、状態、およびソースの概要が含まれます。アラートが現在の状態に切り替わった時間も表示されます。
			

				アラートの状態、重大度、およびソースでフィルターできます。デフォルトでは、Firing の Platform アラートのみが表示されます。以下では、それぞれのアラートフィルターオプションについて説明します。
			
	
						State フィルター:
					
	
								Firing。アラート条件が true で、オプションの for の期間を経過しているためにアラートが実行されます。条件が true である間、アラートの発生が続きます。
							
	
								Pending。アラートはアクティブですが、アラート実行前のアラートルールに指定される期間待機します。
							
	
								Silenced。アラートは定義された期間についてサイレンスにされるようになりました。定義するラベルセレクターのセットに基づいてアラートを一時的にミュートします。リストされたすべての値または正規表現に一致するアラートの土は送信されません。
							



	
						Severity フィルター:
					
	
								Critical。アラートをトリガーした状態は重大な影響を与える可能性があります。このアラートには、実行時に早急な対応が必要となり、通常は個人または緊急対策チーム (Critical Response Team) に送信先が設定されます。
							
	
								Warning。アラートは、問題の発生を防ぐために注意が必要になる可能性のある問題についての警告通知を提供します。通常、警告は早急な対応を要さないレビュー用にチケットシステムにルート指定されます。
							
	
								Info。アラートは情報提供のみを目的として提供されます。
							
	
								None。アラートには重大度が定義されていません。
							
	
								また、ユーザー定義プロジェクトに関連するアラートの重大度の定義を作成することもできます。
							



	
						Source フィルター:
					
	
								Platform。プラットフォームレベルのアラートは、デフォルトの OpenShift Container Platform プロジェクトにのみ関連します。これらのプロジェクトは OpenShift Container Platform のコア機能を提供します。
							
	
								User。ユーザーアラートはユーザー定義のプロジェクトに関連します。これらのアラートはユーザーによって作成され、カスタマイズ可能です。ユーザー定義のワークロードモニタリングはインストール後に有効にでき、独自のワークロードへの可観測性を提供します。
							





サイレンスフィルターについて

				Administrator パースペクティブでは、アラート UI の Silences ページには、デフォルトの OpenShift Container Platform およびユーザー定義プロジェクトのアラートに適用されるサイレンスについての詳細が示されます。このページには、それぞれのサイレンスの状態の概要とサイレンスが終了する時間の概要が含まれます。
			

				サイレンス状態でフィルターを実行できます。デフォルトでは、Active および Pending のサイレンスのみが表示されます。以下は、それぞれのサイレンス状態のフィルターオプションについて説明しています。
			
	
						State フィルター:
					
	
								Active。サイレンスはアクティブで、アラートはサイレンスが期限切れになるまでミュートされます。
							
	
								Pending。サイレンスがスケジュールされており、アクティブな状態ではありません。
							
	
								Expiredアラートの条件が true の場合は、サイレンスが期限切れになり、通知が送信されます。
							





アラートルールフィルターについて

				Administrator パースペクティブでは、アラート UI の Alerting rules ページに、デフォルトの OpenShift Container Platform およびユーザー定義プロジェクトに関連するアラートルールの詳細が示されます。このページには、各アラートルールの状態、重大度およびソースの概要が含まれます。
			

				アラート状態、重大度、およびソースを使用してアラートルールをフィルターできます。デフォルトでは、プラットフォームのアラートルールのみが表示されます。以下では、それぞれのアラートルールのフィルターオプションを説明します。
			
	
						Alert state フィルター:
					
	
								Firing。アラート条件が true で、オプションの for の期間を経過しているためにアラートが実行されます。条件が true である間、アラートの発生が続きます。
							
	
								Pending。アラートはアクティブですが、アラート実行前のアラートルールに指定される期間待機します。
							
	
								Silenced。アラートは定義された期間についてサイレンスにされるようになりました。定義するラベルセレクターのセットに基づいてアラートを一時的にミュートします。リストされたすべての値または正規表現に一致するアラートの土は送信されません。
							
	
								Not Firingアラートは実行されません。
							



	
						Severity フィルター:
					
	
								Critical。アラートルールで定義される状態は重大な影響を与える可能性があります。true の場合は、この状態に早急な対応が必要です。通常、ルールに関連するアラートは個別または緊急対策チーム (Critical Response Team) に送信先が設定されます。
							
	
								Warning。アラートルールで定義される状態は、問題の発生を防ぐために注意を要する場合があります。通常、ルールに関連するアラートは早急な対応を要さないレビュー用にチケットシステムにルート指定されます。
							
	
								Info。アラートルールは情報アラートのみを提供します。
							
	
								None。アラートルールには重大度が定義されていません。
							
	
								ユーザー定義プロジェクトに関連するアラートルールのカスタム重大度定義を作成することもできます。
							



	
						Source フィルター:
					
	
								Platform。プラットフォームレベルのアラートルールは、デフォルトの OpenShift Container Platform プロジェクトにのみ関連します。これらのプロジェクトは OpenShift Container Platform のコア機能を提供します。
							
	
								User。ユーザー定義のワークロードアラートルールは、ユーザー定義プロジェクトに関連します。これらのアラートルールはユーザーによって作成され、カスタマイズ可能です。ユーザー定義のワークロードモニタリングはインストール後に有効にでき、独自のワークロードへの可観測性を提供します。
							





Developer パースペクティブでのアラート、サイレンスおよびアラートルールの検索およびフィルター

				Developer パースペクティブ では、アラート UI の Alerts ページに、選択したプロジェクトに関連するアラートとサイレンスを組み合わせたビューが提供されています。規定するアラートルールへのリンクが表示されるアラートごとに提供されます。
			

				このビューでは、アラートの状態と重大度でフィルターを実行できます。デフォルトで、プロジェクトへのアクセス権限がある場合は、選択されたプロジェクトのすべてのアラートが表示されます。これらのフィルターは Administrator パースペクティブについて記載されているフィルターと同じです。
			

アラート、サイレンスおよびアラートルールについての情報の取得




				アラート UI は、アラートおよびそれらを規定するアラートルールおよびサイレンスについての詳細情報を提供します。
			
前提条件
	
						開発者、またはアラートを表示するプロジェクトの表示権限を持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
					


手順

					Administrator パースペクティブでアラートの情報を取得するには、以下を実行します。
				
	
						OpenShift Container Platform Web コンソールを開き、Observe → Alerting → Alerts ページに移動します。
					
	
						オプション: 検索リストで Name フィールドを使用し、アラートを名前で検索します。
					
	
						オプション: Filter リストでフィルターを選択し、アラートを状態、重大度およびソースでフィルターします。
					
	
						オプション: 1 つ以上の Name、Severity、State、および Source 列ヘッダーをクリックし、アラートを並べ替えます。
					
	
						アラートの名前をクリックして、Alert details ページを表示します。このページには、アラートの時系列データを示すグラフが含まれます。アラートに関する次の情報も提供されます。
					
	
								アラートの説明
							
	
								アラートに関連付けられたメッセージ
							
	
								アラートに割り当てられるラベル
							
	
								アラートを規定するアラートルールへのリンク
							
	
								アラートが存在する場合のアラートのサイレンス
							






				Administrator パースペクティブでサイレンスの情報を取得するには、以下を実行します。
			
	
						Observe → Alerting → Silences ページに移動します。
					
	
						オプション: Search by name フィールドを使用し、サイレンスを名前でフィルターします。
					
	
						オプション: Filter リストでフィルターを選択し、サイレンスをフィルターします。デフォルトでは、Active および Pending フィルターが適用されます。
					
	
						オプション: Name、Firing alerts、State、Creator 列のヘッダーを 1 つ以上クリックして、サイレンスを並べ替えます。
					
	
						サイレンスの名前を選択すると、その Silence details ページが表示されます。このページには、以下の詳細が含まれます。
					
	
								アラート仕様
							
	
								開始時間
							
	
								終了時間
							
	
								サイレンス状態
							
	
								発生するアラートの数およびリスト
							






				Administrator パースペクティブでアラートルールの情報を取得するには、以下を実行します。
			
	
						Observe → Alerting → Alerting rules ページに移動します。
					
	
						オプション: Filter 一覧でフィルターを選択し、アラートルールを状態、重大度およびソースでフィルターします。
					
	
						オプション: Name、Severity、Alert State、Source 列のヘッダーを 1 つ以上クリックし、アラートルールを並べ替えます。
					
	
						アラートルールの名前を選択して、その Alerting rule details ページを表示します。このページには、アラートルールに関する以下の情報が含まれます。
					
	
								アラートルール名、重大度、説明
							
	
								アラートを発動する条件を定義する式
							
	
								条件が true で持続してアラートが発生するまでの期間
							
	
								アラートルールで管理される各アラートのグラフ。アラートがh集うする値が表示されます。
							
	
								アラートルールで管理されるすべてのアラートを示す表。
							






				Developer パースペクティブでアラート、サイレンス、およびアラートルールの情報を取得するには、以下を実行します。
			
	
						Observe → <project_name> → Alerts ページに移動します。
					
	
						アラート、サイレンス、またはアラートルールの詳細を表示します。
					
	
								Alert details を表示するには、アラート名の横にある大なり記号 (>) をクリックし、リストからアラートを選択します。
							
	
								Silence details を表示するには、Alert details ページの Silenced by セクションでサイレンスを選択します。Silence details ページには、以下の情報が含まれます。
							
	
										アラート仕様
									
	
										開始時間
									
	
										終了時間
									
	
										サイレンス状態
									
	
										発生するアラートの数およびリスト
									



	
								Alerting rule details を表示するには、Alerts ページのアラートの横にある 
								[image: kebab]
								 メニューをクリックし、次に View Alerting Rule をクリックします。
							





注記

					選択したプロジェクトに関連するアラート、サイレンスおよびアラートルールのみが Developer パースペクティブに表示されます。
				

関連情報
	
						特定の OpenShift Container Platform モニタリングアラートをトリガーする問題を診断および解決するには Cluster Monitoring Operator runbook を参照してください。
					



サイレンスの管理




				アラートの発生時にアラートに関する通知の受信を停止するためにサイレンスを作成できます。根本的な問題を解決する際に、初回の通知後にアラートをサイレンスにすることが役に立つ場合があります。
			

				サイレンスの作成時に、サイレンスをすぐにアクティブにするか、後にアクティブにするかを指定する必要があります。また、サイレンスの有効期限を設定する必要もあります。
			

				既存のサイレンスを表示し、編集し、期限切れにすることができます。
			
アラートをサイレンスにする




					特定のアラート、または定義する仕様に一致するアラートのいずれかをサイレンスにすることができます。
				
前提条件
	
							クラスター管理者で、cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできる。
						
	
							非管理者ユーザーで、次のユーザーロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできる。
						
	
									Alertmanager へのアクセスを許可する cluster-monitoring-view クラスターロール。
								
	
									monitoring-alertmanager-edit ロール。これにより、Web コンソールの Administrator パースペクティブでアラートを作成して無効にできます。
								
	
									monitoring-rules-edit クラスターロール。これにより、Web コンソールの Developer パースペクティブでアラートを作成して無効にできます。
								





手順

						特定のアラートをサイレンスにするには、以下を実行します。
					
	
							Administrator パースペクティブで、以下を行います。
						
	
									OpenShift Container Platform Web コンソールの Observe → Alerting → Alerts ページに移動します。
								
	
									サイレンスにする必要のあるアラートについて、右側の列で 
									[image: kebab]
									 を選択し、Silence Alert を選択します。Silence Alert フォームは、選択したアラートの事前に設定された仕様と共に表示されます。
								
	
									オプション: サイレンスを変更します。
								
	
									サイレンスを作成する前にコメントを追加する必要があります。
								
	
									サイレンスを作成するには、Silence を選択します。
								



	
							Developer パースペクティブ:
						
	
									OpenShift Container Platform Web コンソールの Observe → <project_name> → Alerts ページに移動します。
								
	
									アラート名の左側にある記号(>)を選択して、アラートの詳細を展開します。拡張されたビューでアラートの名前を選択し、アラートの Alert Details ページを開きます。
								
	
									Silence Alert を選択します。Silence Alert フォームが、選択したアラートの事前に設定された仕様と共に表示されます。
								
	
									オプション: サイレンスを変更します。
								
	
									サイレンスを作成する前にコメントを追加する必要があります。
								
	
									サイレンスを作成するには、Silence を選択します。
								






					Administrator パースペクティブにアラート仕様を作成してアラートのセットをサイレンスにするには、以下を実行します。
				
	
							OpenShift Container Platform Web コンソールの Observe → Alerting → Silences ページに移動します。
						
	
							Create Silence を選択します。
						
	
							Create Silence フォームで、アラートのスケジュール、期間、およびラベルの詳細を設定します。また、サイレンスのコメントを追加する必要もあります。
						
	
							直前の手順で入力したラベルセクターに一致するアラートのサイレンスを作成するには、Silence を選択します。
						



サイレンスの編集




					サイレンスは編集することができます。 これにより、既存のサイレンスが期限切れとなり、変更された設定で新規のサイレンスが作成されます。
				
手順

						Administrator パースペクティブでサイレンスを編集するには、以下を実行します。
					
	
							Observe → Alerting → Silences ページに移動します。
						
	
							変更するサイレンスに対して、最後の列の 
							[image: kebab]
							 を選択し、Edit silence を選択します。
						

							または、サイレンスに対して Silence Details ページで Actions → Edit Silence を選択できます。
						

	
							Edit Silence ページで変更を入力し、Silence を選択します。これにより、既存のサイレンスが期限切れとなり、選択された設定でサイレンスが作成されます。
						



					Developer パースペクティブでサイレンスを編集するには、以下を実行します。
				
	
							Observe → <project_name> → Alerts ページに移動します。
						
	
							アラート名の左側にある > を選択して、アラートの詳細を展開します。拡張されたビューでアラートの名前を選択し、アラートの Alert Details ページを開きます。
						
	
							そのページの Silenced By セクションでサイレンスの名前を選択し、サイレンスの Silence Details ページに移動します。
						
	
							Silence Details ページに移動するサイレンスの名前を選択します。
						
	
							サイレンスについて、Silence Details ページで Actions → Edit Silence を選択します。
						
	
							Edit Silence ページで変更を入力し、Silence を選択します。これにより、既存のサイレンスが期限切れとなり、選択された設定でサイレンスが作成されます。
						



有効期限切れにするサイレンス




					サイレンスを有効期限切れにすることができます。サイレンスはいったん期限切れになると、永久に無効になります。
				
注記

						期限切れで沈黙したアラートは削除できません。120 時間を超えて期限切れになったサイレンスはガベージコレクションされます。
					

手順

						Administrator パースペクティブでサイレンスを期限切れにするには、以下を実行します。
					
	
							Observe → Alerting → Silences ページに移動します。
						
	
							変更するサイレンスについて、最後の列の 
							[image: kebab]
							 を選択し、Expire silence を選択します。
						

							または、サイレンスの Silence Details ページで Actions → Expire Silence を選択できます。
						




					Developer パースペクティブでサイレンスを期限切れにするには、以下を実行します。
				
	
							Observe → <project_name> → Alerts ページに移動します。
						
	
							アラート名の左側にある > を選択して、アラートの詳細を展開します。拡張されたビューでアラートの名前を選択し、アラートの Alert Details ページを開きます。
						
	
							そのページの Silenced By セクションでサイレンスの名前を選択し、サイレンスの Silence Details ページに移動します。
						
	
							Silence Details ページに移動するサイレンスの名前を選択します。
						
	
							サイレンスの Silence Details ページで Actions → Expire Silence を選択します。
						




ユーザー定義プロジェクトのアラートルールの管理




				OpenShift Container Platform モニタリングには、デフォルトのアラートルールのセットが同梱されます。クラスター管理者は、デフォルトのアラートルールを表示できます。
			

				OpenShift Container Platform 4.12 では、ユーザー定義プロジェクトでアラートルールを作成、表示、編集、および削除することができます。
			
アラートルールについての考慮事項
	
						デフォルトのアラートルールは OpenShift Container Platform クラスター用に使用され、それ以外の目的では使用されません。
					
	
						一部のアラートルールには、複数の意図的に同じ名前が含まれます。それらは同じイベントについてのアラートを送信しますが、それぞれ異なるしきい値、重大度およびそれらの両方が設定されます。
					
	
						抑制 (inhibition) ルールは、高い重大度のアラートが実行される際に実行される低い重大度のアラートの通知を防ぎます。
					


ユーザー定義プロジェクトのアラートの最適化




					アラートルールの作成時に以下の推奨事項を考慮して、独自のプロジェクトのアラートを最適化できます。
				
	
							プロジェクト用に作成するアラートルールの数を最小限にします。影響を与える状況を通知するアラートルールを作成します。影響を与えない条件に対して多数のアラートを生成すると、関連するアラートに気づくのがさらに困難になります。
						
	
							原因ではなく現象についてのアラートルールを作成します。根本的な原因に関係なく、状態を通知するアラートルールを作成します。次に、原因を調査できます。アラートルールのそれぞれが特定の原因にのみ関連する場合に、さらに多くのアラートルールが必要になります。そのため、いくつかの原因は見落される可能性があります。
						
	
							アラートルールを作成する前にプランニングを行います。重要な現象と、その発生時に実行するアクションを決定します。次に、現象別にアラートルールをビルドします。
						
	
							クリアなアラートメッセージングを提供します。アラートメッセージに現象および推奨されるアクションを記載します。
						
	
							アラートルールに重大度レベルを含めます。アラートの重大度は、報告される現象が生じた場合に取るべき対応によって異なります。たとえば、現象に個人または緊急対策チーム (Critical Response Team) による早急な対応が必要な場合は、重大アラートをトリガーする必要があります。
						


関連情報
	
							アラートの最適化に関する追加のガイドラインについては、Prometheus アラートのドキュメント を参照してください。
						
	
							OpenShift Container Platform 4.15 モニタリングアーキテクチャーの詳細は、モニタリングの概要 を参照してください。
						



ユーザー定義プロジェクトのアラートルールの作成




					ユーザー定義プロジェクトのアラートルールを作成する場合は、新しいルールを定義する際に次の主要な動作と重要な制限事項を考慮してください。
				
	
							ユーザー定義のアラートルールには、コアプラットフォームのモニタリングからのデフォルトメトリクスに加えて、独自のプロジェクトが公開したメトリクスを含めることができます。別のユーザー定義プロジェクトのメトリクスを含めることはできません。
						

							たとえば、ns1 ユーザー定義プロジェクトのアラートルールでは、CPU やメモリーメトリクスなどのコアプラットフォームメトリクスに加えて、ns1 プロジェクトが公開したメトリクスも使用できます。ただし、ルールには、別の ns2 ユーザー定義プロジェクトからのメトリクスを含めることはできません。
						

	
							レイテンシーを短縮し、コアプラットフォームモニタリングコンポーネントの負荷を最小限に抑えるために、ルールに openshift.io/prometheus-rule-evaluation-scope: leaf-prometheus ラベルを追加できます。このラベルは、openshift-user-workload-monitoring プロジェクトにデプロイされた Prometheus インスタンスのみにアラートルールの評価を強制し、Thanos Ruler インスタンスによる評価を防ぎます。
						
重要

								アラートルールにこのラベルが付いている場合、そのアラートルールはユーザー定義プロジェクトが公開するメトリクスのみを使用できます。デフォルトのプラットフォームメトリクスに基づいて作成したアラートルールでは、アラートがトリガーされない場合があります。
							





ユーザー定義プロジェクトのアラートルールの作成




					ユーザー定義のプロジェクトに対してアラートルールを作成できます。これらのアラートルールは、選択したメトリクスの値に基づいてアラートをトリガーします。
				
前提条件
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
						
	
							アラートルールを作成する必要のある namespace の monitoring-rules-edit クラスターロールを持つユーザーとしてログインしている。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							アラートルールの YAML ファイルを作成します。この例では、example-app-alerting-rule.yaml という名前です。
						
	
							アラートルール設定を YAML ファイルに追加します。以下に例を示します。
						
注記

								アラートルールの作成時に、同じ名前のルールが別のプロジェクトにある場合に、プロジェクトのラベルがこのアラートルールに対して適用されます。
							

apiVersion: monitoring.coreos.com/v1
kind: PrometheusRule
metadata:
  name: example-alert
  namespace: ns1
spec:
  groups:
  - name: example
    rules:
    - alert: VersionAlert
      expr: version{job="prometheus-example-app"} == 0

							この設定により、example-alert という名前のアラートルールが作成されます。アラートルールは、サンプルサービスによって公開される version メトリックが 0 になるとアラートを実行します。
						

	
							設定ファイルをクラスターに適用します。
						
$ oc apply -f example-app-alerting-rule.yaml



	
							OpenShift Container Platform 4.15 モニタリングアーキテクチャーの詳細は、モニタリングの概要 を参照してください。
						



ユーザー定義プロジェクトのアラートルールへのアクセス




					ユーザー定義プロジェクトのアラートルールを一覧表示するには、プロジェクトの monitoring-rules-view クラスターロールが割り当てられている必要があります。
				
前提条件
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
						
	
							プロジェクトの monitoring-rules-view クラスターロールを持つユーザーとしてログインしている。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							<project> でアラートルールをリスト表示できます。
						
$ oc -n <project> get prometheusrule

	
							アラートルールの設定をリスト表示するには、以下を実行します。
						
$ oc -n <project> get prometheusrule <rule> -o yaml




単一ビューでのすべてのプロジェクトのアラートルールのリスト表示




					クラスター管理者は、OpenShift Container Platform のコアプロジェクトおよびユーザー定義プロジェクトのアラートルールを単一ビューでリスト表示できます。
				
前提条件
	
							cluster-admin ロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできる。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							Administrator パースペクティブで、Observe → Alerting → Alerting Rules に移動します。
						
	
							Filter ドロップダウンメニューで、Platform および User ソースを選択します。
						
注記

								Platform ソースはデフォルトで選択されます。
							





ユーザー定義プロジェクトのアラートルールの削除




					ユーザー定義プロジェクトのアラートルールを削除できます。
				
前提条件
	
							ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
						
	
							アラートルールを作成する必要のある namespace の monitoring-rules-edit クラスターロールを持つユーザーとしてログインしている。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							<namespace> のルール <foo> を削除するには、以下を実行します。
						
$ oc -n <namespace> delete prometheusrule <foo>



関連情報
	
							Alertmanager ドキュメント を参照してください。
						




コアプラットフォームモニタリングのアラートルールの管理



重要

					コアプラットフォームモニタリングのアラートルールの作成と変更は、テクノロジープレビュー機能のみです。テクノロジープレビュー機能は、Red Hat 製品のサービスレベルアグリーメント (SLA) の対象外であり、機能的に完全ではないことがあります。Red Hat は、実稼働環境でこれらを使用することを推奨していません。テクノロジープレビュー機能は、最新の製品機能をいち早く提供して、開発段階で機能のテストを行いフィードバックを提供していただくことを目的としています。
				

					Red Hat のテクノロジープレビュー機能のサポート範囲に関する詳細は、テクノロジープレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。
				


				OpenShift Container Platform 4.12 モニタリングには、プラットフォームメトリクスのデフォルトのアラートルールのセットが同梱されます。クラスター管理者は、このルールセットを 2 つの方法でカスタマイズできます。
			
	
						しきい値を調整するか、ラベルを追加および変更して、既存のプラットフォームのアラートルールの設定を変更します。たとえば、アラートの severity ラベルを warning から critical に変更すると、アラートのフラグが付いた問題のルーティングおよびトリアージに役立ちます。
					
	
						openshift-monitoring namaespace のコアプラットフォームメトリックに基づいてクエリー式を作成することにより、新しいカスタムアラートルールを定義して追加します。
					


コアプラットフォームのアラートルールについての考慮事項
	
						新規のアラートルールはデフォルトの OpenShift Container Platform モニタリングメトリクスをベースとする必要があります。
					
	
						アラートルールのみを追加および変更できます。新しい記録ルールを作成したり、既存の記録ルールを変更したりすることはできません。
					
	
						AlertRelabelConfig オブジェクトを使用して既存のプラットフォームのアラートルールを変更する場合、変更は Prometheus アラート API に反映されません。そのため、削除されたアラートは Alertmanager に転送されていなくても OpenShift Container Platform Web コンソールに表示されます。さらに、重大度 ラベルの変更など、アラートへの変更は Web コンソールには表示されません。
					


コアプラットフォームのアラートルールの変更




					クラスター管理者は、Alertmanager がコアプラットフォームアラートをレシーバーにルーティングする前に変更できます。たとえば、アラートの重大度のラベルを変更したり、カスタムラベルを追加したり、アラートの送信から Alertmanager に送信されないようにしたりできます。
				
前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						
	
							テクノロジープレビュー機能を有効にし、クラスター内のすべてのノードが準備状態にある。
						


手順
	
							openshift-monitoring namespace に example-modified-alerting-rule.yaml という名前の新規 YAML 設定ファイルを作成します。
						
	
							AlertRelabelConfig リソースを YAML ファイルに追加します。以下の例では、デフォルトのプラットフォーム watchdog アラートルールの severity 設定を critical に変更します。
						
apiVersion: monitoring.openshift.io/v1alpha1
kind: AlertRelabelConfig
metadata:
  name: watchdog
  namespace: openshift-monitoring
spec:
  configs:
  - sourceLabels: [alertname,severity] [image: 1]
    regex: "Watchdog;none" [image: 2]
    targetLabel: severity [image: 3]
    replacement: critical [image: 4]
    action: Replace [image: 5]
	[image: 1] 
	
									変更する値のソースラベル。
								

	[image: 2] 
	
									sourceLabels の値が一致する正規表現。
								

	[image: 3] 
	
									変更する値のターゲットラベル。
								

	[image: 4] 
	
									ターゲットラベルを置き換える新しい値。
								

	[image: 5] 
	
									正規表現の一致に基づいて古い値を置き換える再ラベルアクション。デフォルトのアクションは Replace です。その他に使用可能な値は、Keep、Drop 、HshMod、LabelMap、LabelDrop、および LabelKeep です。
								




	
							設定ファイルをクラスターに適用します。
						
$ oc apply -f example-modified-alerting-rule.yaml




新規アラートルールの作成




					クラスター管理者は、プラットフォームメトリックに基づいて新規のアラートルールを作成できます。これらのアラートルールは、選択したメトリックの値に基づいてアラートをトリガーします。
				
注記

						既存のプラットフォームアラートルールに基づいてカスタマイズされた AlertingRule リソースを作成する場合は、元のアラートをサイレントに設定して、競合するアラートを受信しないようにします。
					

前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできる。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						
	
							テクノロジープレビュー機能を有効にし、クラスター内のすべてのノードが準備状態にある。
						


手順
	
							openshift-monitoring namespace に example-alerting-rule.yaml という名前の新規 YAML 設定ファイルを作成します。
						
	
							AlertingRule リソースを YAML ファイルに追加します。以下の例では、デフォルトの watchdog アラートと同様に example という名前の新規アラートルールを作成します。
						
apiVersion: monitoring.openshift.io/v1alpha1
kind: AlertingRule
metadata:
  name: example
  namespace: openshift-monitoring
spec:
  groups:
  - name: example-rules
    rules:
    - alert: ExampleAlert [image: 1]
      expr: vector(1) [image: 2]
	[image: 1] 
	
									作成する必要のあるアラートルールの名前。
								

	[image: 2] 
	
									新規ルールを定義する PromQL クエリー式。
								




	
							設定ファイルをクラスターに適用します。
						
$ oc apply -f example-alerting-rule.yaml



関連情報
	
							OpenShift Container Platform 4.15 モニタリングアーキテクチャーの詳細は、モニタリングの概要 を参照してください。
						
	
							アラートルールの詳細は、Alertmanager ドキュメント を参照してください。
						
	
							再ラベル付けの動作に関する詳細は、Prometheus の再ラベル付けに関するドキュメント を参照してください。
						
	
							アラートの最適化に関する追加のガイドラインは、Prometheus アラートのドキュメント を参照してください。
						




外部システムへの通知の送信




				OpenShift Container Platform 4.12 では、実行するアラートをアラート UI で表示できます。アラートは、デフォルトでは通知システムに送信されるように設定されません。以下のレシーバータイプにアラートを送信するように OpenShift Container Platform を設定できます。
			
	
						PagerDuty
					
	
						Webhook
					
	
						Email
					
	
						Slack
					



				レシーバーへのアラートのルートを指定することにより、障害が発生する際に適切なチームに通知をタイムリーに送信できます。たとえば、重大なアラートには早急な対応が必要となり、通常は個人または緊急対策チーム (Critical Response Team) に送信先が設定されます。重大ではない警告通知を提供するアラートは、早急な対応を要さないレビュー用にチケットシステムにルート指定される可能性があります。
			
Watchdog アラートの使用によるアラートが機能することの確認

					OpenShift Container Platform モニタリングには、継続的に実行される Watchdog アラートが含まれます。Alertmanager は、Watchdog のアラート通知を設定された通知プロバイダーに繰り返し送信します。通常、プロバイダーは Watchdog アラートの受信を停止する際に管理者に通知するように設定されます。このメカニズムは、Alertmanager と通知プロバイダー間の通信に関連する問題を迅速に特定するのに役立ちます。
				
アラートレシーバーの設定




					アラートレシーバーを設定して、クラスターについての重要な問題について把握できるようにします。
				
前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
						


手順
	
							Administrator パースペクティブで、Administration → Cluster Settings → Configuration → Alertmanager に移動します。
						
注記

								または、通知ドロワーから同じページに移動することもできます。OpenShift Container Platform Web コンソールの右上にあるベルのアイコンを選択し、AlertmanagerReceiverNotConfigured アラートで Configure を選択します。
							


	
							ページの Receivers セクションで、Create Receiver をクリックします。
						
	
							Create Receiver フォームで、Receiver name を追加し、リストから Receiver type を選択します。
						
	
							レシーバー設定を編集します。
						
	
									PagerDuty receiver の場合:
								
	
											統合のタイプを選択し、PagerDuty 統合キーを追加します。
										
	
											PagerDuty インストールの URL を追加します。
										
	
											クライアントおよびインシデントの詳細または重大度の指定を編集する場合は、Show advanced configuration をクリックします。
										



	
									Webhook receiver の場合:
								
	
											HTTP POST リクエストを送信するエンドポイントを追加します。
										
	
											デフォルトオプションを編集して解決したアラートを receiver に送信する場合は、Show advanced configuration をクリックします。
										



	
									メール receiver の場合:
								
	
											通知を送信するメールアドレスを追加します。
										
	
											SMTP 設定の詳細を追加します。これには、通知の送信先のアドレス、メールの送信に使用する smarthost およびポート番号、SMTP サーバーのホスト名、および認証情報を含む詳細情報が含まれます。
										
	
											TLS が必要かどうかを選択します。
										
	
											解決済みのアラートが receiver に送信されないようにデフォルトオプションを編集する、またはメール通知設定のボディーを編集する必要がある場合は、Show advanced configuration をクリックします。
										



	
									Slack receiver の場合:
								
	
											Slack Webhook の URL を追加します。
										
	
											通知を送信する Slack チャネルまたはユーザー名を追加します。
										
	
											デフォルトオプションを編集して解決済みのアラートが receiver に送信されないようにしたり、アイコンおよびユーザー設定を編集する必要がある場合は、Show advanced configuration を選択します。チャネル名とユーザー名を検索し、これらをリンクするかどうかについて選択することもできます。
										






	
							デフォルトでは、すべてのセレクターに一致するラベルを持つ Firing アラートが receiver に送信されます。receiver に送信する前に、Firing アラートのラベル値を完全に一致させる場合は、次の手順を実行します。
						
	
									フォームの Routing Labels セクションに、ルーティングラベルの名前と値を追加します。
								
	
									正規表現を使用する場合は Regular Expression を選択します。
								
	
									Add Label を選択して、さらにルーティングラベルを追加します。
								



	
							Create をクリックしてレシーバーを作成します。
						



ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングの作成




					alert-routing-edit クラスターロールが付与されている管理者以外のユーザーの場合は、ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングを作成または編集できます。
				
前提条件
	
							クラスター管理者は、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にしている。
						
	
							クラスター管理者が、ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングを有効にしている。
						
	
							アラートルーティングを作成する必要のあるプロジェクトの alert-routing-edit クラスターロールを持つユーザーとしてログインしている。
						
	
							OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
						


手順
	
							アラートルーティングの YAML ファイルを作成します。この手順の例では、example-app-alert-routing.yaml という名前のファイルを使用します。
						
	
							AlertmanagerConfig YAML 定義をファイルに追加します。以下に例を示します。
						
apiVersion: monitoring.coreos.com/v1beta1
kind: AlertmanagerConfig
metadata:
  name: example-routing
  namespace: ns1
spec:
  route:
    receiver: default
    groupBy: [job]
  receivers:
  - name: default
    webhookConfigs:
    - url: https://example.org/post
注記

								ユーザー定義のアラートルールの場合、ユーザー定義のルーティングはリソースが定義される namespace に対してスコープ指定されます。たとえば、namespace ns1 の AlertmanagerConfig オブジェクトで定義されるルーティング設定は、同じ namespace の PrometheusRules リソースにのみ適用されます。
							


	
							ファイルを保存します。
						
	
							リソースをクラスターに適用します。
						
$ oc apply -f example-app-alert-routing.yaml

							この設定は Alertmanager Pod に自動的に適用されます。
						





カスタム Alertmanager 設定の適用




				Alertmanager のプラットフォームインスタンスの openshift-monitoring namespace で alertmanager-main シークレットを編集して、デフォルトの Alertmanager 設定を上書きできます。
			
前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					


手順

					CLI で Alertmanager 設定を変更するには、以下を実行します。
				
	
						現在アクティブな Alertmanager 設定をファイル alertmanager.yaml に出力します。
					
$ oc -n openshift-monitoring get secret alertmanager-main --template='{{ index .data "alertmanager.yaml" }}' | base64 --decode > alertmanager.yaml

	
						alertmanager.yaml で設定を編集します。
					
global:
  resolve_timeout: 5m
route:
  group_wait: 30s [image: 1]
  group_interval: 5m [image: 2]
  repeat_interval: 12h [image: 3]
  receiver: default
  routes:
  - matchers:
    - "alertname=Watchdog"
    repeat_interval: 2m
    receiver: watchdog
  - matchers:
    - "service=<your_service>" [image: 4]
    routes:
    - matchers:
      - <your_matching_rules> [image: 5]
      receiver: <receiver> [image: 6]
receivers:
- name: default
- name: watchdog
- name: <receiver>
#  <receiver_configuration>
	[image: 1] 
	
								group_wait 値は、Alertmanager がアラートグループの初期通知を送信するまで待機する時間を指定します。この値は、Alertmanager が通知を送信する前に、同じグループの初期アラートを収集するまで待機する時間を制御します。
							

	[image: 2] 
	
								group_interval 値は、最初の通知がすでに送信されているアラートグループに追加された新しいアラートに関する通知を Alertmanager が送信するまでの時間を指定します。
							

	[image: 3] 
	
								repeat_interval の値は、アラート通知が繰り返される前に経過する必要のある最小時間を指定します。各グループの間隔で通知を繰り返す場合は、repeat_interval の値を group_interval の値よりも小さく設定します。ただし、たとえば特定の Alertmanager Pod が再起動または再スケジュールされた場合などは、繰り返し通知が遅延する可能性があります。
							

	[image: 4] 
	
								service の値は、アラートを発行するサービスを指定します。
							

	[image: 5] 
	
								<your_matching_rules> 値は、ターゲットアラートを指定します。
							

	[image: 6] 
	
								receiver 値は、アラートに使用するレシーバーを指定します。
							



注記

							matchers キー名を使用して、ノードの照合でアラートが満たす必要のあるマッチャーを指定します。match または match_re キー名は使用しないでください。どちらも非推奨であり、今後のリリースで削除される予定です。
						

							さらに、禁止ルールを定義する場合は、target_matchers キー名を使用してターゲットマッチャーを示し、source_matchers キー 名を使用してソースマッチャーを示します。target_match、target_match_re、source_match、または source_match_re キー名は使用しないでください。これらは非推奨であり、今後のリリースで削除される予定です。
						


						以下の Alertmanager 設定例は、PagerDuty をアラートレシーバーとして設定します。
					
global:
  resolve_timeout: 5m
route:
  group_wait: 30s
  group_interval: 5m
  repeat_interval: 12h
  receiver: default
  routes:
  - matchers:
    - "alertname=Watchdog"
    repeat_interval: 2m
    receiver: watchdog
  - matchers:
    - "service=example-app"
    routes:
    - matchers:
      - "severity=critical"
      receiver: team-frontend-page*
receivers:
- name: default
- name: watchdog
- name: team-frontend-page
  pagerduty_configs:
  - service_key: "_your-key_"

						この設定では、example-app サービスで実行される重大度が critical のアラートは、team-frontend-page receiver を使用して送信されます。通常、これらのタイプのアラートは、個別または緊急対策チーム (Critical Response Team) に送信先が設定されます。
					

	
						新規設定をファイルで適用します。
					
$ oc -n openshift-monitoring create secret generic alertmanager-main --from-file=alertmanager.yaml --dry-run=client -o=yaml |  oc -n openshift-monitoring replace secret --filename=-




				OpenShift Container Platform Web コンソールから Alertmanager 設定を変更するには、以下を実行します。
			
	
						Web コンソールの Administration → Cluster Settings → Configuration → Alertmanager → YAML ページに移動します。
					
	
						YAML 設定ファイルを変更します。
					
	
						Save をクリックします。
					



ユーザー定義のアラートルーティングの Alertmanager へのカスタム設定の適用




				ユーザー定義のアラートルーティング専用の Alertmanager の別のインスタンスを有効にしている場合は、openshift-user-workload-monitoring namespace で alertmanager-user-workload シークレットを編集して Alertmanager のこのインスタンスの設定を上書きできます。
			
前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					


手順
	
						現在アクティブな Alertmanager 設定をファイル alertmanager.yaml に出力します。
					
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring get secret alertmanager-user-workload --template='{{ index .data "alertmanager.yaml" }}' | base64 --decode > alertmanager.yaml

	
						alertmanager.yaml で設定を編集します。
					
route:
  receiver: Default
  group_by:
  - name: Default
  routes:
  - matchers:
    - "service = prometheus-example-monitor" [image: 1]
    receiver: <receiver> [image: 2]
receivers:
- name: Default
- name: <receiver>
#  <receiver_configuration>
	[image: 1] 
	
								ルートに一致するアラートを指定します。この例では、service="prometheus-example-monitor" ラベルの付いたすべてのアラートを示しています。
							

	[image: 2] 
	
								アラートグループに使用するレシーバーを指定します。
							




	
						新規設定をファイルで適用します。
					
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring create secret generic alertmanager-user-workload --from-file=alertmanager.yaml --dry-run=client -o=yaml |  oc -n openshift-user-workload-monitoring replace secret --filename=-



関連情報
	
						PagerDuty についての詳細は、PagerDuty の公式サイト を参照してください。
					
	
						service_key を取得する方法は、PagerDuty Prometheus Integration Guide を参照してください。
					
	
						各種のアラートレシーバー経由でアラートを設定する方法については、Alertmanager configuration を参照してください。
					
	
						ユーザー定義のアラートルーティング用に Alertmanager の専用インスタンスを有効にする方法は、ユーザー定義プロジェクトのアラートルーティングの有効化 を参照してください。
					



次のステップ



	
						モニタリングダッシュボードの確認
					




第12章 モニタリングダッシュボードの確認




			OpenShift Container Platform 4.12 は、クラスターコンポーネントおよびユーザー定義のワークロードの状態を理解するのに役立つ包括的なモニタリングダッシュボードのセットを提供します。
		

			Administrator パースペクティブを使用して、以下を含む OpenShift Container Platform のコアコンポーネントのダッシュボードにアクセスします。
		
	
					API パフォーマンス
				
	
					etcd
				
	
					Kubernetes コンピュートリソース
				
	
					Kubernetes ネットワークリソース
				
	
					Prometheus
				
	
					クラスターおよびノードのパフォーマンスに関連する USE メソッドダッシュボード
				


図12.1 Administrator パースペクティブのダッシュボードの例
[image: ダッシュボード管理者のモニタリング]



			Developer パースペクティブを使用して、選択されたプロジェクトの以下のアプリケーションメトリックを提供する Kubernetes コンピュートリソースダッシュボードにアクセスします。
		
	
					CPU usage (CPU の使用率)
				
	
					メモリー使用量
				
	
					帯域幅に関する情報
				
	
					パケットレート情報
				


図12.2 Developer パースペクティブのダッシュボードの例
[image: ダッシュボード開発者のモニタリング]


注記

				Developer パースペクティブでは、1 度に 1 つのプロジェクトのみのダッシュボードを表示できます。
			

クラスター管理者としてのモニタリングダッシュボードの確認




				Administrator パースペクティブでは、OpenShift Container Platform クラスターのコアコンポーネントに関連するダッシュボードを表示できます。
			
前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					


手順
	
						OpenShift Container Platform Web コンソールの Administrator パースペクティブで、Observe → Dashboards に移動します。
					
	
						Dashboard 一覧でダッシュボードを選択します。etcd や Prometheus ダッシュボードなどの一部のダッシュボードは、選択時に追加のサブメニューを生成します。
					
	
						必要に応じて、Time Range 一覧でグラフの時間範囲を選択します。
					
	
								事前定義済みの期間を選択します。
							
	
								時間範囲 リストで カスタムの時間範囲 を選択して、カスタムの時間範囲を設定します。
							
	
										From および To の日付と時間を入力または選択します。
									
	
										Save をクリックして、カスタムの時間範囲を保存します。
									






	
						オプション: Refresh Interval を選択します。
					
	
						特定の項目についての詳細情報を表示するには、ダッシュボードの各グラフにカーソルを合わせます。
					



開発者としてのモニタリングダッシュボードの確認




				Developer パースペクティブを使用して、選択したプロジェクトの Kubernetes コンピュートリソースダッシュボードを表示します。
			
前提条件
	
						開発者またはユーザーとしてクラスターにアクセスできる。
					
	
						ダッシュボードを表示するプロジェクトの表示権限がある。
					


手順
	
						OpenShift Container Platform Web コンソールの Developer パースペクティブで、Observe → Dashboard に移動します。
					
	
						Project: ドロップダウンリストからプロジェクトを選択します。
					
	
						Dashboard ドロップダウンリストからダッシュボードを選択し、フィルターされたメトリックを表示します。
					
注記

							すべてのダッシュボードは、Kubernetes / Compute Resources / Namespace(Pod) を除く、選択時に追加のサブメニューを生成します。
						


	
						必要に応じて、Time Range 一覧でグラフの時間範囲を選択します。
					
	
								事前定義済みの期間を選択します。
							
	
								時間範囲 リストで カスタムの時間範囲 を選択して、カスタムの時間範囲を設定します。
							
	
										From および To の日付と時間を入力または選択します。
									
	
										Save をクリックして、カスタムの時間範囲を保存します。
									






	
						オプション: Refresh Interval を選択します。
					
	
						特定の項目についての詳細情報を表示するには、ダッシュボードの各グラフにカーソルを合わせます。
					


関連情報
	
						Developer パースペクティブを使用したプロジェクトおよびアプリケーションメトリクスのモニタリング
					



次のステップ



	
						CLI を使用した API のモニタリング
					




第13章 NVIDIA GPU 管理ダッシュボード



概要




				OpenShift Console NVIDIA GPU プラグインは、OpenShift Container Platform (OCP) コンソールで NVIDIA GPU の使用状況を視覚化するための専用の管理ダッシュボードです。管理ダッシュボードのビジュアライゼーションは、GPU の使用率が低い場合や高い場合などに、クラスター内の GPU リソースを最適化する方法に関するガイダンスを提供します。
			

				OpenShift Console NVIDIA GPU プラグインは、OCP コンソールのリモートバンドルとして機能します。プラグインを実行するには、OCP コンソールが稼働している必要があります。
			

NVIDIA GPU 管理ダッシュボードのインストール




				OpenShift Container Platform (OCP) コンソールで Helm を使用して NVIDIA GPU プラグインをインストールし、GPU 機能を追加します。
			

				OpenShift Console NVIDIA GPU プラグインは、OCP コンソールのリモートバンドルとして機能します。OpenShift Console NVIDIA GPU プラグインを実行するには、OCP コンソールのインスタンスが稼働している必要があります。
			
前提条件
	
						Red Hat OpenShift 4.11+
					
	
						NVIDIA GPU operator
					
	
						Helm
					


手順

					以下の手順を使用して、OpenShift Console NVIDIA GPU プラグインをインストールします。
				
	
						Helm リポジトリーを追加します。
					
$ helm repo add rh-ecosystem-edge https://rh-ecosystem-edge.github.io/console-plugin-nvidia-gpu
$ helm repo update

	
						デフォルトの NVIDIA GPU Operator namespace に Helm チャートをインストールします。
					
$ helm install -n nvidia-gpu-operator console-plugin-nvidia-gpu rh-ecosystem-edge/console-plugin-nvidia-gpu
出力例

							

NAME: console-plugin-nvidia-gpu
LAST DEPLOYED: Tue Aug 23 15:37:35 2022
NAMESPACE: nvidia-gpu-operator
STATUS: deployed
REVISION: 1
NOTES:
View the Console Plugin NVIDIA GPU deployed resources by running the following command:

$ oc -n {{ .Release.Namespace }} get all -l app.kubernetes.io/name=console-plugin-nvidia-gpu

Enable the plugin by running the following command:

# Check if a plugins field is specified
$ oc get consoles.operator.openshift.io cluster --output=jsonpath="{.spec.plugins}"

# if not, then run the following command to enable the plugin
$ oc patch consoles.operator.openshift.io cluster --patch '{ "spec": { "plugins": ["console-plugin-nvidia-gpu"] } }' --type=merge

# if yes, then run the following command to enable the plugin
$ oc patch consoles.operator.openshift.io cluster --patch '[{"op": "add", "path": "/spec/plugins/-", "value": "console-plugin-nvidia-gpu" }]' --type=json

# add the required DCGM Exporter metrics ConfigMap to the existing NVIDIA operator ClusterPolicy CR:
oc patch clusterpolicies.nvidia.com gpu-cluster-policy --patch '{ "spec": { "dcgmExporter": { "config": { "name": "console-plugin-nvidia-gpu" } } } }' --type=merge


						

						ダッシュボードは、主に NVIDIA DCGM Exporter によって公開された Prometheus メトリックに依存していますが、デフォルトの公開されたメトリックは、ダッシュボードが必要なゲージをレンダリングするには不十分です。したがって、DGCM エクスポーターは、以下に示すように、カスタムのメトリクスセットを公開するように設定されます。
					
apiVersion: v1
data:
  dcgm-metrics.csv: |
    DCGM_FI_PROF_GR_ENGINE_ACTIVE, gauge, gpu utilization.
    DCGM_FI_DEV_MEM_COPY_UTIL, gauge, mem utilization.
    DCGM_FI_DEV_ENC_UTIL, gauge, enc utilization.
    DCGM_FI_DEV_DEC_UTIL, gauge, dec utilization.
    DCGM_FI_DEV_POWER_USAGE, gauge, power usage.
    DCGM_FI_DEV_POWER_MGMT_LIMIT_MAX, gauge, power mgmt limit.
    DCGM_FI_DEV_GPU_TEMP, gauge, gpu temp.
    DCGM_FI_DEV_SM_CLOCK, gauge, sm clock.
    DCGM_FI_DEV_MAX_SM_CLOCK, gauge, max sm clock.
    DCGM_FI_DEV_MEM_CLOCK, gauge, mem clock.
    DCGM_FI_DEV_MAX_MEM_CLOCK, gauge, max mem clock.
kind: ConfigMap
metadata:
  annotations:
    meta.helm.sh/release-name: console-plugin-nvidia-gpu
    meta.helm.sh/release-namespace: nvidia-gpu-operator
  creationTimestamp: "2022-10-26T19:46:41Z"
  labels:
    app.kubernetes.io/component: console-plugin-nvidia-gpu
    app.kubernetes.io/instance: console-plugin-nvidia-gpu
    app.kubernetes.io/managed-by: Helm
    app.kubernetes.io/name: console-plugin-nvidia-gpu
    app.kubernetes.io/part-of: console-plugin-nvidia-gpu
    app.kubernetes.io/version: latest
    helm.sh/chart: console-plugin-nvidia-gpu-0.2.3
  name: console-plugin-nvidia-gpu
  namespace: nvidia-gpu-operator
  resourceVersion: "19096623"
  uid: 96cdf700-dd27-437b-897d-5cbb1c255068

						ConfigMap をインストールし、NVIDIA Operator ClusterPolicy CR を編集して、その ConfigMap を DCGM エクスポーター設定に追加します。ConfigMap のインストールは、新しいバージョンの Console Plugin NVIDIA GPU Helm Chart で実行されますが、ClusterPolicy CR の編集はユーザーが行います。
					

	
						デプロイされたリソースを表示します。
					
$ oc -n nvidia-gpu-operator get all -l app.kubernetes.io/name=console-plugin-nvidia-gpu
出力例

							

NAME                                             READY   STATUS    RESTARTS   AGE
pod/console-plugin-nvidia-gpu-7dc9cfb5df-ztksx   1/1     Running   0          2m6s

NAME                                TYPE        CLUSTER-IP       EXTERNAL-IP   PORT(S)    AGE
service/console-plugin-nvidia-gpu   ClusterIP   172.30.240.138   <none>        9443/TCP   2m6s

NAME                                        READY   UP-TO-DATE   AVAILABLE   AGE
deployment.apps/console-plugin-nvidia-gpu   1/1     1            1           2m6s

NAME                                                   DESIRED   CURRENT   READY   AGE
replicaset.apps/console-plugin-nvidia-gpu-7dc9cfb5df   1         1         1       2m6s


						




NVIDIA GPU 管理ダッシュボードの使用




				OpenShift Console NVIDIA GPU プラグインをデプロイしたら、ログイン認証情報を使用して OpenShift Container Platform Web コンソールにログインし、Administrator パースペクティブにアクセスします。
			

				変更を表示するには、コンソールを更新して、Compute の GPU タブを確認する必要があります。
			
クラスター GPU の概要の表示




					Home セクションで Overview を選択すると、Overview ページでクラスター GPU のステータスを表示できます。
				

					Overview ページには、以下を含むクラスター GPU に関する情報が含まれます。
				
	
							GPU プロバイダーの詳細
						
	
							GPU のステータス
						
	
							GPU のクラスター使用率
						



GPU ダッシュボードの表示




					OpenShift コンソールの Compute セクションで GPU を選択すると、NVIDIA GPU 管理ダッシュボードを表示できます。
				

					GPU ダッシュボードのチャートには以下が含まれます。
				
	
							GPU 使用率: グラフィックエンジンがアクティブである時間の比率を示し、DCGM_FI_PROF_GR_ENGINE_ACTIVE メトリックに基づいています。
						
	
							メモリー使用率: GPU によって使用されているメモリーを示し、DCGM_FI_DEV_MEM_COPY_UTIL メトリックに基づいています。
						
	
							エンコーダーの使用率: ビデオエンコーダーの使用率を示し、DCGM_FI_DEV_ENC_UTIL メトリックに基づいています。
						
	
							デコーダーの使用率: エンコーダーの使用率: ビデオデコーダーの使用率を示し、DCGM_FI_DEV_DEC_UTIL メトリックに基づいています。
						
	
							消費電力: GPU の平均電力使用量をワットで示し、DCGM_FI_DEV_POWER_USAGE メトリックに基づいています。
						
	
							GPU 温度: 現在の GPU 温度を示し、DCGM_FI_DEV_GPU_TEMP メトリックに基づいています。実際の数はメトリックを介して公開されないため、最大値は 110 に設定されています。これは経験的な数です。
						
	
							GPU クロック速度: GPU が使用する平均クロック速度を表示し、DCGM_FI_DEV_SM_CLOCK メトリクスに基づいています。
						
	
							メモリークロックスピード: メモリーで使用される平均クロック速度示し、DCGM_FI_DEV_MEM_CLOCK メトリックに基づいています。
						



GPU メトリクスの表示




					GPU のメトリックを表示するには、各 GPU の下部にあるメトリクスを選択して Metrics ページを表示します。
				

					Metrics ページで、以下を実行できます。
				
	
							メトリクスの更新レートの指定
						
	
							クエリーの追加、実行、無効化、および削除
						
	
							メトリクスの挿入
						
	
							ズームビューのリセット
						





第14章 CLI を使用した API のモニタリング




			OpenShift Container Platform 4.15 では、コマンドラインインターフェイス (CLI) から一部のサードパーティー製モニタリングコンポーネントの Web サービス API にアクセスできます。
		
重要

				特定の状況では、特にエンドポイントを使用して大量のメトリックデータを取得、送信、またはクエリーする場合、API エンドポイントにアクセスするとクラスターのパフォーマンスとスケーラビリティーが低下する可能性があります。
			

				これらの問題を回避するには、以下の推奨事項に従ってください。
			
	
						エンドポイントに頻繁にクエリーを実行しないようにします。クエリーを 30 秒ごとに最大 1 つに制限します。
					
	
						Prometheus の /federate エンドポイントを介してすべてのメトリックデータを取得しようとしないでください。制限された集約されたデータセットを取得する場合にのみクエリーします。たとえば、各要求で 1,000 未満のサンプルを取得すると、パフォーマンスが低下するリスクを最小限に抑えることができます。
					



モニタリング Web サービス API へのアクセスについて




				次の監視スタックコンポーネントのコマンドラインから Web サービス API エンドポイントに直接アクセスできます。
			
	
						Prometheus
					
	
						Alertmanager
					
	
						Thanos Ruler
					
	
						Thanos Querier
					


注記

					Thanos Ruler および Thanos Querier サービス API にアクセスするには、要求元のアカウントが namespace リソースに対するアクセス許可を get している必要があります。これは、アカウントに cluster-monitoring-view クラスターロールをバインドして付与することで実行できます。
				


				モニタリングコンポーネントの Web サービス API エンドポイントにアクセスする場合は、以下の制限事項に注意してください。
			
	
						Bearer Token 認証のみを使用して API エンドポイントにアクセスできます。
					
	
						ルートの /api パスのエンドポイントにのみアクセスできます。Web ブラウザーで API エンドポイントにアクセスしようとすると、Application is not available エラーが発生します。Web ブラウザーでモニタリング機能にアクセスするには、OpenShift Container Platform Web コンソールを使用して、モニタリングダッシュボードを確認します。
					


関連情報
	
						モニタリングダッシュボードの確認
					



監視 Web サービス API へのアクセス




				次の例は、コアプラットフォームの監視で使用される Alertmanager サービスのサービス API レシーバーをクエリーする方法を示しています。同様の方法を使用して、コアプラットフォーム Prometheus の prometheus-k8s サービスと Thanos Ruler の thanos-ruler サービスにアクセスできます。
			
前提条件
	
						openshift-monitoring 名前空間の monitoring-alertmanager-edit ロールにバインドされているアカウントにログインしています。
					
	
						Alertmanager API ルートを取得する権限を持つアカウントにログインしています。
					
注記

							アカウントに Alertmanager API ルートの取得権限がない場合、クラスター管理者はルートの URL を提供できます。
						




手順
	
						次のコマンドを実行して認証トークンを抽出します。
					
$ TOKEN=$(oc whoami -t)

	
						次のコマンドを実行して、alertmanager-main API ルート URL を抽出します。
					
$ HOST=$(oc -n openshift-monitoring get route alertmanager-main -ojsonpath={.spec.host})

	
						次のコマンドを実行して、サービス API レシーバーに Alertmanager をクエリーします。
					
$ curl -H "Authorization: Bearer $TOKEN" -k "https://$HOST/api/v2/receivers"




Prometheus のフェデレーションエンドポイントを使用したメトリックのクエリー




				Prometheus のフェデレーションエンドポイントを使用して、クラスターの外部のネットワークの場所からプラットフォームとユーザー定義のメトリックを収集できます。これを実行するには、OpenShift Container Platform ルートを使用してクラスターの Prometheus /federate エンドポイントにアクセスします。
			
重要

					メトリックデータの取得の遅延は、フェデレーションを使用すると発生します。この遅延は、収集されたメトリクスの精度とタイムラインに影響を与えます。
				

					フェデレーションエンドポイントを使用すると、特にフェデレーションエンドポイントを使用して大量のメトリックデータを取得する場合に、クラスターのパフォーマンスおよびスケーラビリティーを低下させることもできます。これらの問題を回避するには、以下の推奨事項に従ってください。
				
	
							Prometheus のフェデレーションエンドポイントを介してすべてのメトリックデータを取得しようとしないでください。制限された集約されたデータセットを取得する場合にのみクエリーします。たとえば、各要求で 1,000 未満のサンプルを取得すると、パフォーマンスが低下するリスクを最小限に抑えることができます。
						
	
							Prometheus のフェデレーションエンドポイントに対して頻繁にクエリーすることは避けてください。クエリーを 30 秒ごとに最大 1 つに制限します。
						



					クラスター外に大量のデータを転送する必要がある場合は、代わりにリモート書き込みを使用します。詳細は、リモート書き込みストレージの設定セクションを参照してください。
				

前提条件
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					
	
						cluster-monitoring-view クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできるか、namespace リソースの get 権限を持つベアラートークンを取得している。
					
注記

							Prometheus フェデレーションエンドポイントへのアクセスには、ベアラートークン認証のみを使用できます。
						


	
						Prometheus フェデレーションルートを取得する権限を持つアカウントにログインしている。
					
注記

							アカウントに Prometheus フェデレーションルートを取得する権限がない場合、クラスター管理者はルートの URL を提供できます。
						




手順
	
						次のコマンドを実行してベアラートークンを取得します。
					
$ TOKEN=$(oc whoami -t)

	
						次のコマンドを実行して、Prometheus フェデレーションルート URL を取得します。
					
$ HOST=$(oc -n openshift-monitoring get route prometheus-k8s-federate -ojsonpath={.spec.host})

	
						/federate ルートからメトリックをクエリーします。次のコマンド例は、up メトリクスをクエリーします。
					
$ curl -G -k -H "Authorization: Bearer $TOKEN" https://$HOST/federate --data-urlencode 'match[]=up'
出力例

							

# TYPE up untyped
up{apiserver="kube-apiserver",endpoint="https",instance="10.0.143.148:6443",job="apiserver",namespace="default",service="kubernetes",prometheus="openshift-monitoring/k8s",prometheus_replica="prometheus-k8s-0"} 1 1657035322214
up{apiserver="kube-apiserver",endpoint="https",instance="10.0.148.166:6443",job="apiserver",namespace="default",service="kubernetes",prometheus="openshift-monitoring/k8s",prometheus_replica="prometheus-k8s-0"} 1 1657035338597
up{apiserver="kube-apiserver",endpoint="https",instance="10.0.173.16:6443",job="apiserver",namespace="default",service="kubernetes",prometheus="openshift-monitoring/k8s",prometheus_replica="prometheus-k8s-0"} 1 1657035343834
...


						




カスタムアプリケーションについてのクラスター外からのメトリックへのアクセス




				ユーザー定義プロジェクトを使用して独自のサービスを監視する場合は、クラスターの外部から Prometheus メトリクスをクエリーできます。このデータには、thanos-querier ルートを使用してクラスターの外部からアクセスします。
			

				このアクセスは、認証に Bearer Token を使用することのみをサポートします。
			
前提条件
	
						"ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化" の手順に従い、独自のサービスをデプロイしている。
					
	
						Thanos Querier API へのアクセス権限を持つ cluster-monitoring-view クラスターロールでアカウントにログインしている。
					
	
						Thanos Querier API ルートの取得権限を持つアカウントにログインしています。
					
注記

							アカウントに Thanos Querier API ルートの取得権限がない場合、クラスター管理者はルートの URL を提供できます。
						




手順
	
						次のコマンドを実行して、Prometheus に接続するための認証トークンを展開します。
					
$ TOKEN=$(oc whoami -t)

	
						次のコマンドを実行して、thanos-querier API ルート URL を展開します。
					
$ HOST=$(oc -n openshift-monitoring get route thanos-querier -ojsonpath={.spec.host})

	
						次のコマンドを使用して、サービスが実行されている namespace に namespace を設定します。
					
$ NAMESPACE=ns1

	
						次のコマンドを実行して、コマンドラインで独自のサービスのメトリクスに対してクエリーを実行します。
					
$ curl -H "Authorization: Bearer $TOKEN" -k "https://$HOST/api/v1/query?" --data-urlencode "query=up{namespace='$NAMESPACE'}"

						出力には、Prometheus がスクレイピングしている各アプリケーション Pod のステータスが表示されます。
					
出力例

							

{"status":"success","data":{"resultType":"vector","result":[{"metric":{"__name__":"up","endpoint":"web","instance":"10.129.0.46:8080","job":"prometheus-example-app","namespace":"ns1","pod":"prometheus-example-app-68d47c4fb6-jztp2","service":"prometheus-example-app"},"value":[1591881154.748,"1"]}]}}


						




関連情報



	
						ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化
					
	
						リモート書き込みストレージの設定
					
	
						メトリクスの管理
					
	
						アラートの管理
					




第15章 モニタリング関連の問題のトラブルシューティング



ユーザー定義のメトリックが利用できない理由の調査




				ServiceMonitor リソースを使用すると、ユーザー定義プロジェクトでサービスによって公開されるメトリックの使用方法を判別できます。ServiceMonitor リソースを作成している場合で、メトリック UI に対応するメトリックが表示されない場合は、この手順で説明されるステップを実行します。
			
前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					
	
						ユーザー定義のワークロードのモニタリングを有効にし、設定している。
					
	
						user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを作成している。
					
	
						ServiceMonitor リソースを作成している。
					


手順
	
						サービスおよび ServiceMonitor リソース設定で、対応するラベルの一致を確認 します。
					
	
								サービスに定義されたラベルを取得します。以下の例では、ns1 プロジェクトの prometheus-example-app サービスをクエリーします。
							
$ oc -n ns1 get service prometheus-example-app -o yaml
出力例

									

  labels:
    app: prometheus-example-app


								

	
								ServiceMonitor リソース設定の matchLabels 定義が、直前の手順のラベルの出力と一致することを確認します。次の例では、ns1 プロジェクトの prometheus-example-monitor サービスモニターをクエリーします。
							
$ oc -n ns1 get servicemonitor prometheus-example-monitor -o yaml
出力例

									

apiVersion: v1
kind: ServiceMonitor
metadata:
  name: prometheus-example-monitor
  namespace: ns1
spec:
  endpoints:
  - interval: 30s
    port: web
    scheme: http
  selector:
    matchLabels:
      app: prometheus-example-app


								
注記

									プロジェクトの表示権限を持つ開発者として、サービスおよび ServiceMonitor リソースラベルを確認できます。
								





	
						openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの Prometheus Operator のログを検査します。
					
	
								openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの Pod をリスト表示します。
							
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring get pods
出力例

									

NAME                                   READY   STATUS    RESTARTS   AGE
prometheus-operator-776fcbbd56-2nbfm   2/2     Running   0          132m
prometheus-user-workload-0             5/5     Running   1          132m
prometheus-user-workload-1             5/5     Running   1          132m
thanos-ruler-user-workload-0           3/3     Running   0          132m
thanos-ruler-user-workload-1           3/3     Running   0          132m


								

	
								prometheus-operator Pod の prometheus-operator コンテナーからログを取得します。以下の例では、Pod は prometheus-operator-776fcbbd56-2nbfm になります。
							
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring logs prometheus-operator-776fcbbd56-2nbfm -c prometheus-operator

								サービスモニターに問題がある場合、ログには以下のようなエラーが含まれる可能性があります。
							
level=warn ts=2020-08-10T11:48:20.906739623Z caller=operator.go:1829 component=prometheusoperator msg="skipping servicemonitor" error="it accesses file system via bearer token file which Prometheus specification prohibits" servicemonitor=eagle/eagle namespace=openshift-user-workload-monitoring prometheus=user-workload




	
						OpenShift Container Platform Web コンソール UI の Metrics targets ページで、エンドポイントのターゲットステータスを確認 します。
					
	
								OpenShift Container Platform の Web コンソールにログインし、管理者 パースペクティブの Observe → Targets に移動します。
							
	
								リストでメトリックのエンドポイントを探し、Status 列でターゲットのステータスを確認します。
							
	
								Status が Down の場合、エンドポイントの URL をクリックすると、そのメトリックターゲットの Target Details ページで詳細情報を見ることができます。
							



	
						openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで Prometheus Operator のデバッグレベルのロギングを設定 します。
					
	
								openshift-user-workload-monitoring プロジェクトで user-workload-monitoring-config ConfigMap オブジェクトを編集します。
							
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring edit configmap user-workload-monitoring-config

	
								prometheusOperator の logLevel: debug を data/config.yaml に追加し、ログレベルを debug に設定します。
							
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: user-workload-monitoring-config
  namespace: openshift-user-workload-monitoring
data:
  config.yaml: |
    prometheusOperator:
      logLevel: debug
# ...

	
								変更を適用するためにファイルを保存します。
							
注記

									openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの prometheus-operator は、ログレベルの変更時に自動的に再起動します。
								


	
								debug ログレベルが openshift-user-workload-monitoring プロジェクトの prometheus-operator デプロイメントに適用されていることを確認します。
							
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring get deploy prometheus-operator -o yaml |  grep "log-level"
出力例

									

        - --log-level=debug


								

								debug レベルのロギングにより、Prometheus Operator によって行われるすべての呼び出しが表示されます。
							

	
								prometheus-operator Pod が実行されていることを確認します。
							
$ oc -n openshift-user-workload-monitoring get pods
注記

									認識されない Prometheus Operator の loglevel 値が config map に含まれる場合、prometheus-operator Pod が正常に再起動されない可能性があります。
								


	
								デバッグログを確認し、Prometheus Operator が ServiceMonitor リソースを使用しているかどうかを確認します。ログで他の関連するエラーの有無を確認します。
							





関連情報
	
						ユーザー定義のワークロードモニタリング config map の作成
					
	
						ServiceMonitor または PodMonitor の作成方法についての詳細は、サービスのモニター法の指定 を参照してください。
					
	
						Administrator パースペクティブでメトリクスターゲットにアクセスする を参照してください。
					



Prometheus が大量のディスク領域を消費している理由の特定




				開発者は、キーと値のペアの形式でメトリックの属性を定義するためにラベルを作成できます。使用できる可能性のあるキーと値のペアの数は、属性について使用できる可能性のある値の数に対応します。数が無制限の値を持つ属性は、バインドされていない属性と呼ばれます。たとえば、customer_id 属性は、使用できる値が無限にあるため、バインドされていない属性になります。
			

				割り当てられるキーと値のペアにはすべて、一意の時系列があります。ラベルに多数のバインドされていない値を使用すると、作成される時系列の数が指数関数的に増加する可能性があります。これは Prometheus のパフォーマンスに影響する可能性があり、多くのディスク領域を消費する可能性があります。
			

				Prometheus が多くのディスクを消費する場合、以下の手段を使用できます。
			
	
						収集される 収集サンプルの数を確認 します。
					
	
						Prometheus HTTP API を使用して時系列データベース (TSDB) の状態を確認して、どのラベルが最も多くの時系列を作成しているかについての詳細情報を得ることができます。これを実行するには、クラスター管理者権限が必要です。
					
	
						ユーザー定義メトリクスに割り当てられるバインドされていない属性の数を減らすことで、作成される一意の時系列の数を減らします。
					
注記

							使用可能な値の制限されたセットにバインドされる属性を使用すると、可能なキーと値のペアの組み合わせの数が減ります。
						


	
						ユーザー定義プロジェクト間で 収集可能なサンプル数の数に制限を適用します。これには、クラスター管理者の権限が必要です。
					


前提条件
	
						cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
					
	
						OpenShift CLI (oc) がインストールされている。
					


手順
	
						Administrator パースペクティブで、Observe → Metrics に移動します。
					
	
						Expression フィールドで、以下の Prometheus Query Language (PromQL) クエリーを実行します。これにより、収集サンプルの数が最も多い 10 メトリックが返されます。
					
topk(10,count by (job)({__name__=~".+"}))

	
						予想されるよりも多くの収集サンプルを持つメトリックに割り当てられたバインドされていないラベル値の数を調査します。
					
	
								メトリックがユーザー定義のプロジェクトに関連する場合、ワークロードに割り当てられたメトリックのキーと値のペアを確認します。これらのライブラリーは、アプリケーションレベルで Prometheus クライアントライブラリーを使用して実装されます。ラベルで参照されるバインドされていない属性の数の制限を試行します。
							
	
								メトリクスが OpenShift Container Platform のコアプロジェクトに関連する場合、Red Hat サポートケースを Red Hat カスタマーポータル で作成してください。
							



	
						クラスター管理者として以下のコマンドを実行して、Prometheus HTTP API を使用して TSDB ステータスを確認します。
					
$ oc login -u <username> -p <password>
$ host=$(oc -n openshift-monitoring get route prometheus-k8s -ojsonpath={.spec.host})
$ token=$(oc whoami -t)
$ curl -H "Authorization: Bearer $token" -k "https://$host/api/v1/status/tsdb"
出力例

							

"status": "success",


						



関連情報
	
						収集サンプルの制限を設定し、関連するアラートルールを作成する方法の詳細は、ユーザー定義プロジェクトの収集サンプル制限の設定 を参照してください。
					
	
						サポートケースの送信
					




第16章 Cluster Monitoring Operator の ConfigMap 参照



Cluster Monitoring Operator 設定リファレンス




				OpenShift Container Platform クラスターモニタリングの一部は設定可能です。API には、さまざまな Config Map で定義されるパラメーターを設定してアクセスできます。
			
	
						モニタリングコンポーネントを設定するには、openshift-monitoring namespace で cluster-monitoring-config という名前の ConfigMap オブジェクトを編集します。このような設定は ClusterMonitoringConfiguration によって定義されます。
					
	
						ユーザー定義プロジェクトを監視するモニタリングコンポーネントを設定するには、openshift-user-workload-monitoring namespace で user-workload-monitoring-config という名前の ConfigMap オブジェクトを編集します。これらの設定は UserWorkloadConfiguration で定義されます。
					



				設定ファイルは、常に config map データの config.yaml キーで定義されます。
			
注記
	
							すべての設定パラメーターが公開されるわけではありません。
						
	
							クラスターモニタリングの設定はオプションです。
						
	
							設定が存在しないか、空の場合には、デフォルト値が使用されます。
						
	
							設定が無効な場合、Cluster Monitoring Operator はリソースの調整を停止し、Operator のステータス条件で Degraded=True を報告します。
						




AdditionalAlertmanagerConfig



説明




					AdditionalAlertmanagerConfig リソースは、コンポーネントが追加の Alertmanager インスタンスと通信する方法の設定を定義します。
				

必須



	
							apiVersion
						



					出現場所: PrometheusK8sConfig、PrometheusRestrictedConfig、ThanosRulerConfig
				
	プロパティー	型	説明
	 
									apiVersion
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Alertmanager の API バージョンを定義します。使用できる値は v1 または v2 です。デフォルトは v2 です。
								

								 
	 
									bearerToken
								

								 	 
									*v1.SecretKeySelector
								

								 	 
									Alertmanager への認証時に使用するベアラートークンを含むシークレットキー参照を定義します。
								

								 
	 
									pathPrefix
								

								 	 
									string
								

								 	 
									プッシュエンドポイントパスの前に追加するパス接頭辞を定義します。
								

								 
	 
									scheme
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Alertmanager インスタンスとの通信時に使用する URL スキームを定義します。使用できる値は http または https です。デフォルト値は http です。
								

								 
	 
									staticConfigs
								

								 	 
									[]string
								

								 	 
									<hosts>:<port> の形式で静的に設定された Alertmanager エンドポイントの一覧。
								

								 
	 
									timeout
								

								 	 
									*文字列
								

								 	 
									アラートの送信時に使用されるタイムアウト値を定義します。
								

								 
	 
									tlsConfig
								

								 	 
									TLSConfig
								

								 	 
									Alertmanager 接続に使用する TLS 設定を定義します。
								

								 




AlertmanagerMainConfig



説明




					AlertmanagerMainConfig リソースは、openshift-monitoring namespace で Alertmanager コンポーネントの設定を定義します。
				

					表示場所: ClusterMonitoringConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									enabled
								

								 	 
									*bool
								

								 	 
									openshift-monitoring namespace のメイン Alertmanager インスタンスを有効または無効にするブール値フラグ。デフォルト値は true です。
								

								 
	 
									enableUserAlertmanagerConfig
								

								 	 
									bool
								

								 	 
									AlertmanagerConfig ルックアップのユーザー定義の namespace の選択を有効または無効にするブール値フラグ。この設定は、Alertmanager のユーザーワークロードモニタリングインスタンスが有効になっていない場合にのみ適用されます。デフォルト値は false です。
								

								 
	 
									logLevel
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Alertmanager のログレベル設定を定義します。使用できる値は、error、warn、info、debug です。デフォルト値は info です。
								

								 
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									resources
								

								 	 
									*v1.ResourceRequirements
								

								 	 
									Alertmanager コンテナーのリソース要求および制限を定義します。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 
	 
									topologySpreadConstraints
								

								 	 
									[]v1.TopologySpreadConstraint
								

								 	 
									Pod のトポロジー分散制約を定義します。
								

								 
	 
									volumeClaimTemplate
								

								 	 
									*monv1.EmbeddedPersistentVolumeClaim
								

								 	 
									Alertmanager の永続ストレージを定義します。この設定を使用して、ストレージクラス、ボリュームサイズ、名前などの永続ボリューム要求を設定します。
								

								 




AlertmanagerUserWorkloadConfig



説明




					AlertmanagerUserWorkloadConfig リソースは、ユーザー定義プロジェクトに使用される Alertmanager インスタンスの設定を定義します。
				

					表示場所: UserWorkloadConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									enabled
								

								 	 
									bool
								

								 	 
									openshift-user-workload-monitoring namespace のユーザー定義アラートの Alertmanager の専用インスタンスを有効または無効にするブール値フラグ。デフォルト値は false です。
								

								 
	 
									enableAlertmanagerConfig
								

								 	 
									bool
								

								 	 
									AlertmanagerConfig ルックアップで選択されるユーザー定義の namespace を有効または無効にするブール値フラグ。デフォルト値は false です。
								

								 
	 
									logLevel
								

								 	 
									string
								

								 	 
									ユーザーワークロードモニタリング用の Alertmanager のログレベル設定を定義します。使用できる値は、error、warn、info、および debug です。デフォルト値は info です。
								

								 
	 
									resources
								

								 	 
									*v1.ResourceRequirements
								

								 	 
									Alertmanager コンテナーのリソース要求および制限を定義します。
								

								 
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 
	 
									volumeClaimTemplate
								

								 	 
									*monv1.EmbeddedPersistentVolumeClaim
								

								 	 
									Alertmanager の永続ストレージを定義します。この設定を使用して、ストレージクラス、ボリュームサイズ、名前などの永続ボリューム要求を設定します。
								

								 




ClusterMonitoringConfiguration



説明




					ClusterMonitoringConfiguration リソースは、openshift-monitoring namespace の cluster-monitoring-config ConfigMap を使用してデフォルトのプラットフォームモニタリングスタックをカスタマイズする設定を定義します。
				
	プロパティー	型	説明
	 
									alertmanagerMain
								

								 	 
									*AlertmanagerMainConfig
								

								 	 
									AlertmanagerMainConfig は、openshift-monitoring namespace で Alertmanager コンポーネントの設定を定義します。
								

								 
	 
									enableUserWorkload
								

								 	 
									*bool
								

								 	 
									UserWorkloadEnabled は、ユーザー定義プロジェクトのモニタリングを有効にするブール値フラグです。
								

								 
	 
									k8sPrometheusAdapter
								

								 	 
									*K8sPrometheusAdapter
								

								 	 
									K8sPrometheusAdapter は、Prometheus Adapter コンポーネントの設定を定義します。
								

								 
	 
									kubeStateMetrics
								

								 	 
									*KubeStateMetricsConfig
								

								 	 
									KubeStateMetricsConfig は、kube-state-metrics エージェントの設定を定義します。
								

								 
	 
									prometheusK8s
								

								 	 
									*PrometheusK8sConfig
								

								 	 
									PrometheusK8sConfig は、Prometheus コンポーネントの設定を定義します。
								

								 
	 
									prometheusOperator
								

								 	 
									*PrometheusOperatorConfig
								

								 	 
									PrometheusOperatorConfig は、Prometheus Operator コンポーネントの設定を定義します。
								

								 
	 
									openshiftStateMetrics
								

								 	 
									*OpenShiftStateMetricsConfig
								

								 	 
									OpenShiftMetricsConfig は、openshift-state-metrics エージェントの設定を定義します。
								

								 
	 
									telemeterClient
								

								 	 
									*TelemeterClientConfig
								

								 	 
									TelemeterClientConfig は、Telemeter Client コンポーネントの設定を定義します。
								

								 
	 
									thanosQuerier
								

								 	 
									*ThanosQuerierConfig
								

								 	 
									ThanosQuerierConfig は、Thanos Querier コンポーネントの設定を定義します。
								

								 




DedicatedServiceMonitors



説明




					DedicatedServiceMonitors リソースを使用して、Prometheus アダプターの専用のサービスモニターを設定できます。
				

					表示場所: K8sPrometheusAdapter
				
	プロパティー	型	説明
	 
									enabled
								

								 	 
									bool
								

								 	 
									enabled が true に設定されている場合に、Cluster Monitoring Operator (CMO) は kubelet の /metrics/resource エンドポイントを公開する専用の Service Monitor をデプロイします。Service Monitor は honorTimestamps: true を設定し、Prometheus アダプターの Pod リソースクエリーに関連するメトリクスのみを保持します。さらに、Prometheus アダプターはこれらの専用メトリクスを使用するように設定されます。つまり、この機能は、oc adm top pod コマンドまたは Horizontal Pod Autoscaler が使用する Prometheus Adapter ベースの CPU 使用率の測定における一貫性を向上します。
								

								 




K8sPrometheusAdapter



説明




					K8sPrometheusAdapter リソースは、Prometheus Adapter コンポーネントの設定を定義します。
				

					表示場所: ClusterMonitoringConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									audit
								

								 	 
									*Audit
								

								 	 
									Prometheus アダプターインスタンスによって使用される監査設定を定義します。使用できる値は metadata、request、requestresponse、および none です。デフォルト値は metadata です。
								

								 
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 
	 
									dedicatedServiceMonitors
								

								 	 
									*DedicatedServiceMonitors
								

								 	 
									専用のサービスモニターを定義します。
								

								 




KubeStateMetricsConfig



説明




					KubeStateMetricsConfig リソースは、kube-state-metrics エージェントの設定を定義します。
				

					表示場所: ClusterMonitoringConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 




OpenShiftStateMetricsConfig



説明




					OpenShiftStateMetricsConfig リソースは、openshift-state-metrics エージェントの設定を定義します。
				

					表示場所: ClusterMonitoringConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 




PrometheusK8sConfig



説明




					PrometheusK8sConfig リソースは、Prometheus コンポーネントの設定を定義します。
				

					表示場所: ClusterMonitoringConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									additionalAlertmanagerConfigs
								

								 	 
									[]AdditionalAlertmanagerConfig
								

								 	 
									Prometheus コンポーネントからアラートを受信する追加の Alertmanager インスタンスを設定します。デフォルトでは、追加の Alertmanager インスタンスは設定されません。
								

								 
	 
									enforcedBodySizeLimit
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Prometheus が取得したメトリクスに本体サイズの制限を適用します。収集された対象のボディーの応答が制限値よりも大きい場合には、スクレイピングは失敗します。制限なしを指定する空の値、Prometheus サイズ形式の数値 (64MBなど)、または文字列 automatic (制限がクラスターの容量に基づいて自動的に計算されることを示す) などの値が有効です。デフォルト値は空で、制限なしを意味します。
								

								 
	 
									externalLabels
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									フェデレーション、リモートストレージ、Alertmanager などの外部システムと通信する際に、任意の時系列またはアラートに追加されるラベルを定義します。デフォルトでは、ラベルは追加されません。
								

								 
	 
									logLevel
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Prometheus のログレベル設定を定義します。使用できる値は、error、warn、info、および debug です。デフォルト値は info です。
								

								 
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									queryLogFile
								

								 	 
									string
								

								 	 
									PromQL クエリーがログに記録されるファイルを指定します。この設定は、ファイル名 (クエリーが /var/log/prometheus の emptyDir ボリュームに保存される場合)、または emptyDir ボリュームがマウントされ、クエリーが保存される場所へのフルパスのいずれかです。/dev/stderr、/dev/stdout、または /dev/null への書き込みはサポートされていますが、他の /dev/ パスへの書き込みはサポートされていません。相対パスもサポートされていません。デフォルトでは、PromQL クエリーはログに記録されません。
								

								 
	 
									remoteWrite
								

								 	 
									[]RemoteWriteSpec
								

								 	 
									URL、認証、再ラベル付け設定など、リモート書き込み設定を定義します。
								

								 
	 
									resources
								

								 	 
									*v1.ResourceRequirements
								

								 	 
									Prometheus コンテナーのリソース要求および制限を定義します。
								

								 
	 
									retention
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Prometheus がデータを保持する期間を定義します。この定義は、次の正規表現パターンを使用して指定する必要があります (0-9+(ms|s|m|h|d|w|y) (ms=ミリ秒、s=秒、m=分、h=時間、d=日、w=週、y=年))。デフォルト値は 15d です。
								

								 
	 
									retentionSize
								

								 	 
									string
								

								 	 
									データブロックと先行書き込みログ (WAL) によって使用されるディスク領域の最大量を定義します。サポートされる値は、B、KB、KiB、MB、MiB、GB、GiB、TB、TiB、PB、PiB、EB、および EiB です。デフォルトでは、制限は定義されません。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 
	 
									topologySpreadConstraints
								

								 	 
									[]v1.TopologySpreadConstraint
								

								 	 
									Pod のトポロジー分散制約を定義します。
								

								 
	 
									volumeClaimTemplate
								

								 	 
									*monv1.EmbeddedPersistentVolumeClaim
								

								 	 
									Prometheus の永続ストレージを定義します。この設定を使用して、ストレージクラス、ボリュームサイズ、名前などの永続ボリューム要求を設定します。
								

								 




PrometheusOperatorConfig



説明




					PrometheusOperatorConfig リソースは、Prometheus Operator コンポーネントの設定を定義します。
				

					表示場所: ClusterMonitoringConfiguration、UserWorkloadConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									logLevel
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Prometheus Operator のログレベル設定を定義します。使用できる値は、error、warn、info、および debug です。デフォルト値は info です。
								

								 
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 




PrometheusRestrictedConfig



説明




					PrometheusRestrictedConfig リソースは、ユーザー定義プロジェクトをモニターする Prometheus コンポーネントの設定を定義します。
				

					表示場所: UserWorkloadConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									additionalAlertmanagerConfigs
								

								 	 
									[]AdditionalAlertmanagerConfig
								

								 	 
									Prometheus コンポーネントからアラートを受信する追加の Alertmanager インスタンスを設定します。デフォルトでは、追加の Alertmanager インスタンスは設定されません。
								

								 
	 
									enforcedLabelLimit
								

								 	 
									*uint64
								

								 	 
									サンプルで受け入れられるラベルの数に、収集ごとの制限を指定します。メトリクスの再ラベル後にラベルの数がこの制限を超えると、スクレイプ全体が失敗として扱われます。デフォルト値は 0 で、制限が設定されていないことを意味します。
								

								 
	 
									enforcedLabelNameLengthLimit
								

								 	 
									*uint64
								

								 	 
									サンプルのラベル名の長さにスクレイプごとの制限を指定します。ラベル名の長さがメトリクスの再ラベル付け後にこの制限を超える場合には、スクレイプ全体が失敗として扱われます。デフォルト値は 0 で、制限が設定されていないことを意味します。
								

								 
	 
									enforcedLabelValueLengthLimit
								

								 	 
									*uint64
								

								 	 
									サンプルのラベル値の長さにスクレイプごとの制限を指定します。ラベル値の長さがメトリクスの再ラベル付け後にこの制限を超える場合、スクレイプ全体が失敗として扱われます。デフォルト値は 0 で、制限が設定されていないことを意味します。
								

								 
	 
									enforcedSampleLimit
								

								 	 
									*uint64
								

								 	 
									受け入れられるスクレイプされたサンプル数のグローバル制限を指定します。この設定は、値が enforcedTargetLimit よりも大きい場合、ユーザー定義の ServiceMonitor または PodMonitor オブジェクトに設定された SampleLimit 値を上書きします。管理者は、この設定を使用して、サンプルの総数を制御できます。デフォルト値は 0 で、制限が設定されていないことを意味します。
								

								 
	 
									enforcedTargetLimit
								

								 	 
									*uint64
								

								 	 
									収集された対象数に対してグローバル制限を指定します。この設定は、値が enforcedSampleLimit よりも大きい場合、ユーザー定義の ServiceMonitor または PodMonitor オブジェクトに設定された TargetLimit 値を上書きします。管理者は、この設定を使用して、ターゲットの総数を制御できます。デフォルト値は 0 です。
								

								 
	 
									externalLabels
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									フェデレーション、リモートストレージ、Alertmanager などの外部システムと通信する際に、任意の時系列またはアラートに追加されるラベルを定義します。デフォルトでは、ラベルは追加されません。
								

								 
	 
									logLevel
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Prometheus のログレベル設定を定義します。使用できる値は、error、warn、info、および debug です。デフォルト設定は info です。
								

								 
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									queryLogFile
								

								 	 
									string
								

								 	 
									PromQL クエリーがログに記録されるファイルを指定します。この設定は、ファイル名 (クエリーが /var/log/prometheus の emptyDir ボリュームに保存される場合)、または emptyDir ボリュームがマウントされ、クエリーが保存される場所へのフルパスのいずれかです。/dev/stderr、/dev/stdout、または /dev/null への書き込みはサポートされていますが、他の /dev/ パスへの書き込みはサポートされていません。相対パスもサポートされていません。デフォルトでは、PromQL クエリーはログに記録されません。
								

								 
	 
									remoteWrite
								

								 	 
									[]RemoteWriteSpec
								

								 	 
									URL、認証、再ラベル付け設定など、リモート書き込み設定を定義します。
								

								 
	 
									resources
								

								 	 
									*v1.ResourceRequirements
								

								 	 
									Prometheus コンテナーのリソース要求および制限を定義します。
								

								 
	 
									retention
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Prometheus がデータを保持する期間を定義します。この定義は、次の正規表現パターンを使用して指定する必要があります (0-9+(ms|s|m|h|d|w|y) (ms=ミリ秒、s=秒、m=分、h=時間、d=日、w=週、y=年))。デフォルト値は 15d です。
								

								 
	 
									retentionSize
								

								 	 
									string
								

								 	 
									データブロックと先行書き込みログ (WAL) によって使用されるディスク領域の最大量を定義します。サポートされる値は、B、KB、KiB、MB、MiB、GB、GiB、TB、TiB、PB、PiB、EB、および EiB です。デフォルト値は nil です。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 
	 
									volumeClaimTemplate
								

								 	 
									*monv1.EmbeddedPersistentVolumeClaim
								

								 	 
									Prometheus の永続ストレージを定義します。この設定を使用して、ボリュームのストレージクラスおよびサイズを設定します。
								

								 




RemoteWriteSpec



説明




					RemoteWriteSpec リソースは、リモート書き込みストレージの設定を定義します。
				

必須



	
							url
						



					出現場所: PrometheusK8sConfig、PrometheusRestrictedConfig
				
	プロパティー	型	説明
	 
									認可
								

								 	 
									*monv1.SafeAuthorization
								

								 	 
									リモート書き込みストレージの認証設定を定義します。
								

								 
	 
									basicAuth
								

								 	 
									*monv1.BasicAuth
								

								 	 
									リモート書き込みエンドポイント URL の Basic 認証設定を定義します。
								

								 
	 
									bearerTokenFile
								

								 	 
									string
								

								 	 
									リモート書き込みエンドポイントのベアラートークンが含まれるファイルを定義します。ただし、シークレットを Pod にマウントできないため、実際にはサービスアカウントのトークンのみを参照できます。
								

								 
	 
									headers
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									各リモート書き込み要求とともに送信されるカスタム HTTP ヘッダーを指定します。Prometheus によって設定されるヘッダーは上書きできません。
								

								 
	 
									metadataConfig
								

								 	 
									*monv1.MetadataConfig
								

								 	 
									シリーズのメタデータをリモート書き込みストレージに送信するための設定を定義します。
								

								 
	 
									name
								

								 	 
									string
								

								 	 
									リモート書き込みキューの名前を定義します。この名前は、メトリクスとロギングでキューを区別するために使用されます。指定する場合、この名前は一意である必要があります。
								

								 
	 
									oauth2
								

								 	 
									*monv1.OAuth2
								

								 	 
									リモート書き込みエンドポイントの OAuth2 認証設定を定義します。
								

								 
	 
									proxyUrl
								

								 	 
									string
								

								 	 
									オプションのプロキシー URL を定義します。
								

								 
	 
									queueConfig
								

								 	 
									*monv1.QueueConfig
								

								 	 
									リモート書き込みキューパラメーターの調整を許可します。
								

								 
	 
									remoteTimeout
								

								 	 
									string
								

								 	 
									リモート書き込みエンドポイントへの要求のタイムアウト値を定義します。
								

								 
	 
									sigv4
								

								 	 
									*monv1.Sigv4
								

								 	 
									AWS 署名バージョン 4 の認証設定を定義します。
								

								 
	 
									tlsConfig
								

								 	 
									*monv1.SafeTLSConfig
								

								 	 
									リモート書き込みエンドポイントの TLS 認証設定を定義します。
								

								 
	 
									url
								

								 	 
									string
								

								 	 
									サンプルの送信先となるリモート書き込みエンドポイントの URL を定義します。
								

								 
	 
									writeRelabelConfigs
								

								 	 
									[]monv1.RelabelConfig
								

								 	 
									リモート書き込みの再ラベル設定のリストを定義します。
								

								 




TelemeterClientConfig



説明




					TelemeterClientConfig リソースは、telemeter-client コンポーネントの設定を定義します。
				

必須



	
							nodeSelector
						
	
							tolerations
						



					表示場所: ClusterMonitoringConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 




ThanosQuerierConfig



説明




					ThanosQuerierConfig リソースは、Thanos Querier コンポーネントの設定を定義します。
				

					表示場所: ClusterMonitoringConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									enableRequestLogging
								

								 	 
									bool
								

								 	 
									要求ロギングを有効または無効にするブール値フラグ。デフォルト値は false です。
								

								 
	 
									logLevel
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Thanos Querier のログレベル設定を定義します。使用できる値は、error、warn、info、および debug です。デフォルト値は info です。
								

								 
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									resources
								

								 	 
									*v1.ResourceRequirements
								

								 	 
									Thanos Querier コンテナーのリソース要求および制限を定義します。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 




ThanosRulerConfig



説明




					ThanosRulerConfig リソースは、ユーザー定義プロジェクトの Thanos Ruler インスタンスの設定を定義します。
				

					表示場所: UserWorkloadConfiguration
				
	プロパティー	型	説明
	 
									additionalAlertmanagerConfigs
								

								 	 
									[]AdditionalAlertmanagerConfig
								

								 	 
									Thanos Ruler コンポーネントが追加の Alertmanager インスタンスと通信する方法を設定します。デフォルト値は nil です。
								

								 
	 
									logLevel
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Thanos Ruler のログレベル設定を定義します。使用できる値は、error、warn、info、および debug です。デフォルト値は info です。
								

								 
	 
									nodeSelector
								

								 	 
									map[string]string
								

								 	 
									Pod がスケジュールされるノードを定義します。
								

								 
	 
									resources
								

								 	 
									*v1.ResourceRequirements
								

								 	 
									Thanos Ruler コンテナーのリソースリクエストと制限を定義します。
								

								 
	 
									retention
								

								 	 
									string
								

								 	 
									Prometheus がデータを保持する期間を定義します。この定義は、次の正規表現パターンを使用して指定する必要があります (0-9+(ms|s|m|h|d|w|y) (ms=ミリ秒、s=秒、m=分、h=時間、d=日、w=週、y=年))。デフォルト値は 15d です。
								

								 
	 
									tolerations
								

								 	 
									[]v1.Toleration
								

								 	 
									Pod の容認を定義します。
								

								 
	 
									topologySpreadConstraints
								

								 	 
									[]v1.TopologySpreadConstraint
								

								 	 
									Pod のトポロジー分散制約を定義します。
								

								 
	 
									volumeClaimTemplate
								

								 	 
									*monv1.EmbeddedPersistentVolumeClaim
								

								 	 
									Thanos Ruler の永続ストレージを定義します。この設定を使用して、ボリュームのストレージクラスおよびサイズを設定します。
								

								 




TLSConfig



説明




					TLSConfig リソースは、TLS 接続の設定を設定します。
				

必須



	
							insecureSkipVerify
						



					表示場所: AdditionalAlertmanagerConfig
				
	プロパティー	型	説明
	 
									ca
								

								 	 
									*v1.SecretKeySelector
								

								 	 
									リモートホストに使用する認証局 (CA) を含む秘密鍵の参照を定義します。
								

								 
	 
									cert
								

								 	 
									*v1.SecretKeySelector
								

								 	 
									リモートホストに使用する公開証明書を含む秘密鍵の参照を定義します。
								

								 
	 
									鍵 (key)
								

								 	 
									*v1.SecretKeySelector
								

								 	 
									リモートホストに使用する秘密鍵を含む秘密鍵の参照を定義します。
								

								 
	 
									serverName
								

								 	 
									string
								

								 	 
									返された証明書のホスト名を確認するために使用されます。
								

								 
	 
									insecureSkipVerify
								

								 	 
									bool
								

								 	 
									true に設定すると、リモートホストの証明書および名前の検証が無効になります。
								

								 




UserWorkloadConfiguration



説明




					UserWorkloadConfiguration リソースは、openshift-user-workload-monitoring namespace の user-workload-monitoring-config Config Map でユーザー定義プロジェクトに対応する設定を定義します。userWorkload Configuration は、openshift-monitoring namespace の下にある cluster-monitoring-config Config Map で enableUserWorkload を true に設定した後にのみ有効にできます。
				
	プロパティー	型	説明
	 
									alertmanager
								

								 	 
									*AlertmanagerUserWorkloadConfig
								

								 	 
									ユーザーワークロードモニタリングで Alertmanager コンポーネントの設定を定義します。
								

								 
	 
									prometheus
								

								 	 
									*PrometheusRestrictedConfig
								

								 	 
									ユーザーワークロードモニタリングで Prometheus コンポーネントの設定を定義します。
								

								 
	 
									prometheusOperator
								

								 	 
									*PrometheusOperatorConfig
								

								 	 
									ユーザーワークロードモニタリングでの Prometheus Operator コンポーネントの設定を定義します。
								

								 
	 
									thanosRuler
								

								 	 
									*ThanosRulerConfig
								

								 	 
									ユーザーワークロードモニタリングで Thanos Ruler コンポーネントの設定を定義します。
								

								 





第17章 Cluster Observability Operator



Cluster Observability Operator リリースノート



重要

					Cluster Observability Operator はテクノロジープレビュー機能としてのみ使用できます。テクノロジープレビュー機能は、Red Hat 製品サポートのサービスレベルアグリーメント (SLA) の対象外であり、機能的に完全ではない場合があります。Red Hat は、実稼働環境でこれらを使用することを推奨していません。テクノロジープレビュー機能は、最新の製品機能をいち早く提供して、開発段階で機能のテストを行いフィードバックを提供していただくことを目的としています。
				

					Red Hat のテクノロジープレビュー機能のサポート範囲に関する詳細は、テクノロジープレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。
				


				Cluster Observability Operator (COO) は、オプションの OpenShift Container Platform Operator です。管理者はこれを使用して、さまざまなサービスやユーザーが使用できるように個別に設定できる、スタンドアロンのモニタリングスタックを作成できます。
			

				COO は、OpenShift Container Platform のビルトインモニタリング機能を補完します。これは、Cluster Monitoring Operator (CMO) で管理されるデフォルトのプラットフォームおよびユーザーワークロードモニタリングスタックと並行してデプロイできます。
			

				これらのリリースノートは、OpenShift Container Platform での Cluster Observability Operator の開発を追跡します。
			
Cluster Observability Operator 0.1.2




					Cluster Observability Operator 0.1.2 については、次のアドバイザリーを利用できます。
				
	
							2024:1534 cluster Observability Operator 0.1.2
						


CVE



	
								CVE-2023-45142
							



バグ修正



	
								以前のバージョンでは、特定のクラスターサービスバージョン(CSV)アノテーションは COO のメタデータに含まれていませんでした。これらのアノテーションが欠落しているため、特定の COO 機能と機能がパッケージマニフェストまたは OperatorHub ユーザーインターフェイスに表示されませんでした。このリリースでは、欠落していたアノテーションが追加され、この問題が解決されました。(COO-11)
							
	
								以前のバージョンでは、COO の自動更新は機能せず、Operator の新しいバージョンは OperatorHub で新しいバージョンが利用可能であっても、古いバージョンを自動的に置き換えませんでした。このリリースでは、問題が解決されています。(COO-12)
							
	
								以前は、Thanos Querier は 127.0.0.1 のポート 9090 (localhost)でネットワークトラフィックのみをリッスンし、Thanos Querier サービスに到達しようとすると 502 Bad Gateway エラーが発生しました。このリリースでは、Thanos Querier 設定が更新され、コンポーネントがデフォルトのポート(10902)をリッスンするようになり、問題が解決されました。この変更により、サーバー側適用(SSA)を介してポートを変更し、必要に応じてプロキシーチェーンを追加できるようになりました。(COO-14)
							




Cluster Observability Operator 0.1.1




					Cluster Observability Operator 0.1.1 については、次のアドバイザリーを利用できます。
				
	
							2024:0550 cluster Observability Operator 0.1.1
						


新機能および機能拡張




						このリリースでは、Cluster Observability Operator が更新され、制限されたネットワークまたは非接続環境での Operator のインストールがサポートされるようになりました。
					


Cluster Observability Operator 0.1




					このリリースでは、Cluster Observability Operator のテクノロジープレビューバージョンが OperatorHub で利用できるようになります。
				


Cluster Observability Operator の概要



重要

					Cluster Observability Operator はテクノロジープレビュー機能としてのみ使用できます。テクノロジープレビュー機能は、Red Hat 製品サポートのサービスレベルアグリーメント (SLA) の対象外であり、機能的に完全ではない場合があります。Red Hat は、実稼働環境でこれらを使用することを推奨していません。テクノロジープレビュー機能は、最新の製品機能をいち早く提供して、開発段階で機能のテストを行いフィードバックを提供していただくことを目的としています。
				

					Red Hat のテクノロジープレビュー機能のサポート範囲に関する詳細は、テクノロジープレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。
				


				Cluster Observability Operator (COO) は、オプションの OpenShift Container Platform コンポーネントです。これをデプロイして、さまざまなサービスやユーザーが使用できるように個別に設定可能なスタンドアロンのモニタリングスタックを作成できます。
			

				COO は、次のモニタリングコンポーネントをデプロイします。
			
	
						Prometheus
					
	
						Thanos Querier (オプション)
					
	
						Alertmanager (オプション)
					



				COO コンポーネントは、Cluster Monitoring Operator (CMO) でデプロイおよび管理されるデフォルトのクラスター内モニタリングスタックとは独立して機能します。2 つの Operator でデプロイされたモニタリングスタックは競合しません。CMO でデプロイされたデフォルトのプラットフォームモニタリングコンポーネントに加え、COO モニタリングスタックを使用できます。
			
Cluster Observability Operator について




					Cluster Observability Operator (COO) で作成されたデフォルトのモニタリングスタックには、リモート書き込みを使用して外部エンドポイントにメトリクスを送信できる可用性の高い Prometheus インスタンスが含まれています。
				

					各 COO スタックには、中央の場所から高可用性 Prometheus インスタンスをクエリーするために使用できるオプションの Thanos Querier コンポーネントと、さまざまなサービスのアラート設定をセットアップするために使用できるオプションの Alertmanager コンポーネントも含まれています。
				
Cluster Observability Operator を使用する利点




						COO が使用する MonitoringStack CRD は、COO でデプロイされたモニタリングコンポーネントに対して独自のデフォルトモニタリング設定を提供しますが、より複雑な要件に合わせてカスタマイズすることも可能です。
					

						COO で管理されるモニタリングスタックを導入すると、Cluster Monitoring Operator (CMO) でデプロイされたコアプラットフォームモニタリングスタックを使用したのでは対処することが難しい、または困難なモニタリングニーズを満たすことができます。COO を使用して導入されたモニタリングスタックには、コアプラットフォームとユーザーワークロードのモニタリングに比べて次の利点があります。
					
	拡張性
	
									ユーザーは、COO でデプロイされたモニタリングスタックにさらに多くのメトリクスを追加できますが、これをコアプラットフォームモニタリングで行った場合はサポートされません。さらに、COO で管理されるスタックは、フェデレーションを使用して、コアプラットフォームのモニタリングから特定のクラスター固有のメトリクスを受け取ることができます。
								
	マルチテナンシーのサポート
	
									COO は、ユーザー namespace ごとにモニタリングスタックを作成できます。namespace ごとに複数のスタックをデプロイしたり、複数の namespace に単一のスタックをデプロイしたりすることもできます。たとえば、クラスター管理者、SRE チーム、開発チームは、モニタリングコンポーネントの単一の共有スタックを使用するのではなく、独自のモニタリングスタックを単一のクラスターにデプロイできます。その後、各チームのユーザーは、アプリケーションやサービスのアラート、アラートルーティング、アラートレシーバーなどの機能を個別に設定できます。
								
	スケーラビリティー
	
									必要に応じて、COO で管理されるモニタリングスタックを作成できます。単一のクラスター上で複数のモニタリングスタックを実行できるため、手動シャーディングを使用することで非常に大規模なクラスターを容易に監視できます。この機能は、メトリクスの数が単一の Prometheus インスタンスのモニタリング能力を超える場合に対処します。
								
	柔軟性
	
									Operator Lifecycle Manager (OLM) を使用して COO をデプロイすると、COO リリースが OpenShift Container Platform リリースサイクルから切り離されます。このデプロイメント方法により、リリースイテレーションが短縮され、変化する要件や問題に迅速に対応できるようになります。さらに、COO で管理されるモニタリングスタックをデプロイすることで、ユーザーは OpenShift Container Platform のリリースサイクルとは別にアラートルールを管理できます。
								
	高度なカスタマイズが可能
	
									COO は、カスタマイズを強化する Server-Side Apply (SSA) を使用して、カスタムリソース内にある 1 つの設定可能フィールドの所有権をユーザーに委譲できます。
								


関連情報
	
								Server-Side Apply (SSA) に関する Kubernetes ドキュメント
							





Cluster Observability Operator のインストール



重要

					Cluster Observability Operator はテクノロジープレビュー機能としてのみ使用できます。テクノロジープレビュー機能は、Red Hat 製品サポートのサービスレベルアグリーメント (SLA) の対象外であり、機能的に完全ではない場合があります。Red Hat は、実稼働環境でこれらを使用することを推奨していません。テクノロジープレビュー機能は、最新の製品機能をいち早く提供して、開発段階で機能のテストを行いフィードバックを提供していただくことを目的としています。
				

					Red Hat のテクノロジープレビュー機能のサポート範囲に関する詳細は、テクノロジープレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。
				


				クラスター管理者は、OpenShift Container Platform Web コンソールまたは CLI を使用して、OperatorHub から Cluster Observability Operator (COO) をインストールできます。OperatorHub は、クラスター上に Operator をインストールして管理する Operator Lifecycle Manager (OLM) と連動して動作するユーザーインターフェイスです。
			

				OperatorHub を使用して COO をインストールするには、クラスターに Operator を追加する で説明されている手順に従います。
			
Web コンソールを使用して Cluster Observability Operator をアンインストールする




					OperatorHub を使用して Cluster Observability Operator (COO) をインストールした場合は、OpenShift Container Platform Web コンソールでそれをアンインストールできます。
				
前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとしてクラスターにアクセスできます。
						
	
							OpenShift Container Platform Web コンソールにログインしている。
						


手順
	
							Operators → Installed Operators に移動します。
						
	
							リスト内で Cluster Observability Operator エントリーを見つけます。
						
	
							このエントリーの 
							[image: kebab]
							 をクリックし、Uninstall Operator を選択します。
						




サービスを関しするための Cluster Observability Operator 設定



重要

					Cluster Observability Operator はテクノロジープレビュー機能としてのみ使用できます。テクノロジープレビュー機能は、Red Hat 製品サポートのサービスレベルアグリーメント (SLA) の対象外であり、機能的に完全ではない場合があります。Red Hat は、実稼働環境でこれらを使用することを推奨していません。テクノロジープレビュー機能は、最新の製品機能をいち早く提供して、開発段階で機能のテストを行いフィードバックを提供していただくことを目的としています。
				

					Red Hat のテクノロジープレビュー機能のサポート範囲に関する詳細は、テクノロジープレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。
				


				Cluster Observability Operator (COO) で管理されるモニタリングスタックを設定することで、サービスのメトリクスを監視できます。
			

				サービスのモニタリングをテストするには、次の手順に従います。
			
	
						サービスエンドポイントを定義するサンプルサービスをデプロイします。
					
	
						COO によるサービスのモニタリング方法を指定する ServiceMonitor オブジェクトを作成します。
					
	
						ServiceMonitor オブジェクトを検出するための MonitoringStack オブジェクトを作成します。
					


Cluster Observability Operator のサンプルサービスをデプロイする




					この設定では、ユーザー定義の ns1-coo プロジェクトに prometheus-coo-example-app という名前のサンプルサービスをデプロイします。このサービスは、カスタム version メトリクスを公開します。
				
前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または namespace の管理権限を持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
						


手順
	
							prometheus-coo-example-app.yaml という名前の YAML ファイルを作成します。このファイルには、namespace、デプロイメント、およびサービスに関する次の設定の詳細が含まれます。
						
apiVersion: v1
kind: Namespace
metadata:
  name: ns1-coo
---
apiVersion: apps/v1
kind: Deployment
metadata:
  labels:
    app: prometheus-coo-example-app
  name: prometheus-coo-example-app
  namespace: ns1-coo
spec:
  replicas: 1
  selector:
    matchLabels:
      app: prometheus-coo-example-app
  template:
    metadata:
      labels:
        app: prometheus-coo-example-app
    spec:
      containers:
      - image: ghcr.io/rhobs/prometheus-example-app:0.4.2
        imagePullPolicy: IfNotPresent
        name: prometheus-coo-example-app
---
apiVersion: v1
kind: Service
metadata:
  labels:
    app: prometheus-coo-example-app
  name: prometheus-coo-example-app
  namespace: ns1-coo
spec:
  ports:
  - port: 8080
    protocol: TCP
    targetPort: 8080
    name: web
  selector:
    app: prometheus-coo-example-app
  type: ClusterIP

	
							ファイルを保存します。
						
	
							次のコマンドを実行して、設定をクラスターに適用します。
						
$ oc apply -f prometheus-coo-example-app.yaml

	
							次のコマンドを実行して出力を確認し、Pod が実行されていることを確認します。
						
$ oc -n -ns1-coo get pod
出力例

								

NAME                                      READY     STATUS    RESTARTS   AGE
prometheus-coo-example-app-0927545cb7-anskj   1/1       Running   0          81m


							




Cluster Observability Operator によるサービスのモニタリング方法を指定する




					「Cluster Observability Operator のサンプルサービスをデプロイする」セクションで作成したサンプルサービスが公開するメトリクスを使用するには、/metrics エンドポイントからメトリクスを取得するようにモニタリングコンポーネントを設定する必要があります。
				

					この設定は、サービスのモニタリング方法を指定する ServiceMonitor オブジェクト、または Pod のモニタリング方法を指定する PodMonitor オブジェクトを使用して作成できます。ServiceMonitor オブジェクトには Service オブジェクトが必要です。PodMonitor オブジェクトには必要ないため、MonitoringStack オブジェクトは Pod が公開するメトリクスエンドポイントから直接メトリクスを取得できます。
				

					この手順は、ns1-coo namespace に prometheus-coo-example-app という名前のサンプルサービスの ServiceMonitor オブジェクトを作成する方法を示しています。
				
前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または namespace の管理権限を持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
						
	
							Cluster Observability Operator がインストールされている。
						
	
							prometheus-coo-example-app サンプルサービスを ns1-coo namespace にデプロイしている。
						
注記

								prometheus-example-app サンプルサービスは、TLS 認証をサポートしていません。
							




手順
	
							次の ServiceMonitor オブジェクト設定の詳細を含む YAML ファイルを、example-coo-app-service-monitor.yaml という名前で作成します。
						
apiVersion: monitoring.rhobs/v1alpha1
kind: ServiceMonitor
metadata:
  labels:
    k8s-app: prometheus-coo-example-monitor
  name: prometheus-coo-example-monitor
  namespace: ns1-coo
spec:
  endpoints:
  - interval: 30s
    port: web
    scheme: http
  selector:
    matchLabels:
      app: prometheus-coo-example-app

							この設定は、prometheus-coo-example-app サンプルサービスが公開するメトリクスデータを収集するために MonitoringStack オブジェクトが参照する ServiceMonitor オブジェクトを定義します。
						

	
							次のコマンドを実行して、設定をクラスターに適用します。
						
$ oc apply -f example-app-service-monitor.yaml

	
							次のコマンドを実行して出力を観察し、ServiceMonitor リソースが作成されたことを確認します。
						
$ oc -n ns1-coo get servicemonitor
出力例

								

NAME                         AGE
prometheus-coo-example-monitor   81m


							




Cluster Observability Operator の MonitoringStack オブジェクトを作成する




					ターゲット prometheus-coo-example-app サービスが公開するメトリクスデータを収集するには、「Cluster Observability Operator でサービスを監視する方法を指定する」セクションで作成した ServiceMonitor オブジェクトを参照する MonitoringStack オブジェクトを作成します。この MonitoringStack オブジェクトはサービスを検出し、そこから公開されているメトリクスデータを収集できます。
				
前提条件
	
							cluster-admin クラスターロールを持つユーザーとして、または namespace の管理権限を持つユーザーとして、クラスターにアクセスできる。
						
	
							Cluster Observability Operator がインストールされている。
						
	
							prometheus-coo-example-app サンプルサービスを ns1-coo namespace にデプロイしている。
						
	
							ns1-coo namespace に、prometheus-coo-example-monitor という名前の ServiceMonitor オブジェクトを作成している。
						


手順
	
							MonitoringStack オブジェクト設定の YAML ファイルを作成します。この例では、ファイル名を example-coo-monitoring-stack.yaml にします。
						
	
							以下の MonitoringStack オブジェクト設定の詳細を追加します。
						
MonitoringStack オブジェクトの例

								

apiVersion: monitoring.rhobs/v1alpha1
kind: MonitoringStack
metadata:
  name: example-coo-monitoring-stack
  namespace: ns1-coo
spec:
  logLevel: debug
  retention: 1d
  resourceSelector:
    matchLabels:
      k8s-app: prometheus-coo-example-monitor


							

	
							次のコマンドを実行して、MonitoringStack オブジェクトを適用します。
						
$ oc apply -f example-coo-monitoring-stack.yaml

	
							次のコマンドを実行し、出力で MonitoringStack オブジェクトが利用可能であることを確認します。
						
$ oc -n ns1-coo get monitoringstack
出力例

								

NAME                         AGE
example-coo-monitoring-stack   81m
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/CHANGES.md
## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6




OEBPS/Common_Content/images/33.png





OEBPS/Common_Content/images/4.png





OEBPS/Common_Content/fonts/overpass_bold-web.woff


OEBPS/Common_Content/images/23.png





OEBPS/Common_Content/images/40.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-RegularItalic.woff2


OEBPS/Common_Content/images/12.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/text/RedHatText-BoldItalic.eot


OEBPS/Common_Content/images/38.png





OEBPS/Common_Content/images/bkgrnd_greydots.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/text/RedHatText-BoldItalic.woff


OEBPS/Common_Content/images/8.png





OEBPS/Common_Content/icons/redhat-books-icons-a2efd68d1f13be356c9c4e5c29a64e69.woff


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/text/RedHatText-RegularItalic.woff


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/text/RedHatText-Regular.eot


OEBPS/Common_Content/images/h1-bg.png





OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/README.md
# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! highlight.js v9.2.0 | BSD3 License | git.io/hljslicense */
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}
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